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　重い足を引き摺ずって家に戻もどると、事務所のほうがやけに賑にぎやかだった。

　知らんふりをして部屋に引き籠こもりたいところだったが、なんとなく興味を引かれて、事務所に続く扉とびらを開ける。

「……ただいま」

「おう、俊とし哉やか。おかえり。見てみろ、すごいだろう！」

　父が、子供みたいに声を弾はずませる。

　父の前には、真新しい最新型のカラー印刷機──。

「どうしたの、これ」

「どうしたって、買ったんだよ。これから忙いそがしくなるからな。これくらいのモン揃そろえとかねぇと、時代についていけねぇだろ？」

　胸を張る父の隣となりで、母は困ったような、でもどこか嬉うれしそうな顔をしている。

「買ったって……そんなお金、ウチのどこに…」

　我が家──鷹たか木ぎ印刷は、家内工業程度の小さな印刷所だ。仕事は、商店街のチラシやタウン誌、近所の小学校の文集がせいぜいで、何年か前までは寝ねる暇ひまもないほど忙しかった年末の年賀ハガキ印刷も、最近ではパソコンの普ふ及きゆうで受注量はがくんと減った。開店休業状態の日が続くことも、珍めずらしくない。

　どこを探したって、一億近くするような印刷機をポンと買えるような金はないはずなのだ。

「借金よ」

　苦く笑しようしながら、母が答えた。

「借金…？」

　まさか、と冷や汗あせが流れる。金を借りるには、担保が必要だ。自宅兼けん事務所兼工場の、こんな小さな建物一つ担保に入れたところで、一億どころか数千万だって貸してもらえないんじゃないだろうか。昨今の不ふ況きようで、銀行はウチのような零れい細さい企き業ぎようは相手にしてくれないはずだ。……ということは、まさか街まち金きんとか闇やみ金きん？

「なーにビビッてんだよ。心配すんな。借金なんか、パッパーッと返してやらぁ」

「もう、お父さんったら。今から捕とらぬ狸たぬきの皮算用ではしゃいじゃって。借金だって財産のうちって、聞かないのよ」

　いや──そんな吞のん気きに笑ってる場合じゃないと思うんだけど。

「……ってゆーか、こんな最新型の機械入れて、なんの仕事するつもり…」

「玖く珂が物産だよ、玖珂物産。持つべきものは美人の娘むすめだなあ、な、母さん。玖珂の若様が、奥方の実家にこれからどんどん仕事を回してくれるってよ。忙しくなるぞ。アルバイト、二、三人雇やとってフル稼か働どうだ。ずっとチンケな仕事ばっかりしてきたけど、ようやく運が向いてきた。俊哉、お前も学費がどうの入学金がどうのって、つまんねぇ心配してねぇで、行きてぇ大学があるならどこでも受けろ。私立の学費なんか、ババーンと前まえ払ばらいしてやるぞ！」

　唾つばを飛ばしながら威い勢せいよく父は捲まくし立て、母はおっとりと笑っている。

　そういうことか、と朧おぼろ気げながら事情がわかってきた。

　俺には六歳違ちがいの姉がいて、その姉──由ゆ香か里りは一か月後に結けつ婚こんを控ひかえている。結婚相手は、大手企業・玖珂物産の社長令息、玖珂圭けい一いち郎ろうだ。現在は首しゆ都と圏けん営業部の部長らしいが、ゆくゆくは社長になるという。姉は大学を出て玖珂物産に就職し、受付係をしていて玖珂さんに見み初そめられた。アメリカで働くのが夢、結婚なんかしない、と普ふ段だんから豪ごう語ごしていた姉は、あっさり結婚を決めて玉の輿こし街かい道どうまっしぐらだ。

　最初は、そんな環かん境きようの違う家庭に嫁よめ入いりしたら苦労するだけだと反対していた両親も、今は両手放しで喜んで応おう援えんしている。なんせ、玖珂さんは見た目からしてバリバリのエリートで、そのくせそれを鼻にかけたりしない好青年だった。資産家で顔もよく、背も高く頭もよく、さらに誠実で性格もいい──そんな男がなんで姉に一ひと目め惚ぼれしたりするかなあと、ちょっと不思議だったりもするのだが……まあ、姉も身内の贔ひい屓き目めを抜ぬきにしてもそこそこ美人で、スタイルもいい。性格はあっけらかんとしていて明るいから、子供のころから人気者だった。俺もよく友人から「お前の姉ちゃんいいなあ」と羨うらやましがられたものだ。そんなに羨ましけりゃ代わってやるよ、と言われるたびに俺は思った。

　周囲にチヤホヤされるのに慣れている姉は、ちょっと身勝手なところがあった。八方美人で外そと面づらがいい反動で、俺はよく姉のワガママに振ふり回された。弟は姉の下僕だと、あたりまえのように言い放つのだからこっちはたまらない。もっとも──そんな姉の絶対君主時代ももうすぐ終わると思うと、少し淋さびしいような気もするのだから、俺もチョロイもんだ。

「……お父さん、アルバイトなんか雇うくらいなら、俺、ここで働くよ」

　おずおずと言ってみる。

「バカ言ってんじゃねぇっ」

　即そく座ざに怒ど鳴なられた。

「男なら大学ぐらい出とけって、何度も言ってんだろ」

「で、でもさ、俺……大学行っても、とくに目的とかないし……どうせ卒業したら、この印刷所…」

「バカ野や郎ろうっ。こんなちっせえ工場、継つごうなんて考えてんじゃねえよ。お前はお前で、好きなことやって、ドーンと出世すりゃいいんだよ。社会に出りゃ、学歴がモノ言うんだ。あとになって、ああ、あの時大学行っときゃよかったって後こう悔かいしたって間にあわねぇんだ。俺はな、自分ができなかったぶん、お前にも由香里にも充じゆう分ぶんな勉強をさせてやりてぇんだ。どこ出したって恥はずかしくねぇ教養ってヤツを、身につけさせてぇんだよ。見ろ、な、由香里はそのおかげで、ここらじゃひっくり返ったってお目にかかれねぇようなエリート様と結婚できるじゃねーか。お前だって頭がいいんだから、頑がん張ばって出世して、極ごく上じようのお嬢じよう様さまを嫁よめに貰もらえ」

　──無茶を言う、とポケットに突つっ込んでいた手で、紙し片へんをくしゃりと握にぎり込む。

「お父さん、もうそのへんにして頂ちよう戴だい。俊哉が困ってるじゃないの。だいたい、俊哉の嫁はお嬢様じゃ困るわよ。ウチより格上のお嫁さんなんて貰ったら、言いたいことも言えないからね」

「お、もう姑しゆうとめの嫁いびりか」

「お父さんったら」

　浮うかれている両親に背を向けて、俺はとぼとぼと階段を上がり、部屋に入った。

　握りしめていた紙片を取り出し、机の上にポイと投げる。しばらくそれを睨にらみつけていたが、睨んだところで評価が変わるわけじゃなし、と目を背そむけてベッドに寝ね転ころんだ。

　今日、先週の模も擬ぎ試験の結果が出たのだ。高校在学中よりもさらに悪くなっている、と思う。志望する大学の合格率は、Ｄ判定だった。つまり、今のところ合格できる可能性はほとんどない。ランクを下げるか、死に物もの狂ぐるいで頑張るか──……困ったことに、やる気もない。

　正直言って、大学に行きたいわけじゃないのだ。

　成績が悪いから、逃にげようとしているつもりじゃなく、本当に──父に言ったように、なんの目的もなく大学に行くのは間ま違ちがってるんじゃないかと思う。

　それよりもなによりも、俺は印刷所の仕事が好きだ。印刷のインキの匂においも、真新しい紙の匂いも好き。子供のころから、動いている輪転機を眺ながめているのが好きだった。写植を打つのも好きだし、版下を作るのも好きだ。これからは手作業でなく、どんどんパソコンを取り入れて機械化されていくのだろうけれど、この仕事が好きという気持ちは変わらない。

　両親が働いている姿を見ていて、いつか俺も印刷所で働くんだと幼心に思っていたものだ。普ふ通つうなら、親の跡あとを継ぎたいと言うと喜んでもらえると思うのだが──そう言うと、父は怒おこった。

　父には少し学歴コンプレックスがあるようで、中卒ですぐに印刷所の下働きに入ったのを悔くやんでいる。若いころには、悔くやしい思いもしたのだろう。小さいながらも、自分の印刷所を構えて仕事をしている父を、俺はとても格好イイと思うのだけれど、父は「冗じよう談だんじゃねえ」と怒るばかりだ。大学さえ出ていれば、自分にはもっと違う人生があったはずだと言うのだ。

　父に怒られるのが嫌いやで、俺もだんだん本当のことが言えなくなっているのだけれど──現げん役えきで受験した時、俺は実力より上のランクの大学を受けた。いっそ落ちてしまえば、父もあきらめてくれると考えたのだ。

　だけど、違った。

　父は、「すまない」と泣きながら俺に謝った。もっと金があれば、私立の大学にも行かせてやれたし、いくつでも受験させてやれたのに、と言った。べつにウチの経済状態を考えて、受験校を絞しぼったわけじゃないと、いくら言っても聞いてもらえなかった。不ふ憫びんだと泣く父に乞こわれるまま、俺はもう一度受験に挑ちよう戦せんすることを約束したのだ。

　それなのに、頑張らなければと思えば思うほど、やる気が失うせていくのはどうしてなんだろう。俺は甘えているんだろうか。

　家の仕事を手伝いたいと思うのは、やはり現実逃とう避ひでしかないんだろうか。







「やだ、Ｄじゃないの」

　ふいに姉の声がして、ギョッとして飛び起きた。

「……勝手に見んなよ」

　いつのまに帰ってきていたのか、鮮あざやかなブルーのスプリングコートを着た姉が立ったまま、俺の試験結果を眺めている。

「あら、こんなとこに放ほうり出してあるんだもの。てっきり見てほしいのかと思ったわー」

「んなわけねーだろ」

「ってゆーか、マジでどうすんの、あんた。これじゃ、来年も危ないわよ。もうちょっとランク下げれば？　それとも、またこの前みたいに最初から無理だってわかってる勝負するつもり？　そんなことしたって、お父さんあきらめないわよ。あんたを大学行かせるのが夢なんだから。いい加減あきらめて、どこでもいいから入っちゃいなさいよ」

　簡単に言うなよ、と不ふ貞て腐くされて天てん井じようを睨む。

「あんたが難しく考えすぎてんのよ。四年間、適当に勉強して遊べばいいじゃないの。お父さんもお母さんも、そうさせたいって言ってんだから。学費なら、大だい丈じよう夫ぶだって」

　自信満々の言葉に、俺はむくりと起き上がった。

「なあ、本当に玖珂物産から仕事回してもらえるのか？　お父さんたち、すっかりその気になってるけど……ハッキリしたこと聞いてないけど、すごい借金抱かかえちゃったんじゃないのかな」

「大丈夫よ。圭一郎さん、ちゃんと約束してくれたもん。あっちにしたって、嫁の実家が貧びん乏ぼうじゃ格好がつかないのよ。資金援えん助じよもしてくれると思うし、あんたもこれからは贅ぜい沢たくし放題よー。ありがたいと思いなさい」

　ふふん、と姉は自じ慢まんのＦカップをさらに強調するように胸を張った。玖珂さんは、この色いろ香かに惑まどわされたのかなあ、なんて下世話な想像をしたりして。

「……ねえ、俊哉。あんた、ホントにしたいことはないの？　あるんなら、ちゃんと言えば？　お父さんだって、頭ごなしに押しつけてるわけじゃ……うーん……押しつけてるか、あれは。でもさ、喧けん嘩かする覚かく悟ごでぶつかってみなさいよ」

　唐とう突とつに、姉は今までの言動を翻ひるがえすようなことを言い始める。

「だから、俺、ここの仕事やりたいんだ」

「って、印刷？　ゲー、信じられない」

「なんで」

「だって、地味じゃん」

　あっさりと言われて、苦く笑しようしてしまう。

　姉はとにかく派は手でで華はなやかなものが好きなのだ。

「私、宅配便屋と引ひつ越こし屋と印刷屋だけは嫌いやだなあ」

　どうして、と聞くと、姉はそこそこ整った顔をわざと歪ゆがめて嫌そうに言葉を募つのらせる。

「だって、体力勝負じゃん。爪つめも伸のばせないし、お洒落しやれじゃないし」

「……仕事をそういう基準で選ぶのもどうかと思うけど」

「あら、働いたこともない子がエラソーに。まあ、俊哉も無理だよ、きっと。あんた、体力ないもん」

　うるせえよ、とムッとする。

「それより、姉ちゃんこそどうなんだよ。アメリカで働くのが夢だったんじゃねーのかよ。今の職場は腰こしかけだ、金が溜たまったらすぐに就労ビザ取ってアメリカに行くっつってたのは、どこの誰だれだったかなー？」

　嫌味っぽく言ってやる。

　中学の時、交こう換かん留学生として、姉はひと夏ロサンジェルスにホームステイしたのだ。それ以来、自分の前世はアメリカ人だったと豪語し、いつかアメリカに行って一生暮らすのだと言い続けていた。ついでに言うと、働き始めてからも家には一銭も入れず、貯金をしているのかと思えば、ヴィトンがどうのシャネルがどうのとブランド物を買い捲まくっていたのだ。あれでは、いつまで経たっても資金は溜まらないだろう。

「べつにいいでしょ。アメリカなんて、圭一郎さんがいくらでも行かせてくれるもーん」

　あーそうですか、とバカバカしくなってきた。

　確かに、玖珂物産の御おん曹ぞう司しなら、アメリカだろうがイギリスだろうがなんぼでも行かせてくれるだろう。

「それで、なんで新しん婚こん旅行がオーストラリアなんだよ？」

「コアラ抱だきたいの」

　即そく答とうされてしまった。

「……臭くさいってよ、あれ」

「知ってるわよ。臭いし、しがみついてくる爪が痛いんだって」

　──わかってて、行きたいのか。まったく、姉は理解不能だ。

「ま、俊哉にもわかるわよ、そのうち。自分の人生を突とつ然ぜん変えちゃう相手が、いきなり現れたりするのよ。ボヤボヤしてたら、あんたなんかあっという間に波に攫さらわれて溺おぼれちゃうわよ」

「……そーゆーもんかね」

「そーゆーものよ」

　俺の口調を真似まねて、姉はふいに手を伸ばし、グシャグシャと俺の髪かみをかき乱した。

「なにすんだよぅっ」

「お姉さまの愛情表現よ」

　言われてみて、ふと、こんなじゃれあいもあと一か月もすればなくなるのだなと思った。

　姉はこの家からいなくなるのだ。もちろん、姉きよう弟だいでなくなるわけじゃないし、会えなくなるわけでもない。

　姉が夢を叶かなえてアメリカに永住するならまだしも、新居として購こう入にゆうしたマンションは電車に乗れば三十分もかからない。まあ、しょっちゅう会いたいかと言われれば、そうでもないけど。

　鷹木家の女王として君臨していた姉がいなくなるのは、下僕としては淋さびしいばかりでもない。

「俊哉」

　部屋を出ていきかけた姉は、妙みように優やさしげな声を出した。

「お父さんとお母さんのこと、お願いね」

「……なに言ってんだよ。それはこっちの台詞せりふだっつーの。ちゃんと玖珂さんに頼たのんどいてくれよな。毎月きちんと仕事回してくれって」

「大丈夫よ」

　こちらを見ないままハッキリそう言って、姉は自分の部屋に入っていった。




　──大丈夫、と言ったのだ。

　絶対大丈夫だと──でも、姉は俺の顔を見なかった。父と母を頼むと言った時も。




　　　　■□■




「姉ちゃん、準備できた？　入っていい？」

　結けつ婚こん式場の花はな嫁よめ控ひかえ室のドアを、軽くノックしながら声をかける。返事はない。

「……トイレかな」

　本番に強い姉のことだから、緊きん張ちようしてガチガチになってるとも思えないけれど、さすがに人生の大おお舞ぶ台たいだからそうそう落ち着き払はらってもいられないだろう、と考える。ここ一か月余り、結婚準備で大わらわだった姉は、マリッジブルーになる暇ひまもないみたいだった。

　相手が資産家ということもあるのだろう。半月前に仕事を辞やめてからは、お稽けい古こごとだのエステだのとほとんど家にいなかった。

「入って待っててもいいかな…」

　お婿むこさんより先に花嫁を見るのは悪いかなと思ったのだが、弟なんだからいいだろうとドアを開ける。

「……姉ちゃん…？」

　大きな化け粧しよう台だいの前のスツールに、無造作にベールが置かれていた。いや、ベールだけでなく、ドレスもだ。

「姉ちゃん？」

　それほど広くない室内を見回す。姉の姿はどこにもない。

「……噓うそだろ、ちょっと…」

　慌あわててドレスに駆かけ寄り、スツールから退どけてみる。

　人間、焦あせるとロクなことをしない。俺はドレスを退けたその下を覗のぞき込み、ついでに化粧台の下も覗いた。

　あとから落ち着いて考えれば、そんな狭せまいところに姉が隠かくれられるはずもないのに、だ。

　化粧台の上に、香こう水すい瓶びんで押さえられた一枚のメモがあった。この結婚式場──都心でもかなり高級な部類のホテルのロゴが入った、一いつ筆ぴつ箋せんだ。

『ごめんなさい。やっぱり、アメリカに行きます。　由香里』

　そこには、姉の字でそう書かれている。

「……冗じよう談だん…」

　サーッと血の気が引いた気がした。

　オタオタしながら、クローゼットを開ける。今朝着てきた、姉の服がない。荷物もない。

　──これは本当か？　姉は、結婚式をドタキャンしてアメリカに行ったのか？

　人の話し声が近づいてきて、ドアがノックされた。俺は思わず身構える。

　──誰だ？　この場をどうごまかす？

「俊哉、由香里はどうだ？　綺き麗れいか～？」

　吞のん気きそうに続いたのは、父の声だった。

「……父さん！」

　姉の手紙を持つ手が震ふるえる。とにかく、これが本当なら父と母に相談しなければいけない。それから──それから、どうしよう。どうすればいいんだ？　頭の中が真っ白だ。

「どうした、俊哉。顔色悪いな、お前が緊張してどうする。……うん？」

　黙だまって父に手紙を突つきつける。

　父の後ろからついて来ていた母も、手元を覗き込んだ。それから──さらにその後ろにいた新しん郎ろう、玖珂圭一郎が……。

「玖珂、さん…」

　これはヤバイだろう、と思う。いや、新郎に知らせないわけにはいかないけれど、こんないきなり心の準備もできてない状態なのに、どうすればいいんだって。

　玖珂さんは、父の手から手紙を奪うばい取った。じっと視線を据すえた表情が、見る見る強こわ張ばっていく。

　白いタキシードが、嫌いやになるくらいよく似合っていた。胸に挿さしたカトレアの花が鮮あざやかだ──場ば違ちがいかもしれないが、俺はそんなことをぼんやり考えながら彼を見ていた。

　それどころじゃないんだけど、もうこれは俺がどうにかできる問題ではないし、あとは大人に任せればいい。それにしても……。

「なんてことだ、あのバカ娘むすめが！」

　堪こらえきれなくなったように、父が怒ど鳴なった。母は泣きそうな顔をして、今にも倒たおれてしまいそうだ。そして玖珂さんは、黙ってクシャリと手の中の手紙を握にぎり潰つぶした。

　引き結ばれたやや薄うすめの唇くちびるが、微かすかに震えているように見える。

　どれほどの屈くつ辱じよくに耐たえているのだろう。挫ざ折せつなど知るはずのないエリートが、まさか挙式当日に花嫁にドタキャンされるなんて、誰が想像できただろう。

「すぐに追いかけて、連れ戻もどしてきますから」

　父があたふたと背を向ける。

「いえ、待ってください」

　玖珂さんが、父を止めた。

「……式まであと三十分もない。途と中ちゆうで追いつけるとは思えないし、空港まで行って連れて帰ってこられたとしても……間にあいません」

　その言葉に、父はその場で地じ団だん太だを踏ふんだ。母がへたへたと絨じゆう毯たんの上に座り込む。俺は母のそばに駆け寄った。

「事情を話して、挙式と披ひ露ろう宴えんをキャンセルしたいところですが……忙いそがしい方々にもわざわざ来て頂いていることもありますし……」

「申しわけありませんっ」

　母が泣き出した。へたり込んだまま絨毯に頭を擦こすりつけんばかりに手をついて、玖珂さんに向かって何度も何度も謝る。

「こんなことに…っ、私の育て方が悪かったからっ、こんなご迷めい惑わく…」

　あとは言葉にならなかった。

「お義母かあさん、顔を上げてください。今はそんなことを言ってる場合じゃありません。とりあえず、なんとかしないと」

　なんとかって──どうするわけ？

　両親と俺が招待客の前に行って、土下座するしかないんじゃないの？　いや、それでも玖珂さんに不ふ名めい誉よなレッテルを貼はることには変わりないのだ。

　──姉ちゃん、なんで。

　胸の中で、訴うつたえる。

　昨夜まで、いや、今朝まで姉はいつもどおりの姉だった。結婚を嫌がる素そ振ぶりなど、まったくなかった。迷っているふうにも見えなかった。

　玖珂さんが携けい帯たい電話を取り出し、誰だれかに連れん絡らくし始める。とにかくすぐに花嫁控え室まで来てくれ、と言って、彼はすぐに電話を切った。

　それからものの二分も経たたないうちに、一人の男性が部屋にやってきた。玖珂さんは厳しい表情で踵きびすを返し、その男性といったん外に出る。

　室内には、俺と両親が残された。

「……どうなってるんだ、いったい」

　父ががくりと肩かたを落とした。

「なんで、こんなことになったんだ」

「姉ちゃん、結けつ婚こんしたくなかったのかな」

「そんなこと、ひとことも言わなかったわよ、あの子は……。嬉うれしそうに、旅行に行く準備をして…」

　母がそこまで言った時、俺たちは思わず顔を見あわせる。

　その準備は、新婚旅行ではなく渡と米べいするためのものだったのではないか、と口には出さずともそれぞれ思ったに違ちがいない。

　近所のコンビニに行くわけじゃなく、国内旅行ならまだしも、急にアメリカに行くと言ってもすぐ行けるはずがないのだ。長期間滞在するつもりならビザもいるし、飛行機の予約も必要だろう。行き当たりばったりでは、泊とまるあてもないはずだし──……つまり、これは計画的か？

　姉は、前から準備を整えていた？　誰にも言わずに。

「……なにを考えているんだ、由香里は…」

　苦々しく、父が呟つぶやく。

　その時、玖珂さんがさっき訪ねてきた男性を伴ともなって、部屋に戻ってきた。

「彼は、南なん条じよう杜もり和かずといいます。アパレル関係の会社を経営しているんですが、私とは幼いころから親しん戚せき同様のつきあいをしています」

　軽く紹しよう介かいしてから、彼は南条という男に「どうかな」と問いかける。南条さんは、さっきから不ぶ躾しつけに俺を見ていた。まるで品定めするみたいに、ジロジロ頭の天辺てつぺんから爪つま先さきまで眺ながめ回している。その視線のしつこさにさすがに不ふ愉ゆ快かいになって睨にらみ返すと、彼は嘲ちよう笑しようを唇の端はしに浮うかべた。

「いいんじゃないの、これなら」

　そうか、と玖珂さんがホッとしたようすを見せる。

「なら、任せていいか」

　南条さんが頷うなずくのに、玖珂さんは両親と俺に向かって、キッパリと言い切った。

「……とにかく、挙式と披露宴だけはすませようと思います」

「で、でもどうやって、由香里は…」

　母が泣きながら口にする。

「代役を立てます。俊哉くんは、由香里さんによく似ている。もちろん瓜うり二ふたつというわけにはいきませんが、メイクでなんとかごまかせるでしょう。そのへんは、杜和に任せます。彼は、以前美容関係の仕事もしていましたので」

「仕事じゃなく、趣しゆ味みだよ」

　この場の緊きん張ちようを破るように、南条さんが軽い口調で言う。

「ドレスも、俊哉くんなら着られるでしょう。かなり細いし…」

　ちらりと玖珂さんが俺を見た。

「……だ、駄だ目め、そんなの無理だ」

　咄とつ嗟さに俺は言った。

　だって、いくら俺が瘦やせていたって、男と女じゃ全然違うと思う。第一、姉はＦカップだ。いや、それ以前に、バレたらどうするのだ。それこそ言いわけできない、さらに悪い状じよう況きようになるだけだと思う。

「胸は詰つめればいいよ。ウエストもちょい苦しいかもしれないけど、コルセットで締しめりゃなんとかなる。背もそんなに高くないし……由香里さん、大きかったからね。ヒールを履はけば、君くらいあったでしょう？　君はローヒールの靴くつを履けばいい。どうせドレスで見えないから」

　南条さんはやはりあっけらかんと、そんなことを言い放つ。

「それに、バレる可能性がある由香里さんの友人関係は、今日は来ていません。もともと、新婚旅行から帰ってきて、また日を改めてお披ひ露ろ目めパーティーをする予定でした。そちらの親戚関係はいらっしゃらないということでしたね？」

　父が言葉もなく頷いた。

　唯ゆい一いつの親戚である父の兄は、現在病気療りよう養よう中で欠席なのだ。

「今日の招待客は、取り引き先や私の父の関係で呼ばなければならなかった方たちです。私自身と親しいのは杜和ぐらいのもので、事前に由香里さんと会っている人間はほとんどいない」

「だけど…っ」

　両親はすでに納なつ得とくしたようで反論はないのだけれど、さすがにハイそうですかと引き受けるにはあまりに荷が勝ちすぎた。

「無理だ」

「無理でもやってくれ。君しかいないんだ」

　弱音を洩もらした途と端たん、玖珂さんがすかさず強い口調で言った。

「君は黙だまって座っていてくれればいい。あとは私がなんとかする」

　ここまで言われては、もう嫌いやだとは言えない。なんといっても、こんな状況になったのは姉のせいなのだ。俺まで放ほうり出すわけにはいかないだろう。

「おい、もう時間がない」

　南条さんが壁かべにかかった時計を指差す。

「じゃあ、頼たのむね、俊哉くん。お義父とうさんたちはあちらへ……杜和、よろしく」

　玖珂さんが両親を部屋の外へと連れていき、俺は呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ。

「じゃあ、始めようか」

　南条さんが明るく言って、ドレスを手て渡わたした。

　──これを、俺が着るのか？　噓うそだろう？







「お、なんだ、ウエスト締めなくても入るじゃないか。細いなあ、君。受験勉強ばっかりで、ロクに飯食ってないんじゃないの？」

　とりあえずドレスを着てみた俺に、南条さんが無ぶ遠えん慮りよな言葉を投げかける。なんであんたにそんなこと言われなきゃならないんだと、言い返す気にもなれなくて、俺はむうっと唇くちびるを引き結んだ。

「胸はどうしようもないもんな。でも、最近のブラはしっかり型ができてるから、詰め物しなくても押さなきゃ潰つぶれない」

「えっ」

　ブラジャーなんかするのか、と驚おどろいた。彼はさもあたりまえの顔をして、「早く」と催さい促そくする。渋しぶ々しぶいったん着たドレスを脱ぬいで、彼に手伝われながらブラジャーを装着した。

「よしよし。これなら大だい丈じよう夫ぶだ。ウエスト、由香里さんよりは太いんだろうけど、胸のデカさで視覚的にはＯＫだ。それにしても、首の詰まったドレスでよかったなあ。巨きよ乳にゆう自じ慢まんだから、てっきり胸むな元もとがガバーッと開いたドレスだろうと思ってたよ。それだと、さすがにごまかしようがないから、ホテル側にほかのドレスを持ってきてもらわなきゃ駄目かと思った」

　楽しそうに、南条さんが笑う。こっちは、笑いごとじゃない。悲ひ壮そうな気分だ。

「そんな悲しそうな顔をしていちゃ駄目だよ。君は、幸せの絶頂の花はな嫁よめなんだから。だーいじょうぶ、バレやしないって。それに、あんな氷みたいに整った顔していても、あいつは情の厚い男だからね。安心して任せて大丈夫だ。君にとって、悪いようにはしない」

　──と言われても。こんな状況で笑えるような役者なら、俺は今すぐ演劇のオーディションを受けにいくぞ。

「……肌はだ、綺き麗れいだなー。こんなに肌理きめが細かいの、女性でもなかなかいないよ。うん、ファンデーションがよく伸のびる」

　人の顔をパフで撫なで回しながら、南条さんは満足そうだった。目を開けろだの閉じろだの、唇を突つき出せだの擦こすりあわせろだのといちいち注文をつけながら、化け粧しようが施ほどこされていく。

　さすがにメイクが仕上がるころになると、俺も開き直ってきた。もうここまできたら、ジタバタしたってしょうがない。あとは、なるようにしかならないのだ。

　バレたらバレたで、その時はその時だ。

　姉のドタキャンは、俺たち家族に責任があるだろうが、こんな茶番を思いついたのは玖珂さんなのだから、いざという時は彼がなんとかするだろう。

「よし、できた。見てごらん」

　声をかけられ、閉じていた目を開ける。……重いマスカラのせいで、目がシパシパする。

「噓…」

　鏡の中には、見覚えのない女性がいた。いや、俺なんだけど、パッと見には女に見える。驚きだ。

「……すごい」

「だろ？　素材がいいから、腕うでの揮ふるい甲斐がいがあったよ。うん、上出来だ。最高傑けつ作さくだよ」

　嬉うれしそうに言われて、これならバレないかも、なんて、俺もついその気になってしまう。

　と、コツコツとノックの音がした。

「杜和、まだか。そろそろ…」

　顔を覗のぞかせた玖珂さんはそう言いながら俺に目を留めて、ポカンと口を開けた。

「……綺麗だな」

　ニヤニヤと、南条さんが笑った。

「おーい、顔が崩くずれてるぞ、新しん郎ろうさん」

　玖珂さんはハッとしたように表情を引き締め、それから俺に向かって恭うやうやしく手を差し出した。そうして俺は、おずおずとその手に摑つかまったのだ──。







　緊きん張ちようする。

　受験の面接の時だって、これほど緊張しなかったと思う。

　披ひ露ろう宴えんの招待客は、財界人やお偉えら方がたばかりだ。新婦の弟として出席していただけなら、もっと物見遊ゆ山さんの気分でいられただろうに、姉のフリをしていつバレるかとヒヤヒヤしているのだから、さっきから胃が痛い。目の前には豪ごう華かな料理が並べられているというのに、フォークを持つ気にもなれない。

　声を出せば絶対にバレるから、お祝いの言葉をかけられても、喋しやべらずにただ頭を下げてお辞じ儀ぎするだけ。それでも自分の仕し種ぐさの端はし々ばしに、男らしさが出てしまうようで、指一本動かすにも気を遣つかう。

　玖珂さんはどうなんだろう、とちらりと隣となりに座る男の顔を見る。

　取り澄すました横顔からは、緊張感など微み塵じんも感じられない。

　皿のローストビーフが口に運ばれ、ゆっくりと咀そ嚼しやくされていく様を眺ながめていたら、ふとさっき挙式でキスしたことを思い出してしまった。

　俺──キスしてしまったのだ、玖珂さんと。

　誓ちかいのキスなんて、どうせフリだけだろうと思っていた。それなのに、彼はなに食わぬ顔をして俺の顔を覆おおっていたベールを上げると、本当にキスをした。しかも、ガチガチになって歯を食いしばっていた俺の唇を、舌で舐なめていったのだ。危あやうく突き飛ばすところだった。

　姉は今ごろどうしているんだろう、と並んだ料理を見ながら考えた。

　花嫁さんにも食べてもらえる料理を、というコンセプトで選ばれたメニューのはずだった。姉ならばきっと、みんなが呆あきれてしまうくらい、ガツガツ食べていたのに違ちがいない。

「由香里」

　名前を呼ばれ、自分のことだと気づくまでに少し時間がかかった。

「……え」

　小さく呟つぶやいて、隣を見る。

「少し食べなさい。お腹なかが空すいただろう」

　表情のない眼まな差ざしが向けられていた。

「せっかくシェフが腕を揮ってくれたのに、ひと口も食べないんじゃかえって失礼だよ」

　──そんなこと言われたって。

　無理だ、という意味を込こめて、首を横に振る。

　と、玖珂さんは自分の皿の切り分けたローストビーフをフォークで刺さすと、いきなり俺の目の前に突き出した。

「口を開けて」

「……！」

　目め敏ざとく見ていた招待客の誰だれかが、おおっと冷やかすような声を上げた。誰からともなく拍はく手しゆが巻き起こり、拒きよ絶ぜつするわけにはいかない状じよう況きように追いやられてしまう。

　仕方なく口を開けると、ローストビーフが入ってきた。……美味おいしい。

　緊張で味なんかわからないだろうと思っていたのに、すごく美味しかった。

　どうやら俺はギリギリのところにいるみたいで、ただそれだけのことなのに、涙なみだが出そうになってしまった。ローストビーフを嚙かみながら、鼻の奥がツンと痛くなるのを堪こらえる。

「大変仲のお宜よろしいことで、いや、羨うらやましい」

　たまたま挨あい拶さつ中だったどこかの誰かが、さらに煽あおるように言うのを聞きながら、俺はいかにも恥はずかしいというフリをして俯うつむき、ひたすら早く終わってくれることを願い続けていた。




　　　　■□■




　式場も豪華だったが、宿しゆく泊はくする部屋も超ちよう贅ぜい沢たくなものだった。

　予定どおり披露宴を終えた俺と玖珂さんは、みんなに見送られて成田空港近くのホテルにリムジンで向かった。通された部屋はロイヤルスイートで、たった一泊するだけなのに、リビングルームやバーカウンターまである。

「……ここ、一泊いくらぐらいするんですか」

　所在なく、うろうろと室内を歩き回ってから、黙だまってソファに座っている玖珂さんに尋たずねてみる。

「さあ」

　返事は素っ気ないものだった。

　だが、聞いた途と端たん、そういえば姉がホテルのパンフを見ながら「一泊三十万よ」などと言っていたことを思い出した。

「俊哉くん、とりあえず食事をしなさい。ルームサービスを頼たのむから」

　玖珂さんが、ルームサービスのメニューを開いた。

「え……いえ、俺は…」

「結局、披露宴の料理にはほとんど手をつけなかっただろう。お腹が空いているんじゃないか」

　そのとおりだった。玖珂さんと二人、というのももちろん緊張するのだけれど、それは挙式や披露宴と比べればずっとマシだった。

「着き替がえは、ルームサービスが来てからでいいね？　悪いが、もうしばらくそのままで」

　俺は、女装していた。

　今日だけで、ウェディングドレスと打ち掛かけ、さらにアフタヌーンドレス、そして今着ているワンピースと、目まぐるしいほど着替えさせられたのだ。ドレスや着物なら、まだコスプレ感覚もあったものの、普ふ段だん着ぎのワンピースはあまりにも普通すぎて男だとバレる可能性が倍増してる気がする。いくら姉として、ホテルにチェックインしなければならないからとはいえ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　小さくため息をついて、受け取ったメニューを開く。と、目玉が飛び出しそうになった。

　なんでこんなに高いんだ!?　軽くサンドイッチとコーヒーでも、と思ったのに、ミックスサンドが千六百円もする。

「なんでも好きなものを頼んでいいよ。なんならコースを頼むかい？」

「い、い、いいですっ。俺、駅でパンでも食べますから」

　もう、とっとと帰ろうと思った。

　約束は、この部屋までだ。これでお役やく御ご免めんなのだから、さっさと着替えて失礼しよう。

　玖珂さんはむっつりしたまま、ふうん、とつまらなそうに言った。

「私は予定通り、泊とまっていく。帰り方はわかるかい？」

「わかります。できるだけ人目につかないよう、帰りますから」

「そう。ご苦労さま」

　突つき放すように言われ、持っていたトランクから着替えを取り出す。ワンピースを脱ぬごうとしたが、背中のファスナーがうまく下ろせない。

　そんな俺のようすをじっと見ていた玖珂さんが、「手伝おうか」と面めん倒どう臭くさそうに声をかけてくる。お願いしますとは言いにくい口ぶりだったので、つい意地になって悪あく戦せん苦く闘とうしていると、彼は黙って立ってきてファスナーを下ろしてくれた。

「……ありがとうございます」

　柔やわらかなシフォン生き地じが、するりと足元に滑すべり落ちる。彼は下着姿の俺を見て、目を丸くした。

「なにか…」

「いや、下着もちゃんとつけていたのかと思って」

　巨きよ乳にゆうの姉にサイズをあわせているのだからしょうがないだろう、と喚わめきたくなるのを堪えた。男として、こんな屈くつ辱じよくはない。

　ムッとしてブラジャーを外し、素す早ばやくシャツに袖そでを通す。ストッキングを脱ぎ捨てて、ジーンズを穿はいた。

　それから脱いだ服を一ひと纏まとめにしてトランクに詰つめ、ふと考える。

　これは、どうすればいいんだろう？　って、持って帰るしかないか。たくさんの旅行客がいるのだから、べつに目立たないだろう。

「それじゃ…」

「ああ、気をつけて。……幸い入にゆう籍せきはしていないから、離り婚こん手続きも必要ない。世間には、旅行前に喧けん嘩かをして、由香里さんが家に帰ってしまったことにするか……それも面倒だから、旅行中にお互たがいの価値観の違いに気がついて別れることにしたとでも言おうか。どちらにしろ、あとのことは弁護士から連れん絡らくさせるとご両親にお伝えしてくれ」

　部屋を出ていきかけていた俺は、その言葉の意味が一いつ瞬しゆんわからず、足を止める。

　弁護士から連絡──？

　そうだ。姉は、この人ともう結婚しない。赤の他人だ。──挙式や披ひ露ろう宴えんをドタキャンしたということは……。

「婚約不ふ履り行こう…」

「そういうことだ」

　この部屋の宿泊代だけでも三十万だった。結婚式や披露宴にかかった費用は？　本来、明日の朝飛行機でオーストラリアに行くはずだった、新婚旅行のキャンセル費用は？　姉が受け取っていた、何カラットもするダイヤの指輪はどうなった？　新居用に購こう入にゆうしたマンションはどうなる？

　思いつくだけでも、こんなにある。それ以外に、今回の結婚にどれだけのお金がかかっているのか。そして──……。

「申しわけ…ありませんでした…」

　がくりと、その場に膝ひざをついた。

　ことの重大さが、俺にもわかった。最初はただ、姉がいなくなって大変だと慌あわてていた。その代理を演じなければならなくて、狼狽うろたえた。だけど、問題はそんなもんじゃなかった。もっともっと現実的な大問題が伸のしかかってきているのだ。

「玖珂さん、父は……い、印刷機を…」

「うん？」

　少しイラついたような声だった。

　まだなにか用事があるのか、さっさと帰れと言わんばかりだ。

「玖珂さんは、姉と結婚したら、ウチに……鷹木印刷に、玖珂物産から仕事を…」

　おそるおそる彼の顔を見上げる。

　彼はひどく冷たい表情を浮うかべていた。確かに、愚ぐ問もんだ。結婚がこんな形で破局になった以上、仕事なんか貰もらえるわけがない。すべて白紙だ。

　婚約不履行の慰い謝しや料りようや、結婚にかかった費用や──さらに印刷機導入のローンまで、ウチはどうやって払はらっていくのか。

　俺が働く？　だが、どうやって？　高卒で、昨今の不景気じゃロクな仕事はないだろう。アルバイトの稼かせぎ程度で返せる額じゃない。

「お願いします」

　なりふり構わず、手をついて頭を下げた。

　まるで、控ひかえ室での母のようだと思いながら、こうする以外方法が見つからない。

「俊哉くん？」

「こんなこと言える義理じゃないって、わかってます。でも、どうすればいいのかわからない。父は、玖珂物産から仕事を貰えるのだと言って……喜んで、最新型のカラー印刷機を買ったんです。ほとんど借金です。それも、姉が玖珂さんと結婚するっていう信用取り引きみたいなもので……玖珂物産から定期的に仕事が貰えるんならローンも返せるだろうって、でも…」

　あの日、真新しい印刷機を前にして、子供みたいにはしゃいでいた両親を思い出す。だけど俺は、なんだか不安だった。どうしようもなく、理由もなく心配で仕方なかった。あの不安は的中したのだ。

「今はもう、あまり仕事がないんです。玖珂物産から貰えると思ってた仕事がなくなったら、借金は返せない。印刷機を売り払ったとしても、買った時の金額では売れないだろうし……俺たち、どうしたら…」

「俊哉くん」

　気の毒だとは思うけれど、と彼はシラケきったような声で言う。

「私は被ひ害がい者しやだ。違ちがうかい？　まさか、結婚式当日に由香里さんがいなくなってしまうなんて考えてもみなかった。私の面目は丸まる潰つぶれだよ。由香里さんと結婚するために、私は両親を必死で説得した。いろいろと外野もうるさかった。それを説き伏ふせて、ようやく結婚に漕こぎつけた。だからこそ式を中止するわけにはいかなかったんだ。それでも……こんなに早く別れると言えば、それ見たことかと言われるだろう。あることないこと中傷もされるだろうね」

「……わかります」

　いちいちおっしゃるとおりだと、もう項うな垂だれるしかない。

「ましてや、仕事のことは私の一存では決められない。ただ、現社長である私の父が、私の妻の実家だというならまだしも、別れた女の家に仕事を回すと思うか？」

「──思いません。だけど…っ、仕事が貰えなかったら、ウチは……一家心中するしかない…っ」

　つい、そんな言葉が口を突いて出た。玖珂さんは、聞こえよがしにハーッと大きくため息をつく。

「そういう脅おどしめいた言い方は、ずるいと思うよ。ここで私が君の家を見捨てたら、寝ね覚ざめが悪いじゃないか」

「……すみません」

「何度も言うが、私の一存では決められない。そのことも含ふくめて、あとで弁護士に連絡させる」

　絶対に無理だ、と言われた気がした。

　今度のことは、一方的にこちらが悪い。どの面つら下げて、このうえ仕事の無心なんかできるだろう。でも、縋すがれる人は玖珂さん以外にはいないのだ。

「お願いします！　図ずう々ずうしいのは、承知してます。助けてください。俺にできることがあったらなんでもします」

「俊哉くん、もうやめてくれ。君にいくら頼たのまれても、できることとできないことがある。だいたい、君がなんでもすると言っても……いったいなにができる？」

　返す言葉がなかった。

　俺にはなにもできない。なんの役にも立たないのだ。

「……っ…」

「泣き落としは卑ひ怯きようだよ。君だって、泣いてどうにかなると思っているわけじゃないだろう」

　容よう赦しやない口調でピシリと言われ、消えてしまいたくなる。絨じゆう毯たんについていた手を握にぎりしめ、身体からだの芯しんから湧わき起こる震ふるえを堪こらえた。

「玖珂さん…」

「さ、わかったら帰ってくれ。一人になりたいんだ」

「玖珂さん、姉の…」

　未練がましく、口にする。

「姉のしたことの償つぐないを、俺にさせてください。確かに、俺、なんにもできない。大学も落ちたし、自じ慢まんできるような特技もない。だけど、あの印刷所を手放すわけにはいかないし、俺……努力します。玖珂さんの言うこと、なんでも聞きます。どんな無理なことでもします。だから…っ、だから、お願いします」

「……そういうことはね」

　玖珂さんが立ち上がる気配がした。彼はゆっくりした動作で近づいてきて、俺の顎あごに手をかけ顔を上げさせる。

「軽々しく言わないほうがいい。どんな無理なことでもする？　私が本当に無理難題を言ったら、どうするつもりなんだ。たとえば……この場で命を絶てと言ったら…？」

　至近距きよ離りで、視線が絡からまった。彼の目は笑っていない。俺の本気の程度を試ためしているのだ、と悟さとった。それなら──。

　彼の手を振ふり払い、ウェルカムフルーツの籠かごに入っているデザートナイフを摑つかんだ。こんなんじゃ切れないだろうけど……。

「俊哉くん！」

　勢いよく喉のどに突つき立てようとしたナイフが、すごい力で叩たたき落とされた。手に痛みが走って、「うっ」と小さく呻うめく。

「君はバカか」

「……すみません。だって、どうすればいいか…」

「負けたよ」

　えっ、と顔を上げると、玖珂さんが目を細めて俺を見ていた。

「君の必死さに免めんじて、考え直すことにする」

「本当に!?」

　思わず、彼の足に縋ってしまう。

「ああ。……といっても、どうしようか。とりあえず、契けい約やくでも交かわすかい？　私と……君個人と」

「俺…個人…？」

　そう、と玖珂さんは頷うなずき、しがみついていた俺の手を解ほどいた。そうしてデスクへと向かい、便びん箋せんとペンを持ってくる。

　彼は考えながら、便箋になにかを書き始めた。

　一枚書き上げると、もう一枚。それぞれにサインしたあと、ポケットから印いん鑑かんを取り出して捺なつ印いんする。

「どうぞ」

　彼は二枚とも俺に差し出した。




『鷹木俊哉は玖珂圭一郎の妻代理として、身の回りの世話をすること。圭一郎には逆らわず、誠意を持って尽つくすこと。要求には応こたえること。その見返りとして、圭一郎は俊哉の生活の保障を約束し、同時に玖珂物産の全社印刷物の三分の一を鷹木印刷所に発注するものとする。また、鷹木由香里の婚約不履行についても不問とする。』




「わかりやすく書いたつもりだけど、ご質問は？」

　読み終わったのを見計らって、声がかけられた。

「……わかります」

「異論がなければ、君もサインして捺印してくれ」

「判子、持ってないんですが…」

　拇ぼ印いんでいい、と玖珂さんが言った。

「これ、本当ですよね？」

　シツコイかなと思ったけれど、サインをする前にもう一度確かく認にんした。

「うん？」

「なんだか……玖珂さんにとって、割にあわないっていうか……そ、損な契約なんじゃないかって…」

　単なる子こ供ども騙だましで、あとになって覆くつがえされないだろうかと心配になったのだ。

「心配しなくていい。これは法的にも有効な契約書だ。私がこれを実行しなければ、訴うつたえてくれていい。その反対も然しかりだ。いいね？」

「はい…」

　促うながされて、サインをした。流りゆう麗れいな彼の字と違ちがい、俺の字は子供っぽくてみみっちい。

　玖珂さんが印鑑ケースについていた朱しゆ肉にくをテーブルに置いた。親指に朱肉をつけようとしたら、彼はなぜか「左手薬指にしなさい」と言う。言われるままに、薬指で印を押した。そして、二枚の用紙をずらして重ね、割り印も押す。

「一枚は、君が持っているんだ。大切にして。いいね？」

　三つ折りにして封ふう筒とうに入れた契約書の一枚を俺に渡わたし、もう一枚は玖珂さんの内ポケットに納められた。

「契約成立だ」

　抑よく揚ようのない口調で彼は言う。

「俺は……これから、どうすればいいですか」

「とりあえず、ここで食事を摂とりなさい。この部屋に泊とまってもいいし、帰りたいなら一度家に帰ってもいい。必要なものはこちらで揃そろえるが、持ってきたいものがあれば用意をして……明日からは私のマンションに住んでもらう」

「玖珂さんのマンション…？」

　身の回りの世話をするということは、同居しなければならないのかと納なつ得とくする。つまり、住み込みのお手伝いさんのようなものだろうか？　両親が働いているから、自分のことは自分でするのが普ふ通つうだったけれど、家事に自信があるかと言われればそんなことはない。玖珂さんに気に入ってもらえるように、ちゃんとできるんだろうか。

「新居用のマンションだ。場所はわかるか？　わからなければ、迎むかえにいく」

「わ、わかります」

　ちょっとびっくりしながら答えた。

　──姉と暮らすはずだった部屋に、二人で住むのか？　玖珂さんと俺とで？　俺はてっきり、玖珂さんは今まで暮らしていた家に戻もどるとばかり思っていたのだ。……どこか知らないけど。

「食べられないものは？」

　全然違うことをふいに聞かれて、えっと聞き返す。

「食べ物の好き嫌きらいだよ」

「特にありませんけど……納豆は苦手です」

　彼は小さく肩かたを竦すくめて、呟つぶやく。

「ディナーに納豆を頼たのむ人はあまりいないんじゃないかな」

　わからないけどね、と言いながら、電話機の受話器を取ってルームサービスを頼み始めた。

「……ああ、コースでいい。それからワインを」

　聞いたこともないような銘めい柄がらを告げてから受話器を置き、こちらを見る。

「まず、乾かん杯ぱいだ。君は未成年だが、一口くらいならいいだろう」

　そう言った玖珂さんの表情が、優やさしく和やわらいだ。それはさっきまでと違い、今日初めて見る柔やわらかな笑え顔がおだった。




　　　　■□■




　家に着いたのは、十一時近かった。

　結局俺は泊まらずに、玖珂さんと向きあって気まずい夕食を終えてから帰宅したのだ。

「……ただいま」

　ドアを開けて声をかけたが、返事がない。

「母さん、寝ねちゃった？」

　台所に電気がついているので、まだ起きているはずだと覗のぞいてみる。

「……父さん？」

　母も父も、着き替がえもせずに力なく食しよく卓たくの椅い子すに腰こしを下ろしていた。二人ともぼんやりして、目が空を泳いでいる。テーブルの上には、引き出物が袋ふくろのまま載のせられていた。

「なにやってんだよ、二人とも」

　ズカズカと中に入っていくと、両親はやっと気づいたように「ああ」と小さく呟いた。

「おかえり。今日は……大変だったね…」

　ご苦労さん、と気のない言葉が続く。

「まだそんな格好してんのか？　父さんも母さんも疲つかれたろ？　早く着替えて、楽な格好すれば…」

「俊哉──……圭一郎さん、なんて言ってた？」

　思い詰つめた声で、父が言った。

「え…」

「由香里のこと、怒おこっていただろう？　明日にでもアメリカ行って、由香里連れ戻して謝りにいかなきゃ……どう謝りゃ許してもらえるんだろうな」

　パスポートも持っていないくせに、と言いたくなるのを堪こらえた。アメリカは遠い。父だって、行って連れ戻せるなんて本気で思ってはいないだろうに。

「やっぱり離り婚こんかしらね…」

　母がぽつりと言う。

「まだ籍せきが入ってねぇんだから、離婚にはなんねぇよ」

「そりゃそうだけど…」

　父がイライラしたように言い返し、母は両手で顔を覆おおった。

「どう償つぐなえばいいのかしらね」

　ため息混じりに吐はき出された言葉は、涙なみだ声ごえだ。

「どうすれば……っ、逆立ちしたって償えやしない……いったい、明日からどう生活していけばいいのか…」

　俺が、ホテルの部屋で玖珂さんを目の前にして感じていた不安や絶望感を、両親も俺を待っている間ずっと抱かかえていたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　早く安心させてあげなければ、と俺は慌あわてて口にする。

「……なにが大丈夫なもんか。由香里は頑がん固こなヤツだからな、首根っこふん捕づかまえて連れてきたとしても、もう結けつ婚こんする気はねぇんだろう。それどころか、こんな大おお恥はじをかかせたあいつを玖珂の坊ぼつちゃんが許してくれるはずはない。もう終わりだよ、おしまいだ」

「それは──そうだけど……でも、大丈夫だって。玖珂さん、婚約不ふ履り行こうで訴うつたえたりしないって約束してくれたよ」

　母がのろのろと顔を上げた。

「そう。でもね、俊哉。母さんたちが心配してるのは、それだけじゃなくて…」

「わかってる。仕事のことだろ？　それも、大丈夫なんだよ。姉さん、やっぱり男を見る目があるっていうか……玖珂さん、すごくいい人だよ。最初は怒ってたけど、俺が必死で頼んだら、わかってくれたんだ。姉さんとの結婚は駄だ目めになったけど、ちゃんとウチの印刷所に仕事回してくれるって言ってた」

　本当か、と父が声を上げた。

「ホントだよ。もちろん、それには条件があって……俺、玖珂さんと契けい約やくしたんだ」

「契約？」

　父と母が顔を見あわせ、眉まゆを顰ひそめて俺に視線を戻す。

「俺、明日から玖珂さんとこに住み込みで働くことになった」

「住み込みで働く？　お前が？　どんな仕事だ、そりゃ」

「家政婦っていうか……ハウスキーパーみたいなの？　食事作ったり、洗せん濯たく掃そう除じとか身の回りの世話」

　両親はもう一度顔を見あわせた。

「……お前、そりゃ揶揄からかわれてるんだよ。そんなこと、圭一郎さんが本気で言うはずないだろう。お前になにができるんだ？」

「そうよ、俊哉。由香里だって、圭一郎さんとの結婚が決まってから、必死で料理学校に通ってたじゃないの。庶しよ民みんの食事が口にあうはずないからって。あんた、学校の家庭科で習ったようなものか、インスタントものしか作れないでしょ？」

「それはそうだけど…」

　反論できずに、口くち籠ごもる。

「とにかく、明日もう一度謝りにいかなきゃな。圭一郎さん、ご実家に戻られるのか？」

「ううん、姉さんと暮らすはずだった新居にいると思う。俺にもそこに来いって。ほら、契約書。公的に通用するって言ってた。俺、よくわかんないけど、姉さんがアメリカに行っちゃったことは、ウチと玖珂さんと、あの……幼おさな馴な染じみ？　の南条さんって人しか、知らないんだ。向こうの両親も知らないんだよ。たぶん、これからも知らせないつもりなんだと思う。玖珂さん、姉さんと結婚するって決めた時に、ご両親を説得するのがかなり大変だったみたいで…」

　玖珂さんから聞いたことに、想像を交えて説明した。

「即そく離婚っていうのも、もしかしたらマズイのかもしれない。でも、実際問題姉さんはいないんだから、身の回りの世話をしてくれる人が必要だよね。玖珂さん、結婚前から一人暮らししてたらしいんだけど、その時は通いのお手伝いさんがいたそうなんだ。その人は、もう断っちゃったみたいだし、新しく雇やとうとしたら、周囲に説明しなきゃならないじゃない？　奥さんがいるのに、新婚早々家政婦さんを頼むのも変だし、誰だれか第三者が入れば、姉さんがいないことがすぐにバレてしまう。だから、俺が必要なんだよ、きっと」

「でもね、あんたにお世話ができるとは思えないわ」

「やってみるよ。できないかどうか、やってみなきゃわかんないじゃん」

　母は、ハーッと大きくため息をつく。

「俊哉はまだ世間を知らないから…」

「だいたい、大学はどうするんだ」

　父が呻うめくように言った。

「とりあえず、受験は保留する」

「保留だ？」

「だって、それどころじゃないだろう！　家のピンチなのに、受験勉強なんてやってられないよ。……逃とう避ひじゃないよ。緊きん急きゆう事態だって言ってんの。大学は、行こうと思ったら、その時また頑がん張ばればいい。三十になっても四十になっても、受験して進学する人はいるんだ。必要だと思ったら、努力する。でも、今はそんなこと言ってる場合じゃないじゃん。姉さんのしたことで、玖珂さんに迷めい惑わくをかけたんだ。償いは、家族がしなきゃ。俺にできることがあるなら、したいんだ」

「俊哉…」

　すまないな、と父が頭を下げた。

「やだなあ、父さん。なんで父さんが謝るんだよ」

　俯うつむく両親がやけに小さく見えて、思わず涙が出そうになった。

　いつだったか、なにかの本で、親が自分より小さく見えたら、これからは自分が親を守ってやらなきゃならない、と読んだことがある。

　俺が──守るのだ。父と母を、そして、この小さな印刷所を。

「とにかく、玖珂さんは仕事を回してくれるって約束した。父さんは、その仕事をキッチリやって、借金返してくれよ。それまで俺も、玖珂さんに気に入ってもらえるように頑張るからさ。姉さんも……そのうち帰ってくるよ、きっと」

「バカ言うな。帰ってきたって、この家の敷しき居いは跨またがせねぇよ！　あんなヤツは、勘かん当どうだ！」

「お父さん、由香里だって……なにか事情があったのよ。私たちには言えなくて、それで黙だまって…」

　母はまた声を詰まらせ、ハンカチを目に押しあてる。

「母さん、もう泣くなよ。大丈夫、玖珂さんは悪い人じゃない。俺、姉さんのぶんも玖珂さんに尽つくしちゃうからさ」

「ごめんね、ごめんね……俊哉…──由香里のことで、あんたの人生台無しに…」

「俺、台無しになったなんて思ってないよ」

　母の背中を撫なでて、慰なぐさめる。

　本当なら、結婚式の話題で和わ気き藹あい々あいとしていたはずの夜なのに、父は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして押し黙り、母は泣くばかりだ。でも俺は、明日からの生活を考えて、不安と期待が入り交じったような奇き妙みような高こう揚よう感かんを抱えていた。

　とにかく、玖珂さんに気に入られなければ。

　どんなことでもすると誓ちかったのだ。料理も洗せん濯たくも、やったことがないではすまされない。
















　自動ドアがシュンッと開いて、エントランスに足を踏ふみ入れる。

　ピカピカに磨みがかれた総大理石の床ゆかに、俺の姿が映っている。入るのに気き後おくれしてしまいそうなほど、立派なマンションだ。

　エレベーターホールに入るには、鍵かぎが必要だ。あらかじめ玖珂さんから渡わたされていたカードキーを差し込み、暗証番号をプッシュすると、目の前のドアが開いた。

「おかえりなさいませ」

　ホテルのようなカウンターがあって、黒い制服を着た支配人みたいな男性が恭うやうやしく頭を下げてくれる。──どうやらここの管理人らしいが、俺の知っている管理人とは全然違ちがって、本当にホテルの支配人か執しつ事じみたいな感じだ。

「あ、あの…」

「なにかご用でしょうか、玖珂さま」

「えっ」

　俺が玖珂さんの関係者だと、どうして知っているんだろう？

「いえ、俺…いや、僕は…」

「失礼致いたしました。私はこちらの管理を担当しております、笹ささ林ばやしと申します。ご用がありましたら、内線で呼び出してくださって結構です」

「は、はい。よろしくお願いします」

　深々と頭を下げてから、逃にげるように奥のエレベーターに向かった。

「玖珂さま」

　笹林さんが追いかけてくる。

「なんですか？」

　ビクビクしながら振ふり返った。

「玖珂さまは、こちらのエレベーターをお使い下さい」

　案内されたのは、別フロアのエレベーターだ。他ほかの階には止まらないという。

　どうも、と頭を下げて、逃げ込むようにエレベーターの箱に入った。地下一階と地下二階、それから一階、五階、間を空けて二十階のボタンしかない。

　玖珂さんの部屋は、二十階だと聞いている。最上階だ。

　エレベーターはすぐに二十階に到とう着ちやくし、降りると外そと廊ろう下かの先にドアが一つあるだけだった。どうやらこのフロアには、玖珂さんの部屋しかないらしい。

　なにからなにまで、俺の知っているマンションとはずいぶん違う。マンション住まいの友人はけっこういるけれど、みんなもっとごく普ふ通つう──この場合、もうなにが普通なんだか基準がよくわからないのだが──だった。管理人は作業着を着て、玄げん関かんフロアの掃そう除じやゴミ出しをしていたし、エレベーターは一台か二台で、最上階まで直行できるものなんてなかった。それに……この外廊下、絨じゆう毯たんが敷しいてあるんだけど……。

　めげそうになりながら、玖珂さんの部屋のドアの前までやってきて、もう一度カードキーを取り出した。差し込み口に入れると、まるでホテルみたいに赤いランプが緑に変わる。

　玖珂さんはホテルに泊とまると言っていたから、まだ帰ってきていないだろうと思っていたのだが、玄関には靴くつがあった。

「……お邪じや魔まします」

　返事はない。

　背後でバタンとドアが閉まり、オートロックで施せ錠じようされる。

　俺はそうっと靴を脱ぬぎ、そろそろと室内に足を踏み入れた。玄関脇わきには、シューズクローゼットがある。正面の模様ガラスの嵌はめ込まれた扉とびらを開けると、だだっ広いリビングルームだった。

「うわあ…」

　リビングは、ぐるりと窓に取り囲まれている。空がものすごく近くに見える。

「ああ、来たのか」

　ふいに背後で声がして、飛び上がりそうになった。

「す、すみません！　まだ帰っていないと思って、勝手に入って…」

「構わない。ここは、君の家にもなるわけだから」

　玖珂さんは、チェックのシャツとカーキ色のスラックスを身につけ、柔やわらかそうな薄うす手でのカーディガンを羽織っていた。どうってことない普通の格好だが、やけに格好いい。

「……すごいマンションですね。俺、慣れなくてドギマギしちゃって…──あ、下にいた…管理の…笹林さん？　俺のこと、玖珂さまって…」

「妻の弟が同居することになったと、説明してある。妻の具合が悪いので、しばらくそばにいてもらうとね」

　そうなのか、と納なつ得とくしそうになったが、門番みたいに玄関にいるのだから、姉が帰ってきていないことがバレてるんじゃないのか？　と疑問に思う。

　口に出さなくても察したのか、玖珂さんが説明してくれた。

「地下一階に駐ちゆう車しや場がある。そこからエレベーターで上がると、見み咎とがめられない。もっとも、警備のカメラには写っているから、なにかあれば調べられるだろうが」

　つまり、なにもなければわざわざ調べられないということなのだろう。

「まるでホテルのロビーみたいで、びっくりしました」

「確かにホテル並みのサービスはある。困ったことがあれば、なんでもコンシェルジュに言えばいい。内線で呼び出せる」

　コンシェルジュっていうのは、笹林さんのことか？　ホテルでチケットの手配とかしてくれるサービス係をコンシェルジュっていうんじゃなかったっけ？　管理人って意味もあるのか？

　聞きたかったけど、そんなことも知らないのかと言われそうで口にできない。〝聞くは一時の恥はじ聞かぬは一生の恥〟っていうけど、なんかもう気後れしちゃって駄だ目めだ。

「クリーニングや、医師の手配、宅配便や食材の配達など、たいがいのものは頼たのめる。五階には喫きつ茶さルームとフィットネスクラブがある。地下二階に、プールと大浴場、サウナもあるから利用するといい」

「……はあ…」

　でも俺、家政婦ですから──と胸の内で呟つぶやいた。

　姉さん、すげーよ。こんなマンションで生活できるはずだったのに、全部捨ててアメリカ行っちゃうなんて。それともすごすぎて、やっぱり気後れしちゃったのか？

「中の説明をしようか」

「あ、お願いします」

　スタスタと歩き出した玖珂さんのあとについて、部屋を案内してもらう。部屋数は多くないが、どれも広くて掃除のしがいがありそうだった。地下に大浴場があると彼は言ったが、ここの風ふ呂ろも充じゆう分ぶん広い。ガラス張りのシャワーブースが浴よく槽そう部分とはべつにあって、こんなところもホテルみたいだと思った。

「ここが寝しん室しつ」

　一番奥の部屋のドアを開けると、落ち着いたトーンで統一された室内の真ん中に、ダブルサイズのベッドが二つ並んでいた。夫ふう婦ふの寝室というヤツで、なんだか気き恥はずかしくなってしまう。だが──この部屋で、玖珂さんは一人で眠ねむるのだ。……少し、申しわけない。

　彼は、隣となりの空のベッドを見ては姉のことを思い出すのだろうか。

「俺は、どうすればいいですか？」

　おずおずと聞いてみた。

　どの部屋を使わせてもらえるのか、と聞きたかったのだが、それも図ずう々ずうしい気がするし、廊下で寝ねろと言われればそれでもよかった。いや、卑ひ屈くつになってるわけじゃなくて、広すぎて居い心ごこ地ちが悪いのだ。廊下だって充分な面積があるから、布団ふとんが楽に敷けそうだし。

「どうすれば、とはどういう意味だ？」

　訝いぶかしげに、聞き返される。

「いえ……えっと、どこで寝ればいいのかと…」

　先に見せてもらった一部屋には、ソファベッドがあった。できればあの部屋がいいと思うけど、それこそ図々しいかな。

「あれは、客間だ」

　俺の視線に気づいて、玖珂さんは素っ気なく言った。

　やっぱりそうだよね、とガッカリするでもなく思う。

「君は、ここで寝なさい」

「……は？」

　ここ、というのは、この目の前の寝室か？　って、ここには玖珂さんが寝るんじゃないの？

「私と一いつ緒しよの寝室では嫌いやか？」

「えっ、い、嫌じゃありません…けど…」

　咄とつ嗟さに否定した。

　やはり、並んだベッドの一つが空というのは嫌なのかな、と思ったからだ。

「荷物は…」

　彼は黙だまってウォークインクローゼットを指差した。

「適当に使ってくれて構わない。ただ、衣類は用意させてあるので、それを着なさい。好みがわからなかったが、杜和が見み繕つくろったものだからセンスは悪くないと思う。サイズもあうと思うが、違ちがったら用意し直させる。あとは、この家全部、好きに使いなさい」

「え…」

　──と言われても。一いつ介かいの使用人の分際で、はいそうですかと言うわけにはいかないだろう。

　とりあえず荷物を置かせてもらおうとクローゼットを開けてみたら、言われたとおり、玖珂さんのものとは思えないような服が何着もハンガーにかかっていた。

　服なら自分のものを持ってきているのだが、それを着ては駄目なんだろうか。用意されたものを着ろって、どうして？

「来客もあるし、コンシェルジュの目もある。杜和も時々泊まりに来る」

　俺が普ふ段だん着ている服では、みっともないという意味なのか。使用人でも、玖珂さんの恥になるような格好はしてはいけないのだろう。

「……わかりました」

　ちょっと屈くつ辱じよくを感じつつも、住む世界の違う人なのだからしょうがないんだとあきらめる。

「では、着き替がえて。……それからお茶を淹いれてくれ。少し疲つかれた」

「はい」

　初仕事だ。俺は慌あわてて、クローゼットに足を踏ふみ入れる。

「どれを着ればいいですか？」

　どれでも、という言葉を残して、彼は寝室から出ていった。







　玖珂さんに、俺が普段食べているようなものを出すわけにはいかないだろう。姉もそう考えたから、料理学校に通っていたのだ。

　とりあえず、姉の部屋に残されていた料理のテキストを何冊か持ってきていたので、その中から俺にも作れそうなものはないかと探してみる。

「……ジャガ芋いものグラタンと……キッシュロレーヌ？　なんだそれ。フォアグラのポワレ？」

　グラタンぐらいならどういうものか想像もつくけれど、聞いたこともないような横文字ばかりが並んでいる。材料も、エシャロットだのビーツだのと、なにがなんだかさっぱりわからない。

「フランス料理はやめよう…」

　作る前から挫ざ折せつしてしまった。

　姉が台所に立っている姿なんて滅めつ多たに見たことがなかったのだが──せいぜいインスタントラーメンやレトルトのカレーを作っているくらいだから、俺以下だ──果たして姉は、料理学校で落ちこぼれずにいられたのだろうか。

「……つーか、もっと初心者向けの料理はないのか？」

　ほかのテキストを見てみると、まだ多少わかる料理が並んでいた。迷った末に、鶏とり胸肉のトマトソース煮に込こみと、人にん参じんのポタージュ、リンゴとスモークサーモンのサラダに決めた。

　必要な材料をメモに書き出し、リビングでくつろいでいる玖珂さんに「買い物に行ってきます」と声をかける。

「買い物？」

　彼は、怪け訝げんそうに俺を見た。

「なにか足りないものがあったかな」

「今夜の夕食の材料です」

　まだ納なつ得とくできないような顔をして、玖珂さんはキッチンに入っていった。俺はなんとなく、そのあとを追いかける。

「あの…？」

「ここに揃そろっているものでは、足りない？」

　背せ丈たけよりも大きな冷蔵庫の中には、ビッシリと食材が詰つめ込まれていた。冷れい凍とう室しつの中も、蟹かにのポーションや、食べたこともない大きな海老えびが入っている。

「えっと…」

「昨日のうちに連れん絡らくして、揃えてもらったんだが」

「す、すみません、俺、調べもせずに」

　こんなにいろいろあるのに、これらを使わずにあらたに買うのは変だろう。ここにあるもので、なんとかしなくては！

　玖珂さんは無表情のまま頷うなずいて、リビングに戻もどっていった。夕食の時間まではまだ四時間近くあるけれど、慣れないことだから早めに始めたほうがいいだろう。

　大だい丈じよう夫ぶ、料理はセンスだ。やってみれば、なんとかなる──……と思ったのだが。

　どうも俺にはセンスが欠けているらしい。

　テキストに書かれているとおりやっているのに、作っているうちに違うものになっていくような気がするのはなぜだろう。

　テレビのバラエティ番組で、若い女性アイドルが高価な食材を次々と食べられない料理に変えていくのを見て、笑ったりバカにしていたりしたのを反省する。俺も一緒だ。

　たぶんこんな感じの味、と思っていたものと、できあがったものは全然違う。

「あの蟹、しゃぶしゃぶにするだけのほうが美味うまいかも…」

　蟹のしゃぶしゃぶなら、玖珂さんの口にもあったかもしれないのだ。それに、あの大きな海老をフライにするだけでもよかった。なまじ、テキストに頼たよって見たこともない料理を作ろうとしたのが大きな敗因だ。

　だが、もう後戻りできない時間だ。とりあえずできたものを、これまた高価そうな皿におそるおそる盛りつけ、テーブルに並べた。

「玖珂さん、あの…お食事ですけど…」

　声をかけると、彼は黙って立ち上がり、食しよく卓たくについた。

「君は食べないのか」

「俺は、あとで頂きます」

　責めるような問いかけに、慌てて答える。実は、見た目がマシなものは一人前がやっとだった。あとは、焦こげついたり形が崩くずれていたりして、とても一緒には並べられない。

　第一、主人と使用人が同じテーブルで、一緒に食事をするというのも変な話だ。俺は玖珂さんが食べ終わってから、キッチンでお茶ちや漬づけでも食べればいい。

　彼もそのへんは異論がないようで、あまり美味そうにも見えない料理を眺ながめてから、なにも言わずにフォークとナイフを手に取った。鶏の胸肉を切り分けて口に運び──玖珂さんの眉み間けんにはうっすらと皺しわが寄った。

　その皺は、食事が終わるまで消えることはなかった。

　美味いともマズイとも言わない。でも、美味おいしくないのは眉間の皺が物語っている。

　すみません、すみません、と心の中で詫わびながら、黙もく々もくと食べる玖珂さんを見ていた。やがて彼は「ごちそうさま」も言わず、立ち上がった。……いや、マズイものを食わされて、ごちそうさまは言えないだろうが。

　カラになった皿を片づけ、鍋なべに残った焦げついた部分を掬すくって食べてみる。

「……塩しお辛からい…」

　味見した時よりも濃こい味になっているのは、時間が経たったせいなのか。玖珂さんが食べた時も、すでにこんな味だった？　さらにスープは味が薄うすすぎ、サラダは油っぽい。これを黙って食べた彼の心情を察すると、ルーフバルコニーから身を投げてしまいたくなる。

　やはり謝ったほうがいいだろうと、リビングに行ってみると、玖珂さんの姿はなかった。どうやら、書しよ斎さいに入ってしまったようだ。

　あと片づけを終えたら、お茶でも持っていこうかと考える。それから、謝り倒たおすしかない。怒おこっていて、口をきいてくれないかもしれないけど。







　紅茶を淹いれて持っていったら、彼は真しん剣けんな顔つきでパソコンに向かっていて、少し用事を片づけてから休むので、先に風ふ呂ろを使って寝なさいと言われた。

　ご主人様より先に使用人が風呂に入ってもいいんだろうかとか、本当に、夫ふう婦ふの寝しん室しつのベッドで寝てもいいんだろうかとか、正直困ってしまうのだけれど、それも玖珂さんがそうしろと言うのなら逆らえない。

　広い浴よく槽そうに足を伸のばして浸つかり、一日の緊きん張ちようを解きほぐした。

　一日目は、なんとか終わった。

　明日はもうちょっと上手うまくできるように、努力しよう。とりあえず、料理をなんとかしなければ。

　聞き忘れていたけれど、朝は洋食？　それとも、和食？　トーストにコーヒーくらいなら助かるけど、やはり卵はスクランブルにしろとかポーチドにしろとか言われるのか？

　玖珂さんは、当初の予定通り、本来の新しん婚こん旅行の期間中は会社を休むらしい。つまりその間、俺はこの部屋で彼と過ごさなければならないということだ。

　できるだけ平へい穏おんに、過ごせればいいと思う。

「……ポーチドエッグの作り方、姉さんの本に載のってたな…」

　寝る前にチェックしておこう、と考えながら風呂を出て、寝室に向かった。

　並んでいるベッドのどっちに寝ればいいのか、と迷い、左側のベッドに使った形けい跡せきがあったので、右側のベッドスプレッドを剝はがして潜もぐり込んだ。

　新品のシーツは、さらりと肌はだ触ざわりがいい。布団ふとんは軽い羽う毛もう布団だし、枕まくらはテンピュール、スプリングもほどよく利きいていて寝ね心ごこ地ち最高だ。

　持ってきていた料理のテキストを開いたつもりが、レシピを読み始めた途と端たん、どっと眠ねむ気けに襲おそわれた。小鍋にお湯を沸わかして、ヴィネガーと塩を入れ──卵を割り入れる前に、俺は寝てしまったのだった。







　ぐらりと、身体からだが傾かしいだ気がしてぼんやりと意識が覚かく醒せいした。

　料理のテキストが、手の上に載っている。と、それが取り上げられ、サイドテーブルに置かれた。

　玖珂さんが片づけてくれたのだと、半分寝ているような状態で考える。

　今は何時だろう？

　時計を見ようかと思ったのだが、瞼まぶたが重い。遅おそくまで仕事をしていたんだろうか、お疲つかれさまと言ったほうがいいのかな、と頭では考えているのに、またすぐに眠ねむりに引き戻されそうになる。

　だが。

　彼の手が、上から覆おおい被かぶさるようにして顔のそばにあることに気づいて、目を開けた。

　さっき身体が揺ゆれたのは、玖珂さんがベッドに入ってきたから──？　しまった、彼のベッドは左側だと思ったのだが、右側だったのか？

「……す、すみません…！」

　さすがに意識がハッキリして、飛び起きた。

「俺、勝手にこっち側のベッド使って……聞きにいけばよかった」

　申しわけありません、今替かわります、と言って布団から出ようとし、いや、ただ入れ替わるだけじゃなくて、やはりシーツや布団も取り替えなければならないんじゃないかと考える。俺がたった今まで寝ていたベッドで寝ろなんて、言えるわけがない。

「い、今すぐ…」

　トン、と上から肩かたを押された。

　俺は再びベッドに戻され、キョトンと彼を見上げる。

「玖珂さん？」

　彼は黙だまって、そのまま覆い被さってきた。少しあった距きよ離りがなくなり、ぴたりと身体がくっついてくる。

「え？　く、玖珂さん？　どうしたんですか？」

　もしかして、眠いのをギリギリまで我が慢まんしてたとか？　沈ちん没ぼつ寸前？　まさか、赤あかん坊ぼうじゃあるまいし、寝つきがいいにしても程ほどがあるんじゃないか？

　けれど、ここまできてようやく、俺は彼が同じベッドにいる意味を理解した。俺がベッドを間ま違ちがえたわけでも、もちろん彼が間違えているわけでもない。彼は、ちゃんとわかっていてこっちに入ってきた。そして──。

「玖珂さん!?　あのっ」

　彼の手が、俺の身体を弄まさぐっている。パジャマの裾すそを捲まくり上げ、掌てのひらの熱がじかに肌はだに触ふれる。

「玖珂さん、間違ってます！　俺は…」

「じっとしていなさい」

　耳元で囁ささやかれ、ひゃっと身を竦すくめた。

「……どうして…」

「これも契けい約やくのうちだ。君は、私の妻代理になることを承しよう諾だくしただろう？」

　──ちょっと待て。

　確かに、契約書にはそう書かれていた。〝妻代理として、身の回りの世話をすること〟……だが、その身の回りの世話に、こんなことまでが含ふくまれるなんて誰だれも思わないだろう！

「でも、俺っ、お、男だし…」

「それは承知している」

　どうでもいいことのように、彼は言った。

　……どうでもいいことなのか？　性別が？　玖珂さんは気にしなくても、俺は気にする。

「待ってください、だって…」

「君はすべてを覚かく悟ごして、契約書にサインをしたんじゃないのか。それとも、契約破は棄きするかい？　君も」

　君も、とつけ加えられたことの意味を考える。

　姉との結けつ婚こんも契約のようなものだと捉とらえているのなら、姉は契約を反ほ故ごにしていなくなったのだ。そして俺も、姉のように逃にげるつもりなのかと問われているんだろうか。

　ここで俺が嫌いやだと言えば、どうなる？

　あの契約はなかったことになる。俺はこのまま家に戻もどって──玖珂物産からの仕事は来なくなり、ウチはたちまち借金苦で二進につちも三進さつちもいかなくなるだろう。

　俺にかかっているのだ。

　みんな、俺の肩にかかってる。玖珂さんは全部承知で、この契約を持ちかけた。俺はもう、すべて彼のものなのだ。家政婦としてでなく、妻代理としてここに来たんだから。

　黙って、身体の力を抜ぬいた。

　それで、彼にも俺の答えが伝わったらしい。

　首筋に唇くちびるの感かん触しよくが落ちてくるのに、ひゃっと身を竦める。でも、逃げない。

　だって、俺が頼たのんだのだ。この人に、助けてほしいと懇こん願がんした。なんでもするからと、縋すがった。彼はそれを受け入れてくれた。

　マズイ食事を文句も言わずに食べて、俺の生活も、家族のことも考えてくれる。その報ほう酬しゆうだというなら──俺の身体にそんな値打ちがあるのなら、の話だけれど──これくらい、どうってことはない。

　彼が、俺でも、男でもいいと言ってるのだから、妊にん娠しんする心配があるわけじゃなし、かえって好都合なんだろう。俺だって、男なんだからこれぐらい我慢しなきゃ。

「う、わっ」

　頭ではそう考えているのに、パジャマに手をかけられ脱ぬがされそうになって思わず声が出る。

「……い、いいです。自分で…」

　脱がされるよりは、自主的に脱いだほうがまだマシかと思った。だけど彼は、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめる。

「いいから、じっとしていなさい。あまり積極的に振ふる舞まわれるのは、好きじゃない」

　マグロでいいってことか？　でもそれじゃ、面めん倒どうなだけで楽しめないんじゃないの？　もっとも、積極的に楽しませろと要求されても、なにをどうすればいいのかなんて俺にはわからないけれど。

　仕方なく言われるままにじっとしていると、彼は慣れた手つきで俺を素すっ裸ぱだかに剝むいてしまった。そして、なにが楽しいのか、身体を撫なでたり唇で辿たどったりする。

　俺はくすぐったいばかりで、必死で息を詰つめて、笑いそうになるのや逃げたくなるのを堪こらえるだけだ。

「──あ！」

　それでも、下半身に直接触れられて、ギョッとした。

「く、玖珂さ、待っ…」

　上げかけた声が奪うばわれる。深く口くち接づけられて、くすぐったさに笑うどころではないことを知った。これは──ふざけてじゃれているのではなく、初夜なのだ。本来なら、彼と姉との。

　俺は、結婚式で姉の身代わりになり、今またベッドで姉の代役を務めている。

「…っ、──ん、んっ」

　したこともないようなキスだった。

　彼の舌が当然のように、口こう腔こうを舐なめる。動き回る柔やわらかな感触に、息もできない。怯おびえながら、溢あふれそうになる混ざった唾だ液えきをごくりと飲み込んだ。

　気が遠くなるほど蹂じゆう躙りんされて、ようやく彼は唇を離はなした。彼の手に嬲なぶられて、反応するわけがないと思っていたのに、俺を裏切り下半身はしっかり興奮し始めている。

「……あ…」

　いきなり、玖珂さんはたった今俺にキスした唇で、その部分を銜くわえ込んだ。

「やっ」

　熱く滑すべった感触に、身体中の血液が一気に集まる。

　もう、どうしようもなかった。

　彼の舌の動きに促うながされ、あっという間に俺は高みへと放ほうり投げられてしまう。

　高く上がりそうになる声を両手で塞ふさぎ、動きそうになる腰こしを固く緊きん張ちようさせ、それでもたいして間を置かずに俺は達した。

「玖珂、さ、離れ…っ、出ちゃ──」

　寸前で彼は顔を上げ、掌で飛沫しぶきを受け止めた。

　彼の手を汚よごしてしまったことに、愕がく然ぜんとしてしまう。

「……す、すみませ…」

　あまりに急激にイカされたものだから、息が整わなくて謝罪の言葉も途と切ぎれてしまう。

　相変わらず彼は澄すました顔をして、枕まくら元もとのティッシュを引き抜き、掌を拭ふいた。それから俺の手を取って、自分のものにあてがう。

　今俺がしてもらったように、彼にもしろということなのだろう。

　他人のものに触れるのは初めてで、その大きさに圧あつ倒とうされながらもおずおずと手を動かしてみる。

　はあっと、彼の口から吐と息いきが洩もれた。

　見上げると、目元が少し上気している。

　取り澄ました表情がようやくちょっと崩くずれたようで、彼でもこういう時には興奮するのかと思うとなんだか楽しくなってきて、俺は手の動きを速めた。と、彼は「もういい」と言うように、俺の手を遠ざける。

「……あの…」

　積極的なのは好きじゃないと言っていたから、気分を害したのか？

　玖珂さんはもう一度枕元に手を伸のばすと、綺き麗れいな透とう明めいのボトルを取り出した。姉が使っていた、美容液のようなボトルだ。蓋ふたを開け、数回プッシュすると、半はん透とう明めいのどろりとした液体が出てくる。

　なんだろう、と見つめる俺の前で、彼は掌てのひらでそれを馴な染じませるように指に擦こすりつけた。それから人差し指と中指で、その液体を掬すくい取り、俺の脚あしを開かせる。

「えっ？」

　思ってもいなかったところに、指が潜もぐり込んできた。

　いや、知識はある。昔、男同士のセックスはお尻しりを使うのだと、同級生との猥わい談だんで聞いたことがある。でも、まさか──。

「玖珂さん、い、入れる、の？」

　ああ、と彼は頷うなずいたようだった。その声は欲情しているように掠かすれていて、潜り込んでくる指と一いつ緒しよに、恐きよう怖ふが這はい上ってくる。

「や、やだ…っ、怖こわい」

「大だい丈じよう夫ぶだ。無理はさせない」

　──っていうか、こんなところを使おうとしていること自体、無理だから。

　そう言いたいのに、もう声が出ない。恥はずかしいんだけど、俺、泣きそうになってる。

　無意識に逃のがれようと腰がずり上がるのを、腕うでで抱だかれて固定された。ゆっくりと、彼の指が沈しずんでくる。強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんと排はい泄せつ感かんに襲おそわれて、ぐっと歯を食い縛しばった。

「息を吐はきなさい」

　彼はさらに無理な注文をする。

「そんなにガチガチに緊張していたのでは、辛つらいだけだ」

　仕方ないな、と言いたげに、玖珂さんは萎なえきっている俺のものに再び刺し激げきを与あたえた。さっきの強烈な快感で疲つかれていたはずなのに、俺はまた簡単に反応してしまう。

「あ…っ」

　同時に、潜り込んだ指が体内で蠢うごめいた。

「……あ、あっ、う──……ん…っ」

　いつのまにか数を増やされた指は、俺を内側から崩そうとするように、何度も出し入れされて中で挫くじかれる。もう嫌いやだ、と泣きが入りそうになった時──

「う、あっ」

　指が抜かれて、固く猛たけったものが押しあてられた。

「や──…」

　それは容よう赦しやなく、勢いをつけて入ってきた。さんざん慣らされたおかげでか、痛みはない。けれど、さっき以上の圧迫感と排泄感、内臓がせり上がってくるような嫌な感触に吐き気が込こみ上げる。

「……う、う…っ」

　栓せんをするように、何度か反動をつけながら彼は深く侵しん入にゆうした。そうして、ゆっくりと引き出され、さらに抉えぐられる。

　揺ゆさぶられるたびに、涙なみだが零こぼれる。

　腰の骨がずれてしまったような痺しびれが、下半身を覆おおっていた。彼の腕に抱かかえられて、頼たよりなく爪つま先さきが揺れる。

「…っ、──んっ、んっ、……う、…っ」

　肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものをいたぶるように、玖珂さんは時間をかけて俺を穿うがった。快感にはほど遠く、俺はとにかく早く終わってくれることを願うしかなかった。

　彼がいつ達したのか、よく覚えていない。

　気がついた時には体位が変わっていて、向かいあう形で彼の膝ひざに座らされ、俺は必死で背中にしがみついていた。最初よりも深い交わりに、堪えきれなくなった声を上げながら。




　　　　■□■




　目が覚めたら、ちゃんとパジャマを着ていた。

　身体からだ中、汗あせと涙と涎よだれでグチャグチャになった気がしていたのに、全部淫みだらな夢でしかなかったようにさっぱりしている。

　だけど夢でなかった証しよう拠こに、身体のあちこちが痛くてしんどい。

　いったん俯うつぶせになってから、ゆっくりと身体を起こしてみると、隣となりのベッドで寝ねている玖珂さんの姿が視界に入った。

　まっすぐ上を向いてきちんと寝ている姿は、起きている時と同様に几き帳ちよう面めんな感じだ。

　先に起きて、朝食の用意をしなければならない。サイドテーブルに置かれた料理のテキストを見て、ポーチドエッグを作るんだ、と思うのに。

「……は…」

　身体に力が入らなくて、頽くずおれそうになる。

「無理をしないで、寝ていなさい」

　ふいに声をかけられ、ぎくりと身構えた。そろりともう一度隣となりに目をやると、玖珂さんが起きていてこちらを見ている。

「お、…はよう、ございます」

　ぎこちなく、挨あい拶さつした。

「おはよう」

　彼はベッドから出て、こちらにやってくる。

　起きかけていた俺を抱くように横たえ、オデコに軽くキスをした。

「あ、あのっ」

「いいから、寝ていなさい」

「でも、朝食の用意を…」

　玖珂さんは、フンと鼻を鳴らした。

「……トーストとコーヒーでいいなら、私が用意する」

「駄だ目めですっ、それは俺の仕事だから…！」

「過か剰じよう労働だ。昨夜ゆうべ無理をさせたのは私なのだから、君は休む権利がある。寝ていなさい。用意して、持ってくるから」

　──いや、それはマズイだろう。

　焦あせって起きようとしたが、困ったことに身体は思うように動かなかった。まるでベッドに吸い込まれていくように、力が抜ぬけていってしまう。

　彼は身を屈かがめてもう一度俺のこめかみにキスをしてから、寝室を出ていった。まるで、本当の新にい妻づまにするような、甘ったるいキスだった。







　ベッド脇わきのテーブルには、厚焼きトーストとカフェオレ、それから野菜サラダと目玉焼きが載のっている。二人分だ。俺と玖珂さんは、これから向かいあって朝食を食べるのだ。

　気き詰づまりというか──……用意をしてもらっただけでもいたたまれないのに、それらがまた昨夜俺が必死で作った食事よりも美味おいしそうで、実際美味しいのだから困ってしまう。いや、これくらいのメニューなら、俺が作ってもうまくできたと思うけど！　玖珂さんに食べさせるのだから、もっと気張っていろいろ作らなければいけないんじゃないかって考えたのが裏目に出たのだ。

　そんな俺の心情を悟さとったように、黙もく々もくとトーストを食べていた玖珂さんがふいに言った。

「……食事のことだが」

　文句を言われるのかと、身構える。

「昨夜はまだ君も慣れていないから、仕方ないと思って黙だまっていたが」

　──ほら、きたきた。

「今日からは私と一緒に摂とるように」

「は？」

　予想外のことを言われた。

「あの…？」

「とりあえず、今週はずっと家にいるから。二人分用意して、一緒に食べなさい」

「……はい」

　それから、と彼が言葉を継つぐのに、今度こそ文句だろうと覚かく悟ごした。

「献こん立だては、普ふ段だん君が食べているようなものでいい」

　それは、どういう意味だ？　インスタントラーメンや、レトルトのカレーのほうがまだマシってことか？

「凝こった料理が食べたければ、デリバリーもあるし、レストランに一緒に出かけてもいい。だから家では、普通の家庭料理で構わない」

「はあ…」

　家庭料理といっても、玖珂さんの言う家庭と俺の知ってる家庭じゃ、基準が全然違ちがうんじゃないの？

「君に、一流コックの腕うでを求めているわけじゃない。できる範はん囲いでいいから」

「でも…」

「冷れい凍とう室に蟹かにがあっただろう。今夜はあれをボイルすればいい。ドレッシングは、棚たなにある」

　そこまで言われたら、「はい」と言うしかないだろう。ご主人さまの言いつけは絶対だ。

「身体は大だい丈じよう夫ぶか？」

「……平気です」

　思わず、目を伏ふせる。

　口ではなんでもない風を装よそおったが、こうして座っていても、まだなにか挟はさみ込まれているみたいな違い和わ感かんが残っている。──ああ、そうだ。俺、この人と寝ちゃったんだ、とあらためて思った。

　起きてからずっと、昨夜のことはよくない夢のようで、実感が伴ともなわなかったのだけれど……身体に残るこの違和感だけが現実だったのに、こうしてあからさまに聞かれると本当なんだと思い知らされてしまう。

　玖珂さんはなにを考えているんだろう？　いったいなんでまた、男の俺になんか手を出したのか。それとも、それは最初から──契けい約やくを結んだ時から予定していたことなのか？　そうでなきゃ、わざわざ〝妻代理〟だなんて書くわけないんだし。

　あれも一つの腹はら癒いせだったのかな、と考えてみる。俺は姉に似ているから、顔を見ているだけで腹が立ってしょうがなくて、八つ当たりしたとか？　姉への鬱うつ憤ぷんを、俺にぶつけているとか？

「そうか、それならいい」

　ぽつりと呟つぶやき、彼はさっさと食器を片づけた。

「……俺がやります」

　平気と言った手前、ご主人さまに片づけさせるわけにはいかない。慌あわててベッドから降り、ふらつきそうになるのを堪こらえて、彼の手からトレイを奪うばった。ここからはまた、家政婦の仕事だ。







　昼は炒チヤー飯ハンを作った。冷蔵庫にあった、刻むのが勿もつ体たいないような焼き豚ぶたを細切りにして、烏う骨こつ鶏けいと書かれた箱入りの卵を震ふるえる手で割った。

　昨夜の献立に比べれば、味はまだまともだと思ったが、庶しよ民みん的すぎたのか玖珂さんはやはりなにも言ってくれなかった。それでも「ごちそうさま」と言ってくれた彼の皿は空っぽで、とりあえず俺は胸を撫なで下ろしたのだった。

　食事の支し度たくをして、少し掃そう除じをしただけで、一日はあっという間に終わってしまう。

　母の大変さがちょっとわかって、ありがたみをしみじみ感じた。

　夕食は、玖珂さんに言われたように蟹をボイルし、それ以外に野菜炒いためとワカメスープを作った。もともと、お目にかかったこともないような立派な蟹のポーションだ。茹ゆでてレモン風味のドレッシングをかけただけで、充じゆう分ぶん美味うまい。それに比べて、野菜炒めは炒めすぎてベショベショになり、加減がわからずに大量に戻もどしてしまったワカメは鍋なべから溢あふれそうになっていて、スープは味が薄うすすぎた。

　これも、玖珂さんは黙って食べた。

　俺が蟹を一口食べて、思わず「美味しい」と言った時も、相あい槌づち一つ打ってくれず、ニコリともしない。あんなまずそうな顔をして食べたら、蟹さまに対して失礼だと思うくらいだ。

　俺一人で「美味しい、美味しい」と連呼するわけにもいかないから、まるでお通つ夜やの席みたいに神しん妙みような顔をして向かいあい、黙々と食べるだけだった。

　こんなことがこの先ずっと続くなんて、本当に気が重い。

　食事を終えて、あと片づけを済ますのを見計らったように、玖珂さんは「風ふ呂ろに入る」と言いにきた。

　ちゃんと風呂は沸わかしてあったから、「どうぞ」と言うと、背中を流すように言われた。

　昨夜は俺が先に風呂を使ってベッドに入ってしまったので、そんなこと考えてもみなかったのだ。慌てて台所の電気を消し、先にバスルームに行ってしまった彼のあとを追いかける。

　この場合、俺は裸はだかになる必要はないんだよな、と腕まくりをしてズボンの裾すそも折った。

「失礼します」

　──なぜか、照れてしまう。

　男同士なのに──いや、男同士で昨夜どうしたのか覚えているだけに、妙に意識してしまうのだろう。

　ボディスポンジにソープをつけて、泡あわ立だてながら椅い子すに座る彼の背中に向かった。

「……濡ぬれるぞ」

　ぼそりと彼が言った。

「はい？」

「服を脱ぬいできなさい」

「え…」

　嫌いやだとは言えない。契約書には、〝逆らわず、要求に応こたえる〟とも書かれていたのだ。

　俺はいったん脱だつ衣い所じよに戻り、服を脱いでからバスルームに入った。さっきと同じ姿勢で待っていた彼の背中を擦こすり、シャワーの湯をかける。

「替かわろう」

　いきなり玖珂さんは言って、立ち上がった。俺は反対に椅子に座らされ、背中を洗われる。彼の手は背中だけでなく、胸や腹にも回ってきた。

「あ、あの…っ」

「じっとしていなさい」

「でも…」

「いいから」

　身体からだの隅すみ々ずみまで洗われる。と、ぽとりとスポンジが床ゆかに落ち、彼は素す手でで俺の身体を撫で始めた。

「玖珂さん!?……あ…っ」

　中心を捉とらえられ、ソープの泡を擦りつけるように扱しごかれる。それと同時に、背後にすでに猛たけったものが触ふれた。

「く、玖珂さ…──嫌、だ、駄だ目めっ」

　逃にげようとしたが、無理だった。彼の腕はすでに俺をしっかりと捕つかまえていて、強ごう引いんに身体をこじ開けられてしまう。

「……た、…痛、痛い…っ」

　昨日とは違ちがって少し痛みがあったが、彼は構わずに腰こしを使った。

　俺は、バスルームの浴よく槽そうの縁ふちに手をついた姿勢で、彼に犯おかされた。背後からの交接はさらに深く、自分では意識したこともなかった身体の奥底まで、彼のものになった気がした。







　ひどい一週間だと思う。

　マンションの部屋から一歩も出ずに、食事をして、玖珂さんに抱だかれるだけの毎日が続いている。

　彼もイライラしているんだろうか。だから、俺にこんなことをするのだろうか。

　一応新しん婚こん旅行に行っていることになっているから、誰だれとも連れん絡らくできないのだろうし──南条さんは事情を知っているのだし、玖珂さんとはかなり親しいのだろうと思うのだが、彼からも電話一本ない。時々書しよ斎さいでパソコンに向かっているから、メールのやり取りはしているのだろうけど、何日も部屋に閉じ籠こもっているだけでストレスが溜たまるはずだ。

　俺だって──ホントは買い物とか散歩とか、このあたりを散策しに外出したいのだけれど、玖珂さんが今は駄目だというから──……雇こ用よう主ぬしには逆らえない。

　そうして彼のストレスの捌はけ口みたいに、昼間から組み伏せられることもあった。

　今もそうだ。

　昼食を終えて、洗い物がまだ途と中ちゆうだというのに、玖珂さんはいきなり俺をソファに押し倒たおした。真っ昼間の、かなり明るい居間で行こう為いに及およぶのは、だんだん慣れてきたといっても激しい羞しゆう恥ち心しんを伴ともなう。

　俺は、せめて彼と視線をあわせなくてすむようにと、ずっと目を伏ふせている。

　もう、俺の身体のどこもかしこも、玖珂さんに触れられていない場所はないんじゃないかってくらい、毎日毎日触さわられっぱなしだ。貫つらぬかれる圧あつ迫ぱく感かんや息苦しさには、なかなか慣れることはできないのだが、それを除けば俺もちゃんと気持ちよくしてもらえるし──彼がけっこう丁てい寧ねいに、俺を扱あつかってくれていることにも気がついた。

　殴なぐったり叩たたいたり、暴力的なことはしない。もっとも、そういうのは彼の育ちのよさのせいなのだろうか。セックスしている時でも、彼は変に潔けつ癖ぺきな雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「……ん…」

　いつものように、受け入れる部分を慣らそうと指を入れられた。ローションを塗ぬられているので、痛くはない。でも──

「あっ」

　なんだかオシッコを漏もらしてしまいそうな衝しよう動どうが突つき上げて、ギョッとした。

　玖珂さんも気づいたのか、不ふ審しんげに顔を覗のぞき込んでくる。

「ご、ごめんなさい、なんでも…」

　こんな明るいところで淫みだらなことをしているせいなのか、と無理やり納なつ得とくして、かぶりを振ふったのだが。

　彼の指の動きがいつもと違ちがう。身体の内側を擦られるたびに、震ふるえそうになる。鼓こ動どうが走り出し、力を抜ぬくと声が出そうになるのだ。

　こんなことは今までなかった。

　身体を弄まさぐられてもくすぐったいだけで、それ以外の感覚はなかったのに。

「……間にあったな」

　玖珂さんがぽつりと呟つぶやき、うっすら笑った。

　なにが、と聞き返そうとした時、どくどくと脈打つ塊かたまりに穿うがたれる。

「あ、あっ、あっ…あ──…」

　なにがなんだかわからなかった。バンジージャンプで高いところから飛び降りるのは、こんな感じだろうか。まるでジェットコースターに乗った時みたいな浮ふ遊ゆう感かんと、自分がどうにかなってしまいそうな恐きよう怖ふに襲おそわれて、思わず覆おおい被かぶさっている彼にしがみつく。

　この一週間で、彼とは何度も寝ねた。

　最初は戸と惑まどうばかりだったけれど、今はもう、自分がどうされるのかはわかっているつもりだった。彼の手がどういう手順で動き、俺になにを求めるか。ちゃんとわかっているのに。

「や、嫌いやっ、嫌だ、嫌…」

　彼の腹にあたって擦られただけで、俺は呆あつ気けなくイッてしまった。それだけで治まりきらず、解放しようのない熱が溜まっているのがわかる。

「……なんで…？　俺──変、だ、なんか……変…っ」

「それでいい」

　耳元で、玖珂さんが囁ささやいた。息がかかっただけで、身体がさらに熱くなる。

「声を出しなさい」

「……や──」

「いい子だ。……俊哉」

　やめてくれ、と言いたいのに言葉にならなかった。

　深く貫かれて、苦しいのにもっと欲しくなる。どうしようもない疼うずきがあとからあとから湧わき起こって、なんとかしてほしい。助けてほしい。

「──う、あ…っ、駄目、またイッちゃ…」

　瞼まぶたを閉じているのに、目め眩まいがする。立て続けに快感の波に振り回されて、息もできない。

　どくん、と彼が震えるのを体内で感じた。

　瞬しゆん間かん、なにも聞こえなくなった。俺は──気を失ったのだ。







　ふと、額に柔やわらかな感かん触しよくがして、目が覚めた。

　俺はソファに横になっていて、玖珂さんはラグの上に直接腰を下ろし、俺を覗き込んでいる。何度か瞬まばたきをくりかえすと、彼はそっと手を引っ込めた。

　さっきの優やさしい感触は、彼が俺の髪かみを撫なでてくれていたのだとわかる。

「玖珂さ…」

　俺、どうしちゃったんだろう──そう思いながら、呼びかけた。

　そうだ。彼に抱かれて、急に身体が熱くなって変になって、気が遠くなってしまったのだ。あんなこと、初めてだった。

「明日から出勤だ」

　戸惑う俺のことなど気にもかけないようすで、彼は冷静に言った。

「……はい」

「朝は、いつもどおりトーストとコーヒーでいい」

「サラダと卵は…？」

　自分の声が少し掠かすれているのに気づく。……恥はずかしい。まださっきの痴ち態たいを引きずっているようだ。玖珂さんはもうとっくに、普ふ通つうに戻もどっているのに。

「時間があれば、適当に。なければ、なくてかまわない」

「作ります」

　侮あなどられているようで、つい意地になる。

　夜があまり激しいと、早く起きられないのが現実なのだが、彼も会社に行くようになれば、そうそう無茶はできないだろう。

「私がいない間は、好きにしていなさい。外出してもいいし、ご実家にも一度顔を見せにいくといい。だが、夕食は帰って食べるから」

「はい」

「カードを渡わたしておくから、欲しいものや必要なものがあれば、支し払はらいはこれですませなさい」

　言いながら、彼は銀色のカードを取り出した。

　こんな大事なものを預けちゃっていいのか？　不安になって、そう聞くと彼は失しつ笑しようを洩もらす。

「君が多少浪ろう費ひしても、大だい丈じよう夫ぶだと思うが」

「そういう意味じゃなくて……今、いろいろ怖こわいじゃないですか。スキミング…？とか。落としたり失なくしたりする場合もあるし」

「現金も同じだよ」

　いいから使いなさい、と強ごう引いんに渡されてしまう。仕方がない。必要経費だけ使わせてもらおう、と考える。

「あの…」

　気け怠だるい身体からだを起こしながら、口を開いた。

「さっき……間にあったって言ってたのは、なんのことですか」

「うん？」

　そんなこと言ったかな、と彼はつまらなそうに呟く。聞き間ま違ちがいだったのだろうか。行為の真っ最中だったから、俺も自信がない。

　ソファから降りようとしたら、足元がふらついた。素す早ばやく受け止めてくれようとした彼の腕うでに抱かかえられた途と端たん、どきんと胸が高鳴った。

「…あっ」

　咄とつ嗟さに払いのけそうになり、慌あわてて「すみません」と謝る。

「俺、それに……さっき、なんだかおかしくなってしまって…──これからは気をつけます」

　かまわないさ、と彼はまた薄うすい笑えみを浮うかべた。

「ようやく君も楽しめるようになっただけのことだ。一方的に楽しむだけでは、こちらも心こころ許もとないからね」

　それだけ言って、玖珂さんはリビングから出ていってしまった。

　一人取り残された俺は、告げられた言葉を何度か反はん芻すうし、ようやくその意味するところを察して赤面し、密ひそかに落ち込んだのだった。
















　玖珂さんが出勤するようになっても、ほかにはなにも変わらない日々が続く。

　彼が仕事でいない間は、好きなようにしていていいと言われても、掃そう除じをして洗せん濯たくをしてちょっとぼうっとしているだけで、夕食を用意しなければいけない時間になる。彼は律りち儀ぎに、帰る前には連れん絡らくをくれるので、家に着けばすぐ食べられる状態にしていたほうがいいのだろうと思って、あとは温めるだけぐらいのところまで作っておくのだ。

　料理の腕は、そんなに簡単には上達するはずもなく、毎日四苦八苦、七しち転てん八ばつ倒とうだ。

　実家には、あれからまだ一度も戻っていない。

　一度だけ電話をして、母に潮うしお汁じるの作り方を教えてもらった。玖珂さん宛あてに、大きな蛤はまぐりが届けられたからだ。

　あれは我ながら美味うまくできたと思うけれど、玖珂さんは相変わらずなにも言わなかった。

　そして──夜のほうは。

　しばらく休きゆう暇かを取っていたせいで、仕事が溜たまってかなり忙いそがしいらしいのに、毎晩彼は俺を抱だく。男の俺なんかのどこが気に入ったのか、それとも義務だと思っているのか……ただの腹はら癒いせか、いまだによくわからない。

　困ったことに、俺もだんだん慣れてきた。

　慣れるどころか、あの休暇最終日以来、なんとなく気持ちよくなってきた……ような、気がする。苦しくて嫌いやだったはずなのに、挿そう入にゆうされると自分でも止められないくらい感じてしまうことがある。それ以外にも、触さわられてもくすぐったいだけじゃない。優しく触られると、もう駄だ目めだ。もっと触ってほしくて──……。

　こんなんじゃ駄目だと思う。

　恥ずかしくて、両親に顔をあわせられない。この部屋でなにをしているのかと聞かれたら、どう答えればいいのか。ただの家政婦のつもりだったのに、あんなことまでして……後ろめたいのだ、俺は。

　百歩譲ゆずって、彼と寝ねることは彼に望まれているのだから断れないのだとしよう。だけど、感じてしまうのは、俺の罪のような気がする。

　俺たちの間には愛情なんかなくて、それなのに身体を重ねれば感じる。触ふれられればイッてしまう。

「……即そく物ぶつ的てきなのかな、俺ってば」

　ぽつりと呟つぶやいて、天てん麩ぷ羅ら鍋なべの用意をする。

　さっき『今から帰る』と連絡があったから、そろそろ揚あげてもいい時間だろう。帰ってきたらすぐに、熱々の天麩羅を食べてもらえる。

　コンロに鍋なべをかけて火をつけ、海老えびやホタテの貝柱、野菜などの材料を用意した。

　油が適温になるまで待つ間、ふっといろいろなことを考える。

　──こんな生活は、いつまで続くんだろう？

　まだ始まったばかりだというのに、考えずにはいられない。

　両親が借金を返すまで？　一億近い借金だぞ？　いくら玖珂物産から仕事を回してもらえるといっても、返せるまでに何年かかる？

　その間ずっと、俺はここで働かせてもらえるのか？　玖珂さんはいつまで飽あきずに、俺をここに置いてくれるだろう。いくら契けい約やくしたからといっても、何年もこんなことは続かないんじゃないかと思う。

　そのうち玖珂さんにも、次の縁えん談だんの話がくるかもしれない。姉のことだって、いつまでも隠かくしてはおけないだろうし、そうなったら、彼の両親だって黙だまってないと思う。俺が玖珂さんに泣きついて、仕事を回してもらえるように頼たのんだとわかれば、図ずう々ずうしいと怒おこるだろう。出ていけと、ここに怒ど鳴なり込んでくるかもしれない。

　その前に、姉に愛あい想そを尽つかせた玖珂さんが、誰だれかべつの女性を愛するようになる可能性だってあるのだ。その女性と結けつ婚こんなんてことになったら──俺はどうなる？

　普通、俺との契約は終わるよな？　その時、まだ借金が残っていたとしても、それ以上彼を頼たよることはできないだろう。姉の存在がなければ、彼と俺たち家族はまったく赤の他人でなんの関係もないのだ。

　その時俺はどうすればいいんだろう？　大学に行きたいと思えば、またその時に頑がん張ばればいいだなんて父には偉えらそうに言ったけれど、現げん役えきを数か月離はなれただけで模試の結果は目に見えて落ちていった。俺の努力が足りないといえばそれまでだが、本当にそれからまた受験できるのか？　いや、俺はどうしたいんだ？

　大学に行きたいのか、印刷の仕事をやりたいのか。それともなにかべつにやりたいことが見つかるのか。

　今考えたってしょうがないことなんだけど……──不安なのだ、きっと。

　自分の身体が変わっていく気がするから。玖珂さんの手や唇くちびるや舌が、俺の身体にどんな快感を与あたえてくれるのか知ってしまって、こんなことがあと何日も、何か月も、何年も続いたらもっともっと変わってしまいそうな気がする。

「何年も経たつ前に、飽きられるか…」

　ハア、とため息をついて苦く笑しようした時──ふっと嫌な臭においが鼻を突ついた。

「……変な臭い。油、古いのかな…って、なんだこれ!?」

　臭いだけじゃなく、いつのまにかもうもうと真っ白な煙けむりが上がっている。

「噓うそ、どうしたら…」

　ぼんやりしているうちに、天麩羅油の温度が上がりすぎたのだ、と気づいた。

　だが、どうすればいいんだ？　温度を下げるには、材料を入れて揚げればいいんだっけ？　でも、こんな煙の中に入れても大丈夫なのか？　跳はねて、ますます悲ひ惨さんな状じよう況きようになったりしない？

　オタオタと狼狽うろたえているうちに、油の表面にボッと火がついた。

「うわあっ」

　俺はますますパニック状態に陥おちいってしまう。

　大変だ！　火事になってしまう！

　火を消さなければ──水を……いや、水は駄目だ。前に、油に火がついた時に水で消火しようとすると、炎ほのおが爆ばく発はつ的てきに拡大し周囲に油が飛散すると、テレビのニュースかなにかで見たことがある。

「そうだ、消火器…！」

　消火器は、玄げん関かんだ。

　急いで取りにいこうとした時だった。

「なんだ、この煙は」

　ダイニングの扉とびらを開けて、玖珂さんが入ってきた。いつのまに帰ってきたのか、全然気がつかなかった。

「あ…」

「俊哉!?　どうしたんだ、これは」

「く、玖珂さ…──どう…しようっ」

　怒られても仕方がない状況だったが、彼はなにも言わずに「退どいていなさい」と言い、背後を振ふり返った。

「杜和、消火器」

「……うわ、とんでもないことになってるな。ああ、でも大だい丈じよう夫ぶだよ、これくらいなら。消火器は必要ない」

　玖珂さんと一いつ緒しよに来ていたらしい南条さんは、飄ひよう々ひようと言って、コンロに近づくとキャビネットを開けて適当な鍋の蓋ふたを取り出し、もくもくと白はく煙えんを出して十センチくらいの炎が立っている天麩羅鍋に素す早ばやく蓋をした。それからコンロの火を消して、こちらを振り向きニッと笑う。

「はい、無事鎮ちん火か」

　あまりにもあっさりと彼が言うものだから、俺はへたへたとその場に崩くずれてしまった。

「俊哉」

　大丈夫か、と玖珂さんが俺を覗のぞき込む。

「……す、すみません、俺…っ」

「見せなさい、火傷やけどしているんじゃないか」

　いきなり腕うでを取られた。自分でも気づかなかったが、油が跳はねた覚えもないのに、手首近くの皮ひ膚ふが赤くなっていた。

「え…」

「来なさい」

　キッチンの水道を捻ひねり、彼は俺の腕を摑つかんで水にさらす。勢いよく水に叩たたかれて、痺しびれるような痛みが走った。

「……痛…」

「いったいなにをしていたんだ？」

「俺……天麩羅を揚げようと…」

　おどおどと答える。

「それにしちゃ、ちょっと油の温度が上がりすぎだな。天麩羅に最適な温度は百八十度前後、でも発火するのは三百六十から三百八十度だよ」

　南条さんの言葉に、ギョッとする。いくらぼうっと考えに耽ふけっていたとはいえ、そんなに上がるまで気がつかなかったなんて。

「火をつけて、だいたい五分くらいで適温になるんだよ。これは、二十分くらいほっといたんじゃないの？　電話でもしてた？　あれ、このコンロ、ちゃんと自動消火装置がついてるじゃないか。どうしてこっちの口を使わなかったんだ？」

　彼は天てん麩ぷ羅ら鍋をかけている、隣となりの口を指差す。

「最近のコンロは、安全装置がついているんだよ。油の温度が上がりすぎたら、自動的に火が消える仕組みになってる。知らなかった？」

「……すみません」

　しゅんと項うな垂だれると、俺を抱かかえ込んだまま玖珂さんは水を止めた。

「ちゃんと教えとかなきゃ駄だ目めじゃないか、圭一郎。可哀かわい相そうに、もうちょっと遅おそかったら、大火傷してたかもしれないぞ」

「縁えん起ぎでもないことを言うな！」

　珍めずらしく、玖珂さんが声を荒あららげた。思わず、ビクリと身を竦すくめる。

「……すまない、大きな声を出して。待っていなさい、救急箱を取ってくるから」

「え、いえ、これくらい平気です」

「駄目だ」

　ピシリと言って、彼は俺から離れた。

「それから、今後一いつ切さい揚げ物は禁止だ」

　冷たく言い放って、彼はキッチンを出ていった。

「おやおや、過保護だなあ」

　ねえ、と南条さんが俺を見る。

　どうしてそこで過保護なんて言葉が出てくるのか。俺はもうすぐ火事を出すところだったのだ。玖珂さんが怒って、当然だ。

　今さらながら、自分のしでかしたことの重さをひしひしと感じてしまう。マズイ料理を作る以前の問題だ。ぼんやりしていた、では済まされない。

「あれ、……大丈夫だよ。油の温度が下がるまで、蓋をしておけばいいからね。そうすれば火は消える。間にあったんだから、泣くことはない」

　軽い口調で南条さんは言ったが、俺にしてみれば自己嫌けん悪おどころの騒さわぎじゃない。

　俯うつむいたまま立ち竦む俺に、さすがに南条さんも閉口してしまい、キッチンには気まずい空気が流れ出す。

「俊哉、こっちに来なさい。あ、杜和、適当にやってくれ」

「おう、なにか飲んでいいか」

　ホッとしたように、南条さんが言った。

　俺は玖珂さんに連れられて、リビングのソファに座らされた。彼は黙だまって俺の手を取り、薬を浸ひたしたガーゼを赤くなった部分にあてがう。

「痛むか？」

「……平気です」

　ホントは染しみて痛かったけど、これは自じ業ごう自じ得とくだ。泣き言なんか言えっこない。

「ま、この程度で済んでよかったじゃない？　煙もあらかた消えてきたし。警報が鳴らなくてよかったなァ。ビービー鳴ったら、管理人やら警備会社やらが駆かけつけて、うるさいからな」

　缶かんビールを片手に、南条さんがやって来る。

「天麩羅、食いたかったなー。なあ、あれ、どうするよ？　衣をつけた海老えびやらホタテやらがたくさん」

　揚げ物禁止なんて言わずに、しきり直せばいいじゃないか、と彼は言葉を継ついだ。

「もう俺たちもいるんだし、とりあえず揚げ物禁止は俊哉くん一人の時に限るってことで…」

「うるさいな、ちょっと待て」

　器用な手つきで包帯まで巻いてくれながら、玖珂さんはイライラしたように口にする。

　不ふ機き嫌げんなのは俺のせいだ。どうやって謝ればいいのか──いや、謝ったところでもう駄目かも。

「さっき、電気フライヤーを持ってくるように頼んだから」

　怒おこっているように見えた玖珂さんは、意外な言葉をつけ加えた。

　──電気フライヤーって、なに？

　キョトンとした俺に、南条さんが気き障ざっぽくウィンクしてみせる。

「な、言ったろ、過保護だって」

「……電気フライヤーって、なんですか？」

　おずおずと聞いてみる。

　知らないのか、と言いたげに南条さんは肩かたを竦めた。玖珂さんは黙っている。

「来ればわかるよ。……なあ、だったらいっそ、キッチンのコンロも電気式にしちゃえばいいじゃないか」

「手配する」

　即そく答とうした玖珂さんに、南条さんは一いつ瞬しゆん目を丸くしてから大きな声で笑い出した。

「うるさいな、笑うな」

「や、いいんじゃないの？　俊哉くん、なんか色っぽくなったな。俺が選んでやった服がよく似合ってる。サイズもピッタリ」

　そう言われて初めて、服を用意してくれたのは南条さんだったな、と思い出した。結けつ婚こん式しきの時も、すごく世話になったのだ。

「……あの…いろいろお世話になってすみません。え…と、く、玖珂さんも、すみません。俺の不注意でこんな…」

　手当ての終わった腕を抱えて、俺は二人に頭を下げる。

「それはもういい。とにかく、無事だったから」

　素っ気なく、玖珂さんは一いつ蹴しゆうした。

　続く言葉が見つからなくて、俺はもう項垂れるしかない。と、突とつ然ぜん呼び鈴りんが鳴った。この音は下のエントランスからではなく、玄げん関かんのものだ。

「俺、出ます」

　立ち上がり、急いでインターホンを取る。

「はい」

『ご注文の品をお届けに参りました』

　コンシェルジュの笹林さんの声だった。玖珂さんを振ふり返り、「ご注文の品が届いたそうなんですが…」と聞いてみる。

「ああ、受け取ってきてくれ」

　はい、と頷うなずいて玄関に急ぐ。

　渡わたされたものは、さっき言っていた電気フライヤーだった。そのものズバリ、電気式の揚げ物鍋なべ？のようなものだ。

　それほど大きくなく、テーブルの上に載のせて、揚げながら食べられるというものらしい。

　おそらく、救急箱を取りに行った時に手配したのだろうに、あまりにも早く届いてびっくりしてしまう。ここはいったい、どういうシステムになっているんだろう。

　驚おどろいているのは俺だけのようで、二人ともあたりまえのような顔をしている。

「これならサーモスタット付きで常に適温を保てるから、手軽でいいじゃないか。さ、天麩羅揚あげて食おうぜ」

　南条さんは嬉うれしそうに言って箱を開け始めたが、最初の驚きが過ぎると、自分の失敗のせいでわざわざこんなものを買わせてしまったのだという思いが湧わき起こってきて、俺は素す直なおに喜べなかった。







　先に寝やすめと言われて、ベッドに横になっていると、しばらくして玖珂さんが寝室に入ってきた。

　今夜、南条さんは泊とまっていくと言い、客間にベッドの用意をした。

　俺は内心ヒヤヒヤものだった。だって──使用人の俺が、主人と同じ寝室を使っているなんて、変に思われないだろうか？　それとも、南条さんは全部知っているのか？　もし知ってるとしたら……恥はじ知しらずだと思われないだろうか。

　玖珂さんの温情に縋すがって、マンションにまで入り込んでる。仕事を回してもらうために、あんな浅ましい真似まねまでして──……。

　いや、どんなに誹そしられてもいい。俺にはこれしかできなかった。こうすることでしか、両親や家を守ることができなかったのだ。

「どうした、眠ねむれないのか？」

　彼のベッド側には背を向けていたのだが、ぐらりとベッドが揺ゆれるのと同時に顔を覗のぞき込まれた。

「え、い、いえ…」

「まだ気にしているのか？」

　ストレートに聞かれて、口を噤つぐむ。

「もう忘れなさい。火事にもならなかったんだから、いいじゃないか。それとも、火傷やけどしたところが痛むか？」

　いいえ、とかぶりを振った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、それくらいなら痕あとも残らないはずだから」

　そんなことは気にしていない。たとえ痕が残ったとしても、どうってことはなかった。もちろん、火傷の痕を見るたびに自分の不始末を思い出してしまうだろうけれど、それはかえって戒いましめとして俺の気を引きしめてくれるかもしれない。

「少し詰つめてくれるかな」

　そう促うながされて、ギクリと身を竦める。

「あの…」

　今夜は隣となりの部屋に、南条さんがいる。音が筒つつ抜ぬけになるような安やす普ぶ請しんではないにしても、壁かべ一枚隔てた向こうに誰だれかが寝ているのに彼に抱だかれるのは嫌いやだ。……嫌だなんて言える立場じゃないけれど。

　言われるままに身体からだをずらしながら、じっと玖珂さんを見上げた。

「……そんな顔をしなくていい」

「え…」

　そんな顔って？

　聞き返そうとしたら、やんわりと横よこ抱だきにされた。

「く、玖珂さん…」

「寝なさい。今夜はなにもしない」

　──本当に？

　疑わずにはいられないくらいピッタリとくっついた姿勢で、上うわ目め遣づかいに彼を見つめた。だが、その言葉に噓うそはないようで、彼は目を閉じてじっとしている。

　一つのベッドに寝てなにもしないというのは、ここに来て初めてのことだ。

　最初の夜からずっと抱かれ続けていたのだ。毎晩疲つかれはてて、気を失うように眠っていたから、なかなか寝つけないというのも初めての経験だった。

　しばらく眺ながめていたが、玖珂さんが本当に行こう為いに及およぶつもりがなく、このまま寝てしまいそうだったので、ちょっと安心して身体の力を抜ぬいた。

　こうしてマジマジと見てみると、やはり端たん整せいな顔立ちなのだなあと思う。品がいいだけじゃなく、作りそのものがいいのだ。絵に描かいたようなエリートで、冷たそうに見えて、実は優やさしい。

　危あやうく火事になりかけたのだから、怒ど鳴なられて当然。だけど、彼は家の心配をする前に俺の火傷に気づいてくれた。揚げ物禁止だと言ったのも、俺を心配して──？　……まさか、そこまで思うのは図ずう々ずうしいか。

　最初は申しわけない気持ちが大きすぎて素直に喜べなかったけれど、玖珂さんがすぐに電気フライヤーを手配してくれたおかげで、みんな気を取り直して心ゆくまで天てん麩ぷ羅らを食べることができた。南条さんにも喜んでもらえた。

　よく気がついて、行動も早い。

　こんな人がどうして姉と結婚する気になったんだろう、とやはり疑問はそこに戻もどる。きっと、縁えん談だんなんか降るほどあっただろうに。その中には、文句のつけようがないお嬢じようさまもいただろうし、姉よりもっともっと美人で気だてのよい女性もいただろう。なにより、挙式当日に失しつ踪そうしてしまうような、不誠実な人間はいなかったかもしれないのだ。

　姉以外の人を選んでいれば、彼は俺たち一家のようなお荷物を背負い込むことなんかなかったのに。

「……ごめんなさい」

　ぽつりと呟つぶやくと、彼はうっすらと目を開けた。そして、「まだ起きているのか」と言いたげに俺を見て、顔を近づけてくる。

「いいから、寝なさい」

　触ふれそうな位置まで近づいた唇が囁ささやいて、ゆっくりと俺の唇を掠かすめていった。

　欲望を感じさせないキスは、泣きたくなるほど優しかった。







　翌朝目覚めたら、俺はまだ玖珂さんの腕うでの中にいた。

　もぞりと身み動じろぐと、彼は低く呻うめいて目を覚ます。腕の中にいる俺に気づき、軽く抱きよせて「おはよう」と言った。

「……おはようございます、あの…」

「朝食、杜和のぶんは作らなくていい。あいつは、朝は食べないから」

「はい」

　頷いて身を起こそうとしたら、ぐいと引っ張られてもう一度腕の中に戻されてしまった。

「……玖珂さん？」

「俊哉、週末一いつ緒しよに買い物に行こう。車で少し行ったところに、スーパーがある」

　知ってるか、と聞かれて、首を横に振ふる。

　冷蔵庫の中の食料品で、毎日の食事が賄まかなえているので、俺はまだ外に買い物に出たことがない。預けられているカードを使うのは気が重いというのもあるし、なにより毎日のように産地直送の食材が届くのだ。玖珂さんが取り寄せたらしいものや、彼の取り引き先か知人友人らしき人たちからの贈おくり物だったりもする。それらはみんな、地方の特産品や有機栽さい培ばいの野菜などで、どれほどの値段かなんて俺には想像もつかない。

　ただ、食べたこともないくらい甘いトマトをはじめ、美味おいしく珍めずらしい食品ばかりで、それらを口にするたびに両親にも食べさせてやりたいな、と思った。もっとも、それらの品々にいちいち驚おどろいたり感激したりするのは俺だけで、玖珂さんはとくになにも思わないみたいだ。彼にとっては日常茶さ飯はん事じのことなのだろう。

「たまには二人で買い出しにいくのもいいだろう」

　微笑ほほえみかけられて、戸と惑まどってしまった。

　少し見方を変えただけで、全然感じが違ちがってくる。

　玖珂さんは、もともと優しい人なんだけど──俺たちを見捨てずに助けてくれたのだし──、素っ気なかったり話しかけにくかったりすると、俺は自分が頼み込んで押しかけてきたのだということを忘れて、気難しい人なのかもしれないなんて考えたりしていた。実際のところ、俺は姉のしでかしたことの償つぐないをなんとかしなければと、必要以上に卑ひ屈くつになっているのだろう。そして、玖珂さんに要求されたことが、あまりにも予想外だったから混乱してしまったのだ。

　いまだに彼が俺を抱こうとする理由は、よくわからないし理解できない。といって、ストレートに彼に聞くだけの勇気もない。




　　　　■□■




　──俺の知ってるスーパーじゃない。

　週末、玖珂さんの車で連れてきてもらったスーパーは、いわゆる高級スーパーというもので、並んでいる商品は、見慣れた野菜や肉、魚ではあるのだけれど……いちいち高品質で高価格で驚いてしまう。

　もし俺一人で来ていたなら、入った瞬しゆん間かんに場違いなのを痛感して回れ右したことだろう。

　だって──なんでこのジュース、一本千円もするの？　いや、いいものなんだろうってことはわかる。美味しいんだろう、きっと。だけど、国産のごくありふれたジュースなら、同じくらいの瓶びんでもほんの二、三百円で買えるだろうに。

　惣そう菜ざいコーナーも、有名シェフが手がけたというものや、ホテルのレストランから直接仕入れたものまで、なにからなにまで贅ぜい沢たくだ。

「欲しいのか？」

　背後から、玖珂さんがひょいと覗のぞいて、俺がぼんやり見ていたプラスティックの容器に入っている惣菜を手に取った。有機野菜のサラダ、と書かれたそれは、サラダとは思えないようなゴージャスさだ。

　ぽい、とカートに入れられて、慌あわてて「違います」とケースに戻した。

「どうした？　これじゃなくて、そっちか？」

「いえ、べつにどれも欲しくないです」

　不思議そうに、彼は俺を見る。

「遠えん慮りよしなくていい。なんでも好きなものを買いなさい」

　──そりゃ、玖珂さんにしてみれば、どれもどうってことないものなんだろう。家の冷蔵庫に入っている食材だって、ここに並んでいるものに負けないくらい……いや、それ以上の豪ごう華かさなんだから。

「……考えてみれば、せっかく一緒に来る場所がスーパーというのも変な話だな」

　ぽつりと、彼が呟いた。

「え？」

「杜和に、家の中にばかり閉じ籠こもっているのはよくないから、連れ出してやれと叱しかられたんだ」

　そういうことか、と納なつ得とくする。

「でも……俺と玖珂さんが一緒に出歩くのは、もっとよくないんじゃないですか。姉のふりをするわけにもいかないし」

　考えるまでもなく、いつまでも俺が彼と同居しているのだって、コンシェルジュの笹林さんなんかは変に思っているだろう。姉の姿を一度も見ないのも。

「べつに気にすることはない。なにか聞かれたら、適当に言っておく」

　どうでもいいように言われて、そんな簡単な問題じゃないじゃん、と思わずにはいられなかった。

「コンシェルジュはよけいな詮せん索さくはしないし、口も堅かたい。頼めばなんでも手伝ってくれるが、向こうからはこちらの生活には踏ふみ込んでこない。それも彼の仕事のうちだ。それに、マンションの周辺を君が歩いていても、見み咎とがめるような人間はいないだろう」

「……玖珂さんのご両親は、まだ姉のこと、知らないんでしょう？　俺のことも、ウチに回してくれている仕事のことももちろん…」

「まあ、それも追々」

　彼はつまらなそうに口にすると、身を翻ひるがえした。

　ヤバイ、気分を害してしまったのか、と焦あせってあとを追いかける。

「く、玖珂さん、すみません、俺…」

「とくに買うものがなければ、ランチでも食べて帰ろう。必要なものがあるなら、ピックアップしておいてくれれば手配しておくし、気分転てん換かんに一人で買い物に行くのもいい。車の免めん許きよはまだだな？　自転車を用意しておこう」

　怒おこっているようでもない口調で言われ、ちょっとホッとした。

「なにか食べたいものはあるかい？」

　スーパーの駐ちゆう車しや場じように戻もどり、車に乗り込みながら彼は聞いてきた。

　こういう時「べつに」と答えるのはかえって失礼かもしれないし、といって「あれが食べたい、これが食べたい」と言えるような立場でもない。どうしようかと思いながら、「そうですね」と言葉を濁にごした。

　彼もそれ以上は聞いてこなかったので、なんとなく黙だまっている。と、スーパーを出て少し走ったあたりで、ファミリーレストランの看板を見つけた。

「……あ」

　たった半月足らず、外出していなかっただけなのに、ひどく懐なつかしい気がした。

　玖珂さんは俺の視線の先に気づいたのか、減速していきなりハンドルを切ると、ファミレスの駐車場に乗り入れる。

「えっ？」

「ここがよかったんじゃないのか？」

　──俺はいいけど。

　でも、玖珂さんがファミレス!?　それって、ドンペリ飲みながらクサヤを食べるくらい、不釣つりあいな取りあわせだと思う。どちらが変というのじゃなくて……一いつ緒しよにしないほうがいいというか。

　戸惑っている間に、彼はエンジンを切って車から降りてしまう。仕方ないので、俺もあとに続いたけれど──。

「あの、あの…っ、ホントにここで？」

　もしかしたら、玖珂さんはここがどういう店か知らないんじゃないだろうか。

「玖珂さんはご存じないかもしれないと思うんですけど、この店は、なんていうか……庶しよ民みんの食堂みたいな感じで…えっと、チェーン展開してる、ちょっとお洒落しやれな大衆食堂…？」

　追いかけて説明しようとしたら、いきなりプッと噴ふき出されてしまった。

「いくらなんでも、ファミリーレストランくらい知ってるさ」

「そう…なんですか？」

「こういう店のほうが肩かたが凝こらなくていいかと思ったんだが、どうする？　もう少し行くとＰホテルがあるから、展望レストランにでも行くか？」

　ファミレスとＰホテルの展望レストランじゃ、値段が一ひと桁けた違ってくるだろう。

「いえ、ここでいいです！」

　玖珂さんには申しわけないけれど、確かにこっちのほうが緊きん張ちようせずにすむ。

　慣れない彼のために俺がエスコートしなきゃ、と、ドアを開けたり店員に名前を告げたりした。物珍しさも手伝ってか、彼はどことなく楽しそうに見える。

　席に案内されてメニューを広げながら、おずおずと聞いてみる。

「玖珂さん、ファミレスに入るのは初めてじゃないですか？」

「うん？　いや、学生時代はよく入ったよ」

「ええっ!?」

　驚おどろいた。彼は絶対、こんなところには来ないと思ったのに。

「私が学生のころにも、もうファミレスはあったよ」

　失礼な、と言いたげな口調に、いやそういう意味で驚いたんじゃないのだ、と慌てて言いわけした。

　珍めずらしく、玖珂さんが声を立てて笑っている。

　その姿を見ていたら、心の中に常にわだかまっていたものが、ほろりと溶とけていきそうな気がした。

　この前、マンションに泊とまった南条さんが、帰り際ぎわ素す早ばやく俺に耳打ちしていった。




　──君がいてくれて、よかったと思うよ。いくら圭一郎が少々のことでは動じない男だといっても、この部屋に一人で暮らしていたのでは精神衛生上よくなかったと思うからね。君が一緒なら、少しは気も紛まぎれるだろう。




　彼の言葉を鵜う吞のみにできるほど、俺は厚かましくないつもりだったけれど、新居に一人というのがよくないことは本当だと思った。だから俺が一緒にいていいかといえば、それはよくわからない……。

　玖珂さんは、なにかにつけ俺を見れば姉を思い出すだろう。愛した女性に裏切られた憤いきどおりや悔くやしさや、空むなしさを。だからこそ、俺を抱だくのかもしれないし……やり場のない鬱うつ屈くつした思いを、それで晴らしているのかもしれない。

　それならそれでいいと思っている。俺が役に立てることなんか、それくらいしかないと思うからだ。

　でも、こうしてちょっとでも笑ってくれると、すごく嬉うれしい。

　彼がこんなふうに、少しずつ姉を忘れて、姉につけられた傷を癒いやしていってくれればいいのに。

　俺が、彼を癒す手助けができればいいのに。心の底から、そう思う。

　俺たちは、ランチタイムの和わ食しよく膳ぜんを頼たのんだ。特別美味おいしいというわけではないけれど、なんだか懐かしい味がした。が、玖珂さんは、一通り箸はしをつけたもののそれらの料理をほとんど残してしまう。

　やはり、口にあわなかったのだ。

「……玖珂さん、美味しくないですか？」

「そうだな」

　あっさり、彼は頷うなずいた。

　彼の言うようにＰホテルに行くべきだったのか、と後こう悔かいする。

「すみません」

「どうして、君が謝るんだ？……君は気にせず、食べなさい。帰ったら、昨夜のシチューを温めてくれ。あれが食べたい」

　彼はまたまた俺を驚かせるようなことを言った。

「昨夜のシチュー？」

「ああ。あのほうが、ずっと美味うまい」

　胸の中にじんわりと、暖かなものが広がっていく。

　俺の拙つたない料理を美味いと言ってくれる日が来るなんて。毎日、なにも言ってくれなかったし、難しい顔をして食べているから、ファミレスのランチ以上に口にあわないのだと思っていた。

　考えてみれば、最初の日のヒドイ料理からずっと、彼は黙っていたけれど残したことはなかったのだ。文句も言わず、全部食べてくれていた。

　俺は慌あわてて残りを食べ、「早く帰りましょう」と言った。

　少しでも早く部屋に戻って、玖珂さんのためにシチューを温め直したかった。







　ちょっとずつ、彼に慣れていく。

　おどおどせずにちゃんと見てみると、彼の些さ細さいな表情から機き嫌げんの善よし悪あしがわかるようになってきた。

　話さない時間もそれほど苦痛ではなくなってきたし──……一つだけ、苦痛があるとすればそれは夜の営みだ。

　玖珂さんは相変わらず、飽あきもせずに俺を抱いた。

　お互たがいに楽しめるようになる、と彼は言ったが、行こう為いそのものにはなるほど慣れてきて、俺もちゃんと感じるし、何度もイッてる。だけど、感じれば感じるほど、自分が浅ましいように思えて、気持ちはどんどん重くなった。

　姉の代わりに抱かれるのが、苦しい。

　この行為さえなければ、毎日の生活は穏おだやかなのに。

「……う、んっ、……あっ」

　潜もぐり込んだ熱い塊かたまりが、俺の奥底を浚さらっていく。深く抱き込まれ、何度も何度も穿うがたれ揺ゆさぶられて、目も眩くらむような快楽に放ほうり込まれる。

　玖珂さんの唇くちびるが、頰ほおに触ふれる。頰から顎あご、首筋、耳たぶ──丁てい寧ねいにキスされて、指先まで痺しびれるようだ。

　彼の動きが速くなり、一際深く腰こしを入れられるのと同時に、耳元で「うっ」と低い呻うめき声がした。

　俺の中で、彼がイッたのだ。

　もちろん、衛生上スキンをつけているので後始末に困ることはないけれど、彼がびくびくと震ふるえるのが直接内臓を通して伝わってきて、俺もどうしようもなく感じてしまう。

　いつのまにか、快感は苦痛を超こえてしまった。

　こんなことに慣らされて、俺はどうなってしまうんだろう。

　いつか彼が俺に飽きて、必要じゃなくなってしまった時に、ちゃんと一人で立っていられるのかな。

「すまない、君はまだだったな…」

　乱れる息を肩で整えて、玖珂さんはイキそびれていた俺に気づいて身をずらした。

「いえ、俺は…」

「じっとしていなさい」

「え──……うわ…っ」

　いきなり、口に含ふくまれた。

　柔やわらかく熱い粘ねん膜まくに包まれて、さらに舌先で絡からめられたり突つかれたりして、俺は一気に高みへと駆かけ上ってしまう。

　溺おぼれそうだ、と思った。

　必死で彼に摑つかまって──……振ふり解ほどかれた時のことを想像するだけで、怖こわかった。




　　　　■□■




　休日、早朝から接待ゴルフに出かけていた玖珂さんは、昼過ぎに帰宅した。

　疲つかれたと言ってソファに横になっている彼のために、冷たいレモネードを用意する。産地直送、無農薬栽さい培ばいの国産レモンを半分に割って搾しぼって、蜂はち蜜みつとミネラルウォーターを混ぜた。

「どうぞ」

「ああ、ありがとう」

　むくりと起き上がって、彼は美味しそうにレモネードを飲んでくれる。と、彼の携けい帯たいがピピピと鳴って着信を知らせた。

　携帯の表示を見た彼が一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするように見えたが、すぐに回線を繫つないだので、気のせいかなと思い直す。

「……私だ」

　応こたえながら彼がちらっと意味ありげに俺を見るので、今度は気のせいじゃなく、ここにいないほうがいいんだろうな、と察して席を外した。

　──女性からだろうか。

　なんとなく、直感で思う。

　しばらくして、彼は俺がいるキッチンまでやってきて、これからまた出かけることを告げた。

「そんなに時間はかからないと思うが、もしかしたら夕食はすませてくるかもしれない。七時までに戻もどらなかったら、君は先に食べて休んでいてくれ。夕食前に戻れるようなら、連れん絡らくする」

　はい、と答えると、玖珂さんは慌ただしく着き替がえて出ていってしまった。

　俺は自分の勘かんが当たったことを悟さとった。もし、なにか急な仕事が入ったのなら、そう言って出かけるだろう。一か月近く一いつ緒しよに生活してきて、俺もなんとなく彼の生活のリズムのようなものがわかってきていた。

　彼が行き先もなにも言わないのは、プライベートのことだからだ。それもたぶん、女性絡み。

　俺は彼の奥さんじゃないのだから、詮せん索さくできる立場じゃない。それなのに──モヤモヤと胸の奥が詰つまったように苦しいのは、どうしてだろう。

　ここを追い出されるかもしれない、仕事もストップされるかもしれないという、不安を感じてなのか。いや、それだけじゃない気がする。

　いつのまにか生活の中心が玖珂さんになって、俺自身の中でもそれが当然で普ふ通つうになってしまった。以前、自分がどんな生活をしていたのか、うまく思い出せないほどだ。それがもしも、始まった時と同じように、唐とう突とつに終わるとしたら。

　俺はしばらく立ち直れないくらい、無気力になるかもしれない。

「……しょうがないよな、もともと別世界の人なんだし」

　独り言ごち、掃そう除じでもするか、とリビングに戻りかけた時だった。

　ピロリン、とメール着信の音がした。

「え…？」

　俺は着メロを使っているので──というより、ここで暮らすようになってから、ほとんど携帯は使っていない──俺の携帯じゃない。つまり、今の音は玖珂さんの携帯だ。

「……どこに…」

　さっき誰だれかと話したあと、テーブルに置いたのが落ちたのか、そしてそのまま忘れていったのか、携帯電話はソファの足元に転がっていた。メール着信を知らせるランプが青く点てん滅めつしている。

「どうしよう…」

　携帯を持たずに出かけて、不便ではないだろうか。それともすぐに戻るつもりだから、わざと持たずに行ったのか？　いや、夕食がいるかいらないか微び妙みような感じだったし、帰れる時間も明確にはわからないのだ。もしかしたら遅おそくなるのかもしれない。

　彼は車で出かけたのだろうか。行き先も知らないから、届けるにしてもどこに行けばいいのかわからない。

　仕方がないか、と一瞬あきらめかけたものの、もしこのメールが急用だったら、と心配になる。プライベートなら俺が首を突っ込むのは余計なお世話だけれど、仕事相手だとしたら──。メールが来ているのをわかっていて、知らんふりするのも気が引ける。一刻を争う事態で、俺が知らせなかったばかりに間にあわなくなることだってあるだろう。

「ごめんなさい…」

　ここにはいない玖珂さんに謝って、携帯を開いた。

　俺のとは機種が違ちがうけれど、携帯なんてどれも似たようなものだし、メールの差出人だけ確かく認にんして、プライベートっぽかったら放っておくつもりだった。

　他人の携帯をチェックするなんて、本来夫ふう婦ふでも恋こい人びとでもプライバシーの侵しん害がいだから、正直いい気持ちはしないのだけれど…。

「……え」

　差出人の名前を確認した瞬間、俺は携帯を手に固まってしまった。

　思ったとおり、女性の名前──それも、俺がとてもよく知ってる女性からのメールだったのだ。そう、そこにある名前は『鷹木由香里』……姉だった。

　いけないと思いつつ、メールを開けた。





　──ごめんね、急に呼び出して。Ｐホテルの展望レストランが混こんでいるので、ラウンジにいます。のんびりお茶してるので、急がなくて大だい丈じよう夫ぶよ。






「Ｐホテル……」

　ここから一番近いシティホテルで、玖珂さんはけっこう頻ひん繁ぱんに利用しているようだ。

　この前一いつ緒しよに出かけた時にも、展望レストランに行こうと誘さそわれたのを断って、ファミレスに行ったばかりだったから、記き憶おくにも新しい。

「そっか。……姉ちゃんとも行ったんだ、きっと」

　いや、そういうことではなく。──姉がいる。日本にいる。

　結けつ婚こん式しきをスッポカしておきながら、いけしゃあしゃあと電話をしてきてメールも寄よ越こして、これから玖珂さんと会おうとしている。謝罪するつもりなのかもしれないけれど、どの面つら下げて玖珂さんに会おうというのか。

　あの日俺たちがどんなに大変だったか、玖珂さんがどんな思いをしたか、考えもせずに。

　姉に対する怒いかりがむくむくと湧わき起こってきた。

　そして、なにげなくメールの受信箱を見た俺は、さらに愕がく然ぜんとして立ち竦すくんでしまう。

　姉からのメールは、今届いたのが初めてではなかった。何通ものメールが、受信箱に保管されたままになっているのだ。それもどうやら、結婚式以前のものではないみたいだ。

「……噓うそ、だろ」

　日にちを確かめてみると、昨日一昨日おとといで五通のメールが来ている。





　──今、日本に着きました。まだ一か月も過ぎてないのに、懐なつかしい感じ……







　──明日は接待ゴルフなんでしょ？　私もいろいろ手続きがあるから、今回は会えずに帰るかも。時間が取れるようなら連絡します。






　時間が取れたから、連絡してきたというわけか。

　それにしても、なぜ玖珂さんは、姉から連絡があったことを俺には言ってくれなかったんだろう？　俺が怒おこると思った？　でも、ひとことぐらい言ってくれてもいいはずじゃないか。

　受信箱の過去に遡さかのぼってみると、結婚式当日のものもあった。





　──ごめんね、いろいろ大変なんじゃない？　後始末を全部任せるようで気が引けるけど、感謝してます。また向こうに着いたら連絡します。






「……どういうことだよ」

　玖珂さんは、知っていたのか？　姉が結婚式場を抜ぬけ出して渡と米べいするのを、事前にわかっていた？

　まさか──。

　携けい帯たいを持つ手がブルブル震ふるえた。

　このメールから一番新しいメールの間には、何通ものメールが来ている。二人はずっと連絡を取りあっていたのだ。

　適当に選んで開いたメールを見て、俺はへたりとその場にしゃがみ込んだ。





　──俊哉はどう？　ちょっとは落ち着いたかな。あの子、生き真面目まじめで頑がん張ばり屋だから、気をつけてあげてね。基本的に素す直なおだから、騙だますのは簡単だよ。可愛かわいがってあげて。私の大事な弟だからね。






「……なにが大事な弟だよ…っ」

　騙されたのだと、いくら俺でももうわかってる。

　二人して、俺を騙した。でも、なんのために？　──なにがなんだかわからない。

　玖珂さんが姉と会っているところに乗り込んで、一からちゃんと説明させてやろう、と思った。でなきゃ、気が治まらない。

　何食わぬ顔をして、今夜帰ってきた玖珂さんを出で迎むかえられるほど俺は器用じゃないし、このまま生活し続けていけるわけがない。

　姉がいなくなって両親がどんな思いをしたか。借金を抱かかえることになって、どれほど絶望したか。俺が必死で頼たのみ込んでここに来たのも──……全部二人が仕組んだことなのか。どこまでが計画だったのか。

　玖珂さんは、笑っていたのか？　俺が簡単に騙されて、土下座までしたのを見て腹の中で大笑いしてたっていうのか！

　なんのために彼は俺に、妻代理を要求したんだ。なんのために、セックスの相手まで……。

　許せない、と思った。







　Ｐホテルのラウンジは、広いスペースにゆったりしたソファが並んでいて、そこそこに混みあっていた。

　俺は少し離はなれたロビーの陰かげから、玖珂さんの姿を捜さがす。

「……いた」

　玖珂さんではなく、姉がいた。向かいあっている、こちらからは後ろ姿しか見えない男性は、間ま違ちがいなく玖珂さんだ。

　姉は、少し瘦やせたようだ。だが、表情は明るく、楽しげに彼と話している。

　──普ふ通つう、結婚をスッポカした相手を目の前にして、あんなふうには話せないだろう。

　やはり、姉が結婚式当日に渡米することは、計画のうちだったのだ。玖珂さんは、最初から全部知っていた……？

　二人が揃そろっているところに乗り込むつもりだったのに、なぜか俺の足は動かなかった。

　遠く離れた場所から眺ながめていると、本当に俺は部外者なのだという気がしてくる。自分の存在がなんなのか、わからなくなる。

　俺は──どうしてこんなところにいるんだろう。手の中の携帯電話を握にぎりしめて、考える。なにをしているんだろう。なにをしていたんだろう……この一か月もの間。

　滑こつ稽けいだ。

　慣れない料理を作ったり、毎晩のように女みたいに彼に抱だかれて。

　姉はそんなこともわかっていて、俺たちを置いて自分だけアメリカに行ったというんだろうか。それとも、そこまでは計画には入っていなくて、あとのことは玖珂さんに任せただけ？

　──どれくらい時間が経たったのか。

　二人が揃って、ラウンジを出てきた。玖珂さんが会計をすませ、姉がしおらしく頭を下げているのが見える。

　俺は慌あわてて、大きな花のアレンジの陰に身を隠かくした。

　これからどこかのレストランに行って食事をするのかと思えば、意外にも二人はそこで別れるらしかった。玖珂さんがジャケットの内ポケットを探さぐり、首を傾かしげている。

　携帯を忘れてきたことに、気づいたらしい。姉がなにか言っている。彼は、いいよいいよ、というように手を上げて、そのまま公衆電話のボックスへと向かっていった。

　家に電話をするのだな、と思った。

　そういえば、夕食までに戻もどれるようなら連れん絡らくすると言っていたっけ。……生あい憎にく、応こたえるのは留守番メッセージだ。

　姉は玖珂さんを見送ってから踵きびすを返し、宿しゆく泊はく客用のエレベーターホールに向かっているようだ。どうやらこのホテルに泊とまっているらしい。なんとかして部屋番号を知りたいのだが、どうすればいい？

　姉がエレベーターに乗り込むのを確かく認にんしてから、もしかして玖珂さんに教えてないだろうかと、携帯のメールを再度チェックする。

「あった…！」

　さっき見たのとは別のメールに、宿泊予定と部屋番号が記されていた。

　その足でエレベーターに乗り、姉のあとを追いかける。話をするなら、玖珂さんよりも姉のほうが先だ、と思った。

　目的の階に到とう着ちやくし、携帯メールに書かれていた部屋に向かう。

　ドアの前で一つ深呼吸してから、呼び鈴りんを押した。

　姉は、ドアを開けてくれるだろうか。スコープから覗のぞいて、俺だとわかれば無視するかもしれない。その時は、出るまで呼び鈴を鳴らし続けるつもりだった。

「……やだ、なんで俊哉がいるの？」

　意外にもすぐドアは開いて、驚おどろいたような表情を浮うかべた姉が顔を出した。

「こっちが聞きたいよ。……なんで、姉ちゃんが日本にいるんだ」

　興奮するあまり声が震えそうになるのを、堪こらえるのがやっとだった。

「まあ、いいわ。入れば？」

　開き直ったように、姉が言う。

　さすがにここまできて、逃にげる気はないらしい。

　俺は黙だまって、部屋に入った。

　中は、ベッドが一つと、小さなソファとテーブル、テレビがあるだけのシングルルームだ。大きな窓からは、前のビルに反射した西日が僅わずかに入り込んでいる。

「びっくりした。なに、圭一郎さんのあとを尾び行こうしてきたわけ？」

「……違ちがうよ」

　ベッドの上に、ポンと携帯電話を放った。姉はそれを見て、ああ、と頷うなずいた。

「さっき、圭一郎さん、携帯がないって言ってたものね。家に忘れてたのを、チェックしたんだ？」

「したくてしたわけじゃねーよ。メールが来たから、急ぎなら知らせなきゃいけないと思って…」

「もしかして、それ、私からのメール？　あー……そっか。それで圭一郎さん、ラウンジに私がいたのを、不思議そうにしてたんだ。メール見てなかったのかァ。ま、無事会えたからよかったけど」

　なにか飲む？　と吞のん気きそうに、姉が聞く。

「いらない。……それより、説明しろよ。なにがどうなってんだよ。結けつ婚こん式しきスッポカして逃げた姉ちゃんが、なんでこんなとこで自分の旦だん那なになるはずだった人と仲よくお茶飲んでるんだ？」

　姉は黙って肩かたを竦すくめた。さすがにバツの悪そうな顔をしていたが、やがて観念したように口を開く。

「……説明しなくても、もうだいたいわかってるんじゃないの？」

「姉ちゃんの口から、ちゃんと説明してほしい」

　わかったわよぅ、と姉は唇くちびるを尖とがらせた。

「だから──……偽ぎ装そう結婚だったのよ」

　あーあ、とため息をついて、乱暴にベッドに腰こしを下ろす。

「いいから、俊哉も座りなさいよ。ちゃんと話すから」

　言われて、渋しぶ々しぶソファに座った。

　姉は玖珂さんの携帯を開いて、メールの受信箱を確認し、苦く笑しようしてからそれをポイと俺に投げ返した。

「バカねえ。読んだら消せばいいのに。……まさかあんたがチェックするとは、夢にも思わなかったんでしょうね」

　俺だってしたくなかったよ、と胸の内で呟つぶやいた。

　この一か月の日々が、みんな噓うそだったなんて──いや、それ以前の結婚の準備も顔あわせもなにもかもが、全部噓だったのか。

「圭一郎さんとは、最初から結婚する気はなかったの。私は、結婚式の朝までの役目を果たせば、その報ほう酬しゆうとしてアメリカでの生活を与あたえられることになっていた。夢だったのよ。夢にまで見ていた生活なの。……今は充じゆう実じつしてるわ。仕事も住むところも、全部用意してもらって……一昨日帰国したのは、ちょっと手続きでミスがあってね。それが片づけば、すぐまた向こうに戻るわ」

「そんなこと聞いてねーよ。姉ちゃん、なに考えてんだよ？　お父さんやお母さんがどんな思いしたか……姉ちゃんがいなくなったあと、二人して玖珂さんに土下座したんだからな！」

　堪たまらずに声を上げる。

「……悪かったと思うわよ。だけど、こんなこと言えないじゃない？　事前に言ってたら、お父さんたち、ショックのあまり卒そつ倒とうしちゃうもん」

「あのなァ」

「だから、悪かったってば。あんたを騙だましたのも、反省してるわよ。でも…」

　全然悪いと思ってない口調に、カッとする。

「姉ちゃんが夢叶かなえるのは勝手だよ！　でも、そのためにウチは一億近い借金を背負ったんだぞ！」

「えー……借金は、玖珂物産がなんとかしてくれるでしょ」

　いい加減な返事に、さすがに我が慢まんできなくなって立ち上がる。姉は「なによ」と俺を睨にらんだ。

「無責任だよ、姉ちゃん！　そのために俺が…」

「あんただって、それなりに美味おいしい思いしてるでしょ？　嫌いやな受験勉強もしなくていいんだし、衣食住の世話してもらって、なんの苦労もいらないじゃん。それに、仕事もちゃんとウチに回してくれてるでしょ？　借金は、順調に返せてるんじゃないの？」

　──それはそうだけど。

「俺は…っ」

　なんの苦労もなかったって？　姉のしたことの償つぐないをしようと、どれだけ必死だったか。工場を潰つぶさないようにと、どんな思いで玖珂さんに頼たのんだか。身体からだの関係を持つことだって、俺の中で捨てなければならないものがあったのだ。

　それとも、姉はそんなことを知らないから平気でいられるのか？

「ま、いいじゃないの。あんたが妹だったら、こんな手の込こんだことしなくてすんだんだけどさ。あれだけの人に想おもわれて、幸せにしてもらえるっていうんだから…」

「……なに言ってんの、姉ちゃん」

　続けられた姉の台詞せりふを遮さえぎって、聞き返す。姉はキョトンとして、なんでもないようにさらに言葉を続けた。

「なにって。……玖珂さんの目的は、最初から、あんたと暮らすことだよ」

「噓だ」

　噓じゃないわよ、と姉は言った。

「だからこっちだって、あんたがそうしなきゃならないような状じよう況きようを作るにはどうしたらいいか、いろいろ考えたんじゃないの。浪ろう人にんしたうえ、やる気もなくダラダラ予備校通ってるよりも、どうしてもって強く望んでくれる人のそばで暮らしたほうがいいじゃない？　男同士っていうのが、世間的にはどうかなあと思うけどさー。私、愛があればいいんじゃないかなって思うのよ」

　恥はずかしげもなく告げられて、どうしようもない怒いかりが身体の奥から突つき上げてきた。

　姉は、みんな知っていて──自分がいなくなったあと、俺がどうなるのか。どんな扱あつかいを受けるのか。全部わかっていて、そのお膳ぜん立だてをしたのだ。

　バンッとそばの壁かべを殴なぐると、姉はビクリと身を竦めた。

「愛なんか、ねーんだよっ」

　吐はき捨てて、部屋を出る。

　あんな女、姉きよう弟だいの縁えんを切ってやる、と思った。玖珂さんもだ。最低だ、あの男。

「……絶対許さねー…」

　怒りで目の前が暗くなる。

　エレベーターでロビーに降り、ホテルの前からタクシーに乗った。このまま鷹木の家に帰ってしまおうかとも思ったが、その前にどうしても、ひとこと文句を言わなければ治まらなかった。

　感情が昂たかぶるあまり指先が冷たくなって、貧血を起こしそうだ──と思ったころ、タクシーはマンションの前に到とう着ちやくした。







　鍵かぎを開けて、部屋に入る。

　リビングのソファに、玖珂さんはなに食わぬ顔をして寛くつろいでいた。俺が入っていくと、少し不ふ機き嫌げんそうに「どこに行っていたんだ」と聞いてくる。

　俺は黙だまって、携帯電話を投げた。

　反射的に彼は受け取り、軽く眉まゆを寄せる。

「……玖珂さん宛あてにメールが来て、急ぎなら困ると思ったから、悪いけど見たんだ」

　そう言っただけで、彼はある程度のことを察したのか、微び妙みように顔を強こわ張ばらせた。

「驚おどろいたよ。……俺のよく知ってる人からのメールが何通も届いてる。今日の待ちあわせ、場所が変へん更こうになったんだよ。知らなかったろ」

「俊哉」

「……フザケんなよっ」

　ダンッと、その場で足を踏ふみ鳴らす。

　俺は普ふ段だんあまり沸ふつ点てんが低いほうじゃなかったし、滅めつ多たに怒らないほうだと思う。テレビドラマなどで、誰だれかがヒステリックにものを壊こわしながら怒ど鳴なる場面を見ても、あんなことは現実ではできないよなあと思っていたし、実際、怒りっぽい人を目まの当たりにしても、なんだか自分とはかけ離はなれているような気がしていたのだ。だけど──今はわかる。

　なにもかも、ムチャクチャに破は壊かいしたい気分って、きっとこういうのだ。怒りのあまり、なにをするかわからない状態って、今の俺だ。

「姉ちゃんから聞いた。どういうことだよ。二人してグルになって、俺を騙して…！　俺はそんなこと夢にも思わずに、必死で…──バカみたいだ！　バカなヤツだって思ってたんだろ！　笑ってたんだろ！　チクショウッ」

「俊哉」

　慌あわてて近寄ってきた彼の手から、素す早ばやく逃にげる。

「俊哉、話を聞いてくれ」

「話？　今さら、なんの言いわけだよ？　もう、みんな姉ちゃんから聞いたって言ったろ！」

「本当に？　本当に、由香里さんは私の気持ちも全部話したのか？」

　──玖珂さんの気持ち？

　玖珂さんの目的は、最初から、あんたと暮らすことだよ、と姉は言った。この場合、ただ一いつ緒しよに住むだけじゃないことぐらい、嫌というほどわかっている。

「私は……君をずっと好きだったんだ」

「うるせえよ！　気持ち悪いんだよっ」

　耳を塞ふさいで、激しくかぶりを振ふった。

　玖珂さんの動きが瞬しゆん間かん凍こおりついたように止まり、傷ついたようにその瞳ひとみが翳かげった。

　言ってはいけないことだったのかもしれない、となぜか胸が痛む。傷つけられたのは俺のほうなのに。騙されて、酷ひどい目にあったのは俺のほうなのに、なんで玖珂さんが傷ついた顔をするのか。

「……そうだよな。うん、普ふ通つう、そうだと思う。私がこんなことを言っても、気持ち悪いだけだろう。だから──こんな汚きたない手を使った。どんな汚い手を使っても、君を手に入れたかったからだ」

「勝手なこと言うなよっ。そのために、両親や俺がどんな思いをしたと…」

「最初は……本当に、由香里さんと結けつ婚こんするつもりだったんだ」

　えっ、と思わず息を吞のんだ。

　姉は、最初から偽ぎ装そう結婚だったと言った。でも、玖珂さんはするつもりだった？　なら、どうして？　二人の意思が食い違ちがったのは、やはり姉のせいなのか？

「俊哉、前に由香里さんの忘れ物を届けに、本社ビルに来たことがあっただろう」

　本社ビルには、何度か行ったことがある。弟は下僕と言って憚はばからない姉が、忘れ物をしたりちょっとしたお使いを言いつけたりして、俺はなにかにつけ呼び出されたものだった。その当時、俺は高三の受験生で勉強しなければいけなかったというのに──いや、姉には受験したくないという本音がバレバレだったので、遠えん慮りよなくパシリにさせられていたのだった。……それが、なにか？

「一度、受付で会ったことがあるんだよ。……覚えてないかな」

　全然記き憶おくになくて、首を傾かしげる。

　会ったっけ？　必死で記憶の糸を手た繰ぐり寄せる。……そうだ、そういえばずいぶん前、受付で声をかけてきた男がいた。

「仲がいいね」と言われたんだったか、「いい弟さんだね」だっただろうか。誰だこいつ、と俺はうさん臭くさげに見ておざなりに頭を下げたのだけれど、そのあと姉に「社長の息子むすこだよ、ちゃんと挨あい拶さつもせずにあんたったら！」と怒られた。それなら先に言えよ、と憤ふん慨がいして──ああ、でもその時の男の顔が思い出せない。思い出せないというよりも、覚えていないのだ。

「私はその時に、君に一ひと目め惚ぼれした」

「ええっ」

　──ということは、この人はもともと女性は駄だ目めなのか？

「玖珂さん、ゲイなんですか？」

「いや」

　彼は軽くかぶりを振る。

「正確に言うと、バイかな。女性を愛せないわけじゃない。ただ、どちらかといえば、精神的な部分では同性のほうがより安心できるんだと思う。……世の中はまだまだ同性愛者には厳しいからね、好きこのんで茨いばらの道を歩くよりもと、女性と結婚して家庭を持つつもりでいたよ」

　少し自じ嘲ちよう気味な口くち振ぶりだった。同性のほうが安心できるといいながら、世せ間けん体ていを気にして普通の生活をしようとする自分を嫌けん悪おしているみたいだ。

　でも、できるのならそのほうが楽に生きられると思うし、それは悪いことじゃないと思う。それなのに──なんで無理やり俺を手に入れようなんて思ったんだ？

「そのあとすぐに、由香里さんを食事に誘さそった。明るくてあっさりした性格で、綺き麗れいな女性だったし、私は彼女のことも気に入っていたんだ」

　それに、と彼は言葉を継ついだ。

「なによりも、彼女と結婚すれば君の義兄あにになれる。君と近しい存在になれれば、それでいいと思った。ご実家の仕事を援えん助じよするのも、結果的にはすべて君のためになる」

「そんな…」

　そんなつもりで姉との結婚を決めるのは、はたしていいことなんだろうか。それは姉にとって、歓かん迎げいできることじゃないような気がする。

　俺がそう思ったのを、彼も察したようだった。

「由香里さんは、聡そう明めいな女性だ。私の下心に、すぐ気づいた。彼女は言ったよ。自分を好きで結婚したいわけじゃないのはもうわかっている、事情があるなら話してほしい、協力できることならしてあげる、黙って利用されるのは性しようにあわないってね」

　あの姉が、よくキレずに冷静に玖珂さんと話したものだと思った。姉はむちゃくちゃプライドが高いのだ。

　昔、「あなたの前に壁かべがあります、どれくらいの高さでしょう？」という、心理テストをした時に、姉は「超ちよう高層ビル並みの高さ」と答えた。それは、プライドの高さを意味しているらしかった。姉のプライドは超高層ビルなのだ。ちなみに俺は「ひょいっと跨またげるくらい」と答えて、そういうのは壁じゃないとみんなに笑われたのだった。

　そんな姉だから、自分を利用するつもりで玖珂さんが近づいてきたなんてわかったら、大暴れしそうなものだ。それとも、やはり相手によるのか。まさかと思うけど、自分を利用しようとした復ふく讐しゆうに、反対に利用してやろうと考えたりはしていないだろうか。

「私は、彼女の優やさしさに甘えて、すべてを打ち明けた。彼女は怒おこりもせずに、なんとかしてあげると言った。その代わり、アメリカで暮らす夢を叶かなえてくれと。そして私たちは、今回の計画を練ったんだ」

「……なんだよ、それ」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

　もう怒りを通り越こして、力が抜ぬけていってしまう。気力が萎なえて、言葉も出ない。

　──俺は、姉に売られたも同然じゃないか。姉の夢と引き換かえに、取り引きの材料にされたと言ってもいい。

「あんた、バカじゃねーの…？」

　それ以外、どう言えばいいんだろう。

「こんな七しち面めん倒どう臭くさい真似まねをして……金だって、いったいどれだけ使ったんだよ？　結局、姉ちゃんにうまいこと乗せられて、散財しただけじゃないか！　いくら金持ちだからって…」

「いくらかかってもかまわなかった。君を手に入れられるなら」

　力ちから尽つきていた怒りが、再びむくむくと湧わき起こる。

「……フザケんなっ。金で気持ちを買えると思ってんのかよ？　俺は……俺は、そんなに安い人間じゃないんだっ。あんたは金さえ出せば、なんでも思い通りにできると思ってるのかもしれないけどな！　それに俺はあんたのものになんかなってない。契けい約やくだから、頑がん張ばってきたけど……あんな契約、成り立たないっ。玖珂さんは、俺を騙だましたんだ！　だから、契約は無効だ。そうだろ？」

　ビシッと指を突つきつけて言い放ち、俺はくるりと踵きびすを返す。

「俊哉」

　狼狽うろたえたような声が追ってきたが、当然無視だ。

　寝しん室しつに入ってウォークインクローゼットを開け、持ってきたまま手つかずだった自分の荷物を取り出した。素す早ばやく着き替がえて──今着ているものは、靴くつ下したに至るまで玖珂さんと南条さんが用意したものだったのだ──荷物を手に、寝室を出る。

「……俊哉、どこに行くつもりなんだ」

　青ざめた顔で、玖珂さんは俺を見ていた。

「どこにって、決まってんだろ」

「待ってくれ。私が卑ひ怯きようだったのは認める。やり直させてほしい。私は君を…」

「うるせーんだよ！　俺、今あんたの顔見ていたくない。しばらく頭を冷やすから、ほっといてくれ」

　吐はき捨てて、追いかけてくる彼を振りほどき、靴を履はくのももどかしく部屋を出た。そのまま急いで専用エレベーターに飛び乗り、階下に降りていく。

「お出かけでございますか」

　笹林さんが、にこやかに声をかけてきた。

「……いろいろお世話になりました」

「は？」

「俺、今日でここを出ていくことになりましたので」

　いつも穏おだやかな顔をしていたコンシェルジュは、初めて動どう揺ようしたように目を瞠みはった。

「それじゃ」

　してやったりという気持ちは微み塵じんも湧いてこず、なぜか良心の痛みのようなものが込み上げてくる。後ろ髪がみを引かれるというのは、こういうことなのか？

　未練などあるはずもないのに、このまま家に帰ってもいいんだろうかと迷っている。迷う必要なんかない。俺は騙されて、売られてきたのだ。だからって、黙だまって泣き寝ね入いりするつもりはない。

　これで姉への援助が打ち切られようが、ウチへの仕事が回されなくなろうが──……そうだ、そしたらウチの印刷所はどうなる？

　思わず止まりかけた足を、勇気をかき集めて前へと動かす。

　あの契約はなくなった。玖珂さんは無む駄だ金がねを使って大損をしたかもしれないが、俺だって失なくしたものはある。それに、騙されたという事実がある。

「……慰い謝しや料りよう代わりに、仕事だけは回してもらわなくちゃ」

　厚かましくなんかあるものか。これは当然の権利だ──……と思いたい。
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　久しぶりに帰った実家は、かつてない活気に満ち溢あふれていた。

　小さな工場内には、知らない顔もある。

「あら、俊哉！　帰ってたの？」

　俺を見つけて、母が驚おどろいたように声を上げた。

「うん…──ただいま」

「まあまあ、帰るんなら電話してくれればいいのに。どうしたの、いったい。圭一郎さんのお世話はいいの？　なに、お使いの途と中ちゆうで寄ってくれたの？」

　明るく陽気に、母は言う。そんな吞のん気きな話じゃないんだよ、とも言えないので、苦く笑しようして適当な言葉を探す。

「……や、ちょっと帰ってきただけ」

「ちょっとって…」

　サッと母は顔色を変えた。

「あんた、まさか──粗そ相そうして追い出されたんじゃないだろうね？」

「え、ええ？　違ちがうよ！」

「まったく、だから最初から心配してたのよ！　ほら、謝りにいこう。母さんも一いつ緒しよに行ってあげるから！」

　早トチリした母が、オロオロしながらエプロンを外す。

「いったいなにをしたの？　圭一郎さんの大事なものを壊こわしたとか、とんでもないものを食べさせて叱しかられたとか？　……まさか、お預かりしている生活費を使い込んだんじゃないだろうね？」

　──俺ってばなんて信用がないんだろう、と情けなくなってしまう。

「違うって言ってるだろ。俺、ずっとこっちに帰ってなかったから、ちょっとお休みもらったんだよ。それだけ！」

「……あら、そうなの」

　思わずついた噓うそを信じて、母はホッとしたように胸を撫なで下ろした。

「よかったわァ。圭一郎さんのおかげで、いろいろ仕事を回してもらえてね。玖珂物産だけじゃないのよ。取り引き先もいくつか紹しよう介かいしてもらえたのよ。おかげでウチは大おお忙いそがし。土日のお休みも返上でね。……本当に助かったよねぇ。由香里があんなことしちゃって、もう一家心中するしかないと思ってたのに……ああ、でもこれも圭一郎さんのおかげだけど、俊哉が頑張ってくれてるからだもんね！　ありがたいと思ってるよ、本当に。さ、じゃあ、ゆっくりしといで。今夜はあんたの好きな串くしカツにしてあげるよ。お休みって、何日ぐらい貰もらえたの？」

　ペラペラと、まるでマシンガンのような勢いで捲まくし立てる母に、本当のことが言えるはずがない。どう説明すればいいのだろうか。そして、俺が帰ってきたばかりに、仕事が打ち切られる可能性は大なのに。

　慰謝料を請せい求きゆうするといっても、そんなものが認められるかどうか──。

「……母さん、姉ちゃんから連れん絡らくあった？」

　はしゃいでいた母は、ふっと表情を硬かたくして首を横に振ふった。

「そう」

　姉は、連絡していないのだ。

　もちろん、本当のことは両親には言えないだろうから、姉にとってこの家は敷しき居いが高いに違いない。ホームシックになって声を聞きたいと思っても、おいそれと電話などしてこられないだろう。

　美味おいしいとこ取りしたように見える姉だけれど、それなりに失うものはあったということなのか。

「お父さん、今手が離はなせないから、あとでゆっくり話すといいよ。……でも、由香里のことは口にしないようにね。機き嫌げんが悪くなっちゃうから」

　姉の話をすると怒られるのだと、母はぼやいた。

「わかった。……ねえ、あの人たち誰だれ？　もしかして、アルバイト？」

「そうそう。あとで紹介するわね。正社員を二人雇やとったのよ。あと、大学生のバイトの子が一人、手伝ってくれてるの。それでなんとかやってるんだけどねぇ、まだちょっと手が足りなくて。もう一人アルバイトを増やそうかって、お父さんとも話していたところ。みんな、いい人たちよ。圭一郎さんの紹介でね…」

　母はウキウキと声を弾はずませる。

　ここではまるで、玖珂さんは正義の味方だ。実際俺だって、本当のことを知らなければそう思って絶対の信しん頼らいを置いていたのだし──……。

　玖珂さんの手を放すと、これらはみんな夢の中のことみたいに消えてしまうのだろうか。その時俺はどうすればいいんだろう。

　俺には玖珂さんのような財力もなく、力もない。なんの役にも立たない。……なにもできない。女のように玖珂さんに抱だかれて、その見返りを施ほどこされるだけの存在でしかないのだ。

　どうしようもない惨みじめさを胸に抱かかえて、母おも屋やに戻もどり、とぼとぼと階段を上った。久しぶりの自室に入ると、そこはもうすでに誰か他人の部屋のようなよそよそしさだ。

「……ちぇ、物置にされてら」

　季節を過ぎた炬こ燵たつやストーブが無造作に置かれ、布団ふとんが積まれている。俺の居場所がない。お前の帰ってくる場所はここじゃないよ、と言われてるみたいだ。

　でも──じゃあ、どこに行けばいいんだ？

　玖珂さんのマンションにはもう戻りたくないし、戻れない。俺はなんて中ちゆう途と半はん端ぱなところに、ぶら下がっているんだろう。

　はあ、とため息をついて、周囲を見回す。

　三歩も歩けば壁かべにつき当たるような、狭せまい部屋だ。ただでさえ狭い面積に、ベッドや本ほん棚だなや簞たん笥すが詰つめ込まれたうえ、今はよけいな荷物まで積んであるからさらに窮きゆう屈くつなのだ。

　たった一か月なのに、あまりにも広い部屋で暮らしたせいか、目がそれに慣れてしまったようで、これまで住んでいた部屋がやたらと狭くて貧びん乏ぼう臭くさく感じてしまう。天てん井じようも低いし、壁も汚きたないし──息が詰まる。

「人間って、贅ぜい沢たくに慣れるのは早いっていうもんな」

　独り言ごちて、とりあえず散らばっているものを片かた隅すみに寄せて片づける。ちょっとでも居い心ごこ地ちをよくすれば、疎そ外がい感かんにも似たこの気持ちが楽になるだろうか。

「俊哉ー」

　声がして、母が顔を見せた。

「ごめんねぇ、あんたの部屋にいろいろ置かせてもらっちゃって。邪じや魔まになるかもしれないけど、お休み、二、三日なんでしょ？　だったら端はしに寄せて……ああ、もう寄せてるのね。じゃあ、お母さんちょっと買い物に行ってくるから。なにか欲しいものはある？」

「とくにない」

「そう。じゃあ、ゴロゴロしてなさい。自分の部屋は、やっぱり落ち着くでしょう？」

　母はやけに機嫌がいい。久しぶりに帰ってきたからなのか、ずっと家にいたころにはゴロゴロしててもいいなんて、口が裂さけたって言わなかったのに。

　またぽつんと一人取り残されて、机の前に座った。大学受験のための参考書やテキストが、埃ほこりを被かぶっていた。引き出しを開けると、最悪だった模も擬ぎ試験の結果表が入っている。

「……遠い昔のことみたいだな」

　苦笑して呟つぶやいた。

　俺はこれからどうしよう？

　することがなにもなくなってしまった。この部屋にいても落ち着かない。

　せっかく母公こう認にんでゴロゴロできるというのに、全然そんな気になれないのだ。結局十分も経たたないうちに、俺は階段を降りてふたたび工場へと向かった。

「おう、俊哉。ちょっと待ってな、キリのいいところまでやっちまうから」

　父は楽しげに、威い勢せいよく声を上げる。

「いいよ。……それより父さん、俺、なにか手伝うことない？」

「なに言ってんだ、お前はゆっくりしてろ。普ふ段だん、気ばかり遣つかってくたびれてんじゃねぇのか？」

　それだけ言って、父はまた機械に向かう。それ以上話しかける隙すきもない。

　新しい印刷機は、順調に動いているようだ。見慣れない人たちが忙せわしげに働き、なんだか知らない場所のようだった。

　──玖珂さんはどうしたかな。

　ふと浮うかんだ思いに、冗じよう談だんじゃないと、ブンブン頭を振って追い出した。

　どうして俺が、玖珂さんのことなんか考えなきゃならないんだ。いくら手持ち無ぶ沙さ汰たで暇ひまだからって、考える必要もないことだ。

　でも……俺も少し言いすぎたかもしれない。

　いくら騙だまされたのが腹立たしくて許せなかったからとはいえ、真面目まじめに「好きだ」と言ってくれたのに、気持ち悪いとまで言ってしまった。

　実際──気持ち悪かっただろうか。……そうでもなかった、と思うのは、変だろうか。言いすぎたと悔くやんでいるから、良心の呵か責しやくが俺にそう思わせているだけだろうか。

「……あっ」

　ドン、と肩かたになにかがぶつかった。

「すみません、そこ…」

　困ったような声がして、見ると、大おお柄がらな男が段ボール箱を抱えて立ち往生している。これがバイトの大学生らしい。

「俊哉っ、そこにいると邪魔だから、部屋行ってろ」

　父が怒ど鳴なった。

「ごめんなさい」

　アルバイトに頭を下げて、俺はまたすごすごと母屋に戻る。──本当に居場所がない。

　アルバイトなんか雇うくらいなら、俺に手伝わせてほしいのに、とムカムカした。同時に、なにをすればいいのかわかりもしない俺が現場に出ても、邪魔になるだけかとへこんでしまう。ちゃんと指示してくれれば、じきに慣れるだろうとも思うのだけれど……そうだ、夕食の時に話してみよう。

　俺だって、なにもせずにゴロゴロしてるばかりというわけにはいかない。この家に戻ってくるならば、ちゃんと働かなければ。

　もう受験勉強をする気はない。玖珂さんのところにも戻れないのだし、父に印刷の仕事を教えてもらおう。そして、跡あと継つぎとして頑がん張ばろう。

「……俊哉、どうしたの、そんなところで」

　大きな買い物袋ぶくろを手に、母が帰ってきた。台所の隅っこで膝ひざを抱えている俺を見て、目を丸くしている。

「具合でも悪いの？」

　ううん、と首を横に振った。

「……なんか居場所がないってゆーか…」

「なにバカなこと言ってんのよ。ほら、お刺さし身み買ってきたよ。あんた、好きでしょう。マグロのブツ切り」

　母はニコニコ笑いながら、スーパーのパック入りのブツ切りを見せてくれる。色の薄うすい、水っぽそうなマグロだった。

　玖珂さんが食べさせてくれた、産地直送のマグロは美味うまかったなあと、また思い出してしまう。赤身から大トロはもちろん、カマトロまで食べさせてもらった。口に入れたら、本当に舌の上で蕩とろけてしまった。両親にも食べさせてあげたかった。

「母さん、なにか手伝わせて」

「ええ？　いいわよ、そんな…」

「暇で死にそう」

　冗談でもなくそう言ったら、母は渋しぶ々しぶいんげん豆の筋取りをさせてくれる。

「あらァ、手て際ぎわよくなっちゃって。そうよねえ、圭一郎さんのところで毎日おさんどんしてるんだものね。なんだかねえ……複雑だわ、お母さん」

　言葉どおり、母は本当に複雑な表情を浮かべている。

「今の時代、男の子も料理くらいできてあたりまえだし、そのほうがいいんだろうけど…。お父さんのお母さん、つまりお祖母ばあちゃんね、厳しい人だったから。男子は廚ちゆう房ぼうに入るべからずって、お母さんがちょっとお父さんになにか頼たのもうものなら目を三角にして怒おこってね」

　母が姑しゆうとめのことをこんなふうに話してくれるのは、初めてかもしれなかった。祖母は俺が小学校に上がる年に病気で亡なくなっていたから、嫁よめ姑の関係がどうだったのか、詳くわしいところはわからなかった。

「昔はそれがあたりまえだったしね、だから、なんだか変な感じよ。まさか由香里がアメリカに行ってバリバリ働いちゃって、あんたがお手伝いさんみたいなことするようになるなんて」

　普ふ通つうは反対じゃない、と母は淋さびしそうに呟く。

「母さんさ、俺が帰ってきて家で働きたいって言ったら…」

　思いきって、口にする。

「……あんた、やっぱりなにかあったのね？」

　みるみる母の眉み間けんに皺しわが寄った。そんな顔をされたら、どうしても本当のことは言えなくなってしまう。

「違ちがうって。今すぐじゃなくてさ、ゆくゆくは……玖珂さんだって、姉ちゃんとのことを向こうのご両親にも話さなきゃなんないだろうし、そうなったら新しい縁えん談だんだって…」

「そうねえ。……圭一郎さんが、折りを見て話すから心配しなくていいって言ってくれるもんだから、つい甘えちゃってるけど…──いつまでもこのままってわけにもいかないわね」

　母の言葉にちょっと驚おどろいて、手を止める。

「……玖珂さん、ウチに来たことあるんだ？」

「え？　二度ほど来てくれたのよ。俊哉は全然帰ってこないし、滅めつ多たに電話もかけてこないけど」

　親不孝者、と言外に責められているようで、思わず「ごめん」と謝る。

「慣れない生活で余よ裕ゆうがないんだろうって、謝られちゃってね。俊哉くんを巻き込んですまないと思っているけれど、本当に助かっているって。あんたの作るご飯も美味おいしいって言ってたよ。……あんたのこともね、悪いようにはしないってさ。ちゃんと考えてくれてるみたいよ。落ち着いたら大学行って、ゆくゆくは玖珂物産で働いてほしいって。もちろん、俊哉がそうしたいって言うんならの話だけどね。お父さん、もう喜んじゃって。今も、圭一郎さんのおかげで仕事貰もらえて、そのうえあんたのことまで面めん倒どう見てもらってるんだからね。……本当なら、由香里のことで、どれだけお詫わびしたって取り返しがつかないのに」

　しんみりした口調で母が言うのに、違うんだよ、と否定したかったのにできなかった。

　──騙されてるんだ、父さんも母さんも。これは全部、あいつの立てた計画なんだよ。俺たちはみんな騙されて、あいつのことをいい人だって思い込んで……でも本当は全然違う。あいつはただ、俺を……俺のことを…。

　言えるわけがない、こんなこと。

　それに、落ち着いて考えてみたら、俺のどこにそんな値打ちがあるのだろう。どこといって取り柄えもない、なにもできない平へい凡ぼん以下の人間だ。

　金持ちでイケメンで、仕事もできて家いえ柄がらもいい──そんな玖珂さんが、あれこれ策を練ってまで手に入れたいと思うような存在じゃない。まだ姉と結けつ婚こんするというほうが、信しん憑ぴよう性せいがある。俺が本当のことを言っても、一いつ笑しように付されるのがオチだ。いや、だいたい……本当に、本当のことなのか？

　俺は揶揄からかわれただけじゃないのか？

　だけど──現実に、彼は俺の身体からだを好きなように扱あつかったし、真しん剣けんな顔で「好きだ」とも言った。姉も彼の目的は、俺と暮らすことなのだと……。

　頭が変になりそうだ。

　そんなことが現実にあっていいのか？　そして、本当だからと全部なにもかもブチ撒まけて、せっかく今の状態を幸せだと思っている、なにも知らない人たちを傷つけてもいいのか。

「……由香里もねえ…落ち着いたら、連れん絡らくしてくれるんじゃないかと思うのよ。あの子も、よっぽどのことがあったんだよ。お母さん、それに気づかなかった。可哀かわい相そうなことしたわ。だから、連絡があったら、もうなにも心配しなくていいよって言ってあげたい。……俊哉も、由香里のこと許してあげてね」

　──そんなこと言われても。

　絶対に許さない、と心に決めたばかりだ。母は姉のしたことを知らないから、そんなことが言えるのだ。それとも──もし知ったとしても、姉を許してやれと言うだろうか。

　女の子じゃあるまいし、男なんだから大目にみてやれと言うかもしれない。仮に俺が女だったとしても、相手は家族の面めん倒どうまでみてくれて、責任取る気バリバリで……。

　じゃあ、怒っている俺が悪いのか？　俺が我が慢まんすれば、全部丸く収まるのか？　……って、違うだろう！

　我慢していたのか、俺は？

　……そうじゃないだろう。

　玖珂さんに優やさしくされて、贅ぜい沢たくに慣らされて──身体の関係は、両もろ手てを挙げて大だい歓かん迎げいというわけにはいかなかったけれど、優しくしてもらったことぐらいわかってる。

　玖珂さんとの生活は、楽しかった。失うことを考えたら不安になって、悲しくなるくらい……どんどん大事になっていった。

　ただそれが、全部噓うその上に構築されていたものだってことが許せなかっただけだ。騙だまされていたのが悔くやしいのだ。

　俺も、俺の人生もなにもかも、彼の手の中で簡単に転がされる程度のものでしかないようで──たとえ俺のプライドが足で跨またげるくらいの低さだったとしても、人としてこれはどうしてもどうしても譲ゆずれない、許せないことなんだ。

　どんなに謝られたって、許せないんだ。

「……俊哉、本当は今の生活、辛つらいんじゃない？」

　心配そうに覗のぞき込まれて、慌あわてて「そんなことないよ」と言った。

　俺がどんな思いを抱かかえていたとしても、母によけいな心配をかけたくなかった。俺がこの家も両親も守るのだと誓ちかった。その思いは今も変わらない。

「俺より、玖珂さんのほうが大変だよ。……俺、やっぱり料理下手だし。材料がいいから、そこそこの味にはなるけどさ。母さんにも食べさせてやりたいなって思うような、贅沢なものが冷蔵庫にぎっしり詰つまってるんだよ」

　適当に、いいことだけを並べていく。

　嬉うれしそうに聞いている母を見ながら、この先どうすればいいのかと考える。もう玖珂さんの家には戻もどれないというのに──噓の上に噓を重ねて、俺はいったいどうするつもりなのか。







　久しぶりの賑にぎやかな食事を終えて部屋に戻ると、携けい帯たいに姉からのメールが届いていた。

　見ないで削さく除じよしてしまおうかと思ったものの、さすがにその勇気もなくて、メールを開いてみる。





　──今度発たったら、しばらく帰ってこられないと思う。

　　　圭一郎さんから聞いたよ。あんたが怒る気持ちもわかるけど、許してあげてよ。圭一郎さん、あんたのことずっと本気で好きだったんだからさ。私にも、俊哉のことを絶対幸せにするからって約束したんだよ。圭一郎さんが真剣だったから、私も協力して、こんな大がかりな芝しば居いしたんだし。私だって、微び妙みようだったんだよ。圭一郎さんのこと、好きだったんだからね。まさか弟のほうがいいと言われるなんて、私の立場どうなんのよ。いつもの私なら、訴うつたえてるよ。






　勝手な言い分だと思った。

　訴えてやりたいのは、俺だ。

「……だいたい、順番が違うだろ」

　メールを睨にらんで、ブツブツと文句をつける。

　普通なら、言葉があって行動があると思う。でも、好きもなにも、ついさっきまで俺は知らなかった。知らないまま、言いなりに身体を開いていた。それが取り引き材料だったからだ。身を売っていたのと同じだ。

　もし姉からのメールを、俺が見なかったら。もし玖珂さんが携帯を忘れたりしなかったら。俺は今でもなにも知らないまま、あの部屋で彼のために食事を作り、風ふ呂ろを沸わかし、服を脱ぬいでベッドで待ってたってことか？

　いつかはわからないけれど、すべてが露ろ見けんするまであの生活は続いていたのだろうか。いや、こんな形でバレなければ、一生知らなかったかもしれないのだ。一生──俺は騙され続けたのか？　玖珂さんの気が変わるまで？

　考えたってどうしようもないことばかりなのに、どうしたって考えてしまう。しかも、考えは悪いほうへ悪いほうへと転がっていく。

「クソ…ッ」

　気分はへこむ一方で、耐たえられなくなってきた。

　外で頭を冷やそうと、ポケットに財さい布ふだけ突つっ込んで外に出る。久しぶりに、コンビニにでも行こう。

　そして、玖珂さんが逆立ちしたって食べないような、安っぽいアイスでも買い食いしてやろう。玖珂さんのところの冷蔵庫には、高級アイスクリームしか入っていなかった。どれもこれも、それは美味しかったけれど──今は、後味のあまりよくないソーダ味の氷の塊が堪たまらなく懐なつかしい。

「俊哉、どこ行くの」

　下に降りたら、すかさず母から声がかかった。どこもかしこも狭せまいから、ウチでは隠かくれて行動することなんかできない。全部把は握あくされている感じがする。

「んー……コンビニ。なんか買ってくるものある？」

「ないけど、どうしたの？」

「アイス食いたいなって」

「冷蔵庫に、いくつか入ってるわよ」

　アイスは口実で、そのへんをうろうろ歩きたかったんだけどな、と思いつつ、せっかくなので冷れい凍とう室しつを開けてみた。

　珍めずらしく、ハーゲンダッツのアイスが入っている。

「……これ、母さんが買ってきたの？」

「そうよ。すっごく美味おいしいわよ。お母さん、なんとかナッツっていうのが好き」

　フーン、と頷うなずき、「やっぱり行ってくる」と玄げん関かんに向かった。

「俊哉の食べたいの、入ってなかった？」

　ガッカリしたように、母が聞く。

「うん。……子供のころに食った、ソーダ味のアイスキャンデーが食いたいんだ」

「ええっ」

　言った途と端たん、驚おどろかれてしまった。

「……なんだよ」

「だってあんた、あんな安っぽいアイスは嫌いやだって言ってたじゃないの。アイスならハーゲンダッツだって、うるさく言うから…」

　──そんなことを言ったんだっけ、と考える。

　言ったかもしれない。ほんの一か月前までは、俺の知っているアイスの中で、ハーゲンダッツが一番の高級品だった。母が普ふ段だん買ってくるアイスが、あまりにもお粗そ末まつだったからついそんな文句を言ったのだと思う。

「知らないって怖こわいよな」

　靴くつを履はきながらため息をついて、外に出る。

　ぶわっと生なま温ぬるい風が吹ふいてきた。湿しつ気けを含ふくんだ、ベタつく風だ。

　五分くらい歩くと、コンビニの明かりが見えてきた。だらしなくサンダルを引き摺ずりながら店内に入り、目当てのアイスキャンデーを見つけて一つ買った。

　すぐに食べるからと、袋ふくろに入れてくれようとするのを断り、帰る道すがら封ふうを開けてかぶりつく。

「……けっこう美味うまいかも」

　昔と変わらない味は、やっぱり安っぽい嫌な甘さが舌に残るけれど、それも俺には似合っているような気がする。

　分相応というのは、こういうことなのだろう。

　俺には俺に似合った世界がある。彼には彼の──そこは、俺の住める世界じゃない。背せ伸のびをしてもどんなに頑がん張ばっても、無理なことがある。

「なに考えてんだ、俺。……背伸びする必要ねーっつーの。だいたい、もう関係ねーんだし。つーか、もともとあっちが強ごう引いんに…」

　忘れようとするそばから玖珂さんのことを考えてしまい、フルフルと頭を振ふった。

　俺は玖珂さんに憧あこがれていたわけでもなく、彼の住む世界に入りたいと思ったわけでもない。こっちが俺の現実だ。

　狭い部屋で、百円のアイスキャンデーを汗あせをかきながら食って──いつも適温に空調の利きいた、豪ごう華かな部屋の贅ぜい沢たくな食事が懐かしいなんて、思うわけない。もう玖珂さんのことは考えない。記き憶おくの中から消去してしまおう。この一か月間は、なかったことにするのだ。

　なにもなかった。俺は、男となんか寝ねてないし、あんなヤツ……──。

「……あれ…？」

　思っていることと、やっていることが違ちがう。

　気がついたら俺は電車に乗って、玖珂さんのマンションがある場所の最も寄より駅で降りていた。いつアイスを食べ終わったのかも覚えていない。ただ、手がベタベタしているのと、口の中に後味の悪さが残っているので、夢じゃなかったと思うくらいだ。

　サンダル履きのまま、俺は彼のマンション近くまで来てしまっていた。

「……なにやってるんだ、俺」

　こんなところに来て、どうするのだ。

　笹林さんにも出て行くと宣言したし、戻もどったところで鍵かぎも持っていない。……着の身着のまま、かろうじて財布を持っているだけだ。

「バカみてェ」

　ここの生活に未練なんかないはずなのに。

　この先も仕事を回してもらえるように、一度は玖珂さんと話をしなければならないだろうけれど、それは今夜でなくてもいい。明日か明後日あさつてか……もっともっと先でもいい。そうだ、仕事をもらえなくなった時に、文句を言いにくるので充じゆう分ぶんかもしれない。

　帰ろう、とくるりと踵きびすを返し、ふたたび来たばかりの道を戻る。駅までもうすぐ、と思った時だった。

　すぐそばを通り過ぎていった乗用車が、背後で停とまる気配がした。

　とくに気に留めず、俺は振り返りもしなかったのだが、車のドアが開いて慌あわただしく誰だれかが降りてくる。

「俊哉っ」

　声をかけられ、ギョッとして瞬しゆん間かん足が竦すくんだ。

　振り向かなくてもわかる。この声は、玖珂さんだ。

「俊哉、待ってくれ！」

　足音が近づいてきて、後ろから肩かたを摑つかまれる。咄とつ嗟さに振り払はらって駆かけ出そうとしたが、もう一人べつの人間の影かげがあるのに気づいた。

　どうやら運転をしていたのは玖珂さんではなかったようで、会社の運転士かなにかかと思えば、南条さんだった。

「よかった。ほら、帰ってきたじゃないか。だから言ったんだ、心配することはないって」

　ねえ、と同意を求められても、どう答えればいいのかわからない。

「今、君のご実家まで行ってきたところなんだよ。俊哉くんが出ていったって、圭一郎がもう身も世もなく嘆なげくもんで」

　揶揄からかうように南条さんが言い、俺はやはり返事ができないままその場に立ち竦む。と、玖珂さんがふらりとこちらに一歩近づき、反射的に俺は飛び退のいて一定の距きよ離りを保った。

「俊哉くん？」

　南条さんは、不思議そうに俺と玖珂さんを見比べている。不ふ穏おんな空気が流れているのを感じてか、彼はぎこちなく微笑ほほえみながら言葉を継ついだ。

「……えーと、とにかく、こんなところで立ち話もなんだから、家帰ろうか」

　唇くちびるをギュッと引き結んだまま、俺はかぶりを振った。

「俊哉」

「俺、戻らないから」

　じゃあどうしてこんなところにいるのかと問われれば、また黙だまるしかなかったのだろうが、玖珂さんはなにも言わずにいきなり道路に膝ひざを突ついた。

「頼たのむ」

　南条さんは仰ぎよう天てんしたように、「お前なにやってるんだよ」と声を上げている。俺だって、びっくりだ。

　この人──なにやってるんだ？　まるで、結けつ婚こん式しきの時の両親のように……披ひ露ろう宴えん後の俺みたいに、なりふりかまわずに土下座なんかして。

「帰ってきてくれ、俊哉。私が悪かった。頼むから、帰ってきてほしい」

　深々と頭を下げられ、困るなんて生易しいもんじゃない。

　夜遅おそいとはいえ、街灯や店や家の電気が洩もれて、周囲は充分明るいのだ。人通りだって少ないけれど、まったくないわけじゃない。

　大の男が──しかもこんな、見るからに高級そうなスーツを着た、非の打ち所のない立派な男が、俺みたいなどこから見たっていい加減な子供相手に……なにやってんの？　みっともないというよりも、俺のほうが悪人に見えるじゃないか！

「俊哉、すまなかった」

　臆おく面めんもなく、彼は謝り続ける。

「……やめろよ！」

　堪たまらずに、声を上げた。

「今さら……謝られたって、そんなことされたって、困るんだよ！」

　俺の声がデカかったのか、少し離はなれた場所を歩いていた人が足を止めてこちらを見ている。それ以外にも、なんだなんだと遠巻きに窺うかがう連中が増えてきた。

「圭一郎」

　南条さんも気づいて、玖珂さんを立たせようと腕うでに手をかけた。その手を振り払い、彼はじっと俺を見てからさらに頭を下げた。

「卑ひ怯きようなことをした。だが、そうするしかなかった。……許せないという俊哉の気持ちもわかる。だから、償つぐなわせてほしい。どんなことでもする。君が嫌いやだというなら、もう指一本触ふれない。そばにいてくれるだけでいい。だから帰ってきてほしい。君のいない生活は耐たえられない」

「やめ…」

　やめろったら、と言おうとした俺の背後で、ヒューッと誰かが口笛を吹ふいた。

「なんだァ？　ホモの痴ち話わ喧げん嘩かか？」

　下げ卑びた野次が飛んで、思わず俺は声がしたほうを睨にらみつける。

「そんなんじゃねーんだよっ。関係ないヤツは黙ってろ！」

「俊哉くん」

　相手にするな、と南条さんが止めた。彼は無理やり玖珂さんを立たせて車の助手席に押し込み、続けて俺を手招く。

「乗って。早く」

　周囲の視線に耐えきれず、しょうがなく言われるままに車に乗り込んだ。

　──あんなバカな真似まねをして、なにを考えているんだ。

　後部座席から、玖珂さんの項うな垂だれた頭部を見つめて胸の内で呟つぶやく。誰が見ているかわからないのに、地位も名めい誉よもある男がすることじゃない。普ふ通つうなら、考えられない。

「お前、ちょっとは人目を気にしろよ」

　同じことを思っていたらしく、南条さんが運転しながら叱しつ責せきする。

「……だいたい、あんな派は手でなパフォーマンスをするだけの度胸があるなら、姑こ息そくな手を使ったりしないで、正々堂々俊哉くんに気持ちをぶつければよかったじゃないか。下手に回りくどいことをするから、よけいに拗こじれるんだ」

　ねえ、とミラー越ごしにまた同意を求められたが、そうですねと言うわけにもいかないし、俺は黙り込むしかない。

　車はそのまま、マンションの駐ちゆう車しや場じようへと滑すべり込んだ。所定の位置に停止して、南条さんはため息まじりに呟く。

「で、これからどうするんだ？　二人とも」

　二人に、というよりは、俺に対して言っているらしい。顔を上げると、やはりミラー越しに彼はじっと俺を見ている。

「俺は…」

　まっすぐな視線が痛くて、目を伏ふせる。

「こいつ、とんでもなく取り乱して電話してきたんだよ。俊哉くんに全部バレたって。怒おこって実家に帰ってしまった、もう駄だ目めだって」

　玖珂さんが小さく「やめろ」と止めたが、南条さんは取りあわなかった。

「あんな状態の圭一郎に運転させたら、事故を起こし兼かねなかったから、俺がしょうがなく運転手になって鷹木家に駆けつけた。ところが君は、アイス買いに？　コンビニに行ったっきり帰ってこないっていうじゃないか。待っていてもなかなか戻もどってこないし、ご両親は恐きよう縮しゆくし捲まくっているし……今夜は出直そうってことになって、ここまで来たら君がとぼとぼ道を歩いていて…」

　そのあたりのことを説明しろと言われても、俺にも答えられそうにない。どうして玖珂さんのマンションにまた来てしまったのか──無意識の行動だったのだ。気がついたら、ここにいた。間ま違ちがいだと気づいたから、また家に帰るつもりだった。

「君だって、こういう形でこの一か月足らずの生活を終わらせたくないんだろう？」

　さりげない指し摘てきに、頷うなずくことができない。

　そうなのかもしれない、と思うのだけれど、じゃあどうしたかったのかが自分でもわからないのだ。

「圭一郎は、君に帰ってきてほしいと思ってるよ。……って、さっきの醜しゆう態たいを見てりゃわかると思うけど。格好つけの激しいこの男が、なりふりかまわず人目も憚はばからず、衝しよう動どう的てきに土下座までしちゃうんだから」

　そこまでさせたのは君だよ、と南条さんは言った。

　──そんなこと言われたって困る。

「圭一郎は、とりあえず自分の希望を言ったわけだから。あとは俊哉くんの気持ちだな。……君はどうしたい？　家に帰りたいというなら、もう止める理由もないし。もちろん、圭一郎の希望を叶かなえてここにいてくれるのなら助かるけど」

　今ここで、答えを出せというのか。

　少し待ってくれと言えば、もちろん待っていてくれるのかもしれない。だが──家に帰って、なんて言おう？

　両親は、玖珂さんたちが迎むかえにいったことで、さぞや気を揉もんでいるだろう。俺のことだけでなく、今後の自分たちのことも……。

　今家に帰っても、俺にはすることがない。

　──気持ちが揺ゆれているのがわかる。

「俺も、圭一郎は卑怯だったと思う。一応、反対はしたんだ。……まあ、結果的には手伝ったんだけどね。幼おさな馴な染じみのよしみで」

　南条さんはさらに言葉を続けた。

「俺からも頼むよ。少し……猶ゆう予よ期間を与あたえてやってくれないかな。さっき、圭一郎が言ってたように、もう無体な真似はしないと思うし、君はなにもしなくていい。そばにいてやってもらえないだろうか。そりゃ、どうしても嫌なら……止められないけど。君が嫌だと言って帰ったとしても、君のご実家への仕事には影えい響きようないからね」

　思わず顔を上げると、南条さんはまだ俺を見ていた。その視線が、大だい丈じよう夫ぶだよ、と言ってくれているようだ。彼の言葉に噓うそはないと思いたかった。

「……俺…」

　戻ります、と小さく呟いた。

「えっ、本当？」

「……今までどおり、家事をします。でも、寝しん室しつはべつにしてください」

　南条さんは満足げに頷く。隣となりの玖珂さんを肘ひじで軽く小こ突づき、「だってよ、よかったじゃないか」と声をかけた。

　玖珂さんは──「約束する」と言った。それから「ありがとう」と。

　その言葉を聞いて、俺のほうが卑怯なのかもしれないと思った。

　今度は、俺が彼を利用しているような気がしてきたのだ。自分に対する彼の気持ちを知ったうえで、あれこれと注文をつけて。

　本当に猶予期間が必要なのは、たぶん俺のほうなのに。
















　どうかしている、と思う。

　結局俺は玖く珂がさんの家に戻り、相変わらず家事に明け暮れている。俺の希望はちゃんと聞き入れられて、寝室は玖珂さんとべつになった。前に南条さんが泊とまった客間が、俺専用の部屋になって、使用していたベッドが運び入れられたのだ。

　玖珂さんは、どことなくよそよそしくなった。あれほどべったりとしていた日々が噓のように、彼は家にいないことが多くなった。

　朝は食事をしたらすぐに支し度たくをして出かけてしまうし、毎日帰宅は十時過ぎだ。夕食は、家で食べる時は秘書の人から連れん絡らくが入るようになり、連絡がない時は外ですませてくる。一週間のうちだいたい三日くらいは家で食べるけれど、それも遅おそい時間なので、俺には先にすませているようにと言う。

　平日はそんな感じで、休日はこのところ接待ゴルフや仕事が入っていて、ほとんど家にいない。

　俺は本当に、留守を預かる家政婦という立場だ。

　姉は再度渡と米べいし、日本を発たつ前にもう一度メールをくれたのだけれど、俺は結局返信しなかった。気分が落ち着いていないこともあったし、姉に対してどう言えばいいのかわからなかったのだ。

　アイスを買いにいく、と言ったっきり、そのまま玖珂さんのところに戻ってしまったので、あのあと家には電話をかけて「ホームシックになって、衝動的に戻ってしまった」ということで、平謝りした。母は心配していたようだけれど、もう大丈夫だからと言い張って納なつ得とくしてもらった。

　俺だって納得して戻ったわけじゃなかったから、まだまだ複雑なことに変わりはないのだけど──どうかしているのは、玖珂さんじゃなく俺のほうだ。

「……ふう」

　掃そう除じを終えて、一休みしようと冷蔵庫から飲み物を取り出した。ソファではなく、キッチンの片かた隅すみで喉のどを潤うるおし汗あせを拭ぬぐう。

　約束どおり、玖珂さんは俺に触ふれなくなった。指一本触れないどころか、手の届く距きよ離りにもいない。いつもある一定の距離を測ったように、少し離はなれたところにいる。

　俺はかえって、そんな彼を意識してしまう。姿が見えなくても、気になるなんてどうかしている。

　今朝は五時起きで、ゴルフに出かけた。

　朝早いので、適当に起きていくから君は寝ねていなさい、と言われた。悔くやしいから、ちゃんと起きて朝食も作って見送ろうと思っていたのに、目が覚めたらもう彼はとっくに出かけていて、一人がっくりと肩かたを落とした。

　まったく俺は役に立たないというか──前のほうがまだ、必要とされていた気がする。……身体からだだけかもしれないけれど。

　玄げん関かんのドアが開く音がして、慌あわててキッチンから飛び出した。玖珂さんは帰りは夕方になると言っていたのに、今はまだ昼過ぎだから、誰だれだろう、と不安になったのだ。

　もしかして、玖珂さんの家族か？　とドキドキしながら玄関に出てみると、玖珂さん自身が帰ってきていて、靴くつを脱ぬいでいるところだった。

「おかえりなさい」

　どうしたんだろうと思いながら声をかけると、彼は少し困ったような顔をして「ただいま」と言った。

「早かったですね」

「……ああ、すごい雨でね。引きあげてきた」

　そうだったのか、と納得する。

　今日行くゴルフ場は、御ご殿てん場ばだと言っていた。天気予報では曇くもりのはずだったが、はずれてしまったのだろう。

「お風ふ呂ろの用意をしましょうか？」

「いや、シャワーを浴びてきたから、いいよ。書しよ斎さいにいるから、俊哉くんは気にしなくていい」

　そう言って、彼は奥に引っ込んでしまう。

　後ろ姿を見送ってから、靴を片づけ、飲み物でも持っていこうかとキッチンに戻もどった。

　出ていかないでほしい、と頼たのまれたのは、昨日のことのようだ。俺が嫌いやならなにもしない、と言い、事実あれからなにもされていない。──もう半月が過ぎたのだ。

　そばにいてほしいと言いながら、全然そばにはいないと思う。

　一いつ緒しよに暮らし始めた最初から彼はなにを考えているのかわからなかったけれど──実際のところは、俺を騙だましていることがバレないようにと、玖珂さんも構えていたのだろうけれど──今はもっと遠いところにいるみたいだ。

　俺をずっと前から好きだったと言ったくせに、まるで知らん顔だ。

「……って、なに考えてんだ」

　思わず苦く笑しようを洩もらす。

　なんだか今の俺ってば、ちょっと恨うらみがましかった。

　もともと俺は、ただ彼の身の回りの世話をするために同居しただけだった。それが思いがけず〝妻代理〟だなんて肩かた書がきがついたものだから、夜の相手を強要されて──あれは俺が望んだものじゃないし、予想もしないことだったのだ。それがなくなって、普ふ通つうの状態に戻っただけなのに、なんだか物足りないような気がしているなんて本当にどうかしている。

　でも、今玖珂さんはどう思っているんだろう？

　家にはほとんど寝に帰るだけの毎日で、俺とも僅わずかしか顔をあわせないのに、それでもなお俺と一緒に暮らす意味があるんだろうか。まだ、俺に出ていかないでほしいと思ってくれているのか。

　コーヒーを淹いれてから、書斎のドアを叩たたくと、返事がなかった。

「玖珂さん？　入ってもいいですか？」

　声をかけてドアを開けたが、室内に彼はいない。どこに行ったんだろう、トイレかな、と思っていたら、寝室のドアが開いて玖珂さんが姿を見せた。

「すみません、寝室だったんですか。コーヒー…」

「ああ、悪いね。ちょっと出かけてくる。遅くなるかもしれないから、夕食は先にすませてくれていいよ」

　爽さわやかな色のサマージャケットに着き替がえて、彼は振ふり向きもせずに出ていってしまう。

　雨に降られて帰ってきたのに、結局十分も家にいなかった。

「ちぇー……」

　せっかくコーヒー淹れたのになあ、とぼやいて、仕方がないから自分で飲んだ。いい豆を挽ひいたのに、淹れ方がマズかったのか苦いだけだった。玖珂さんに飲ませなくてよかったかも、と思っていたら、今度はエントランスからの呼び出し音が聞こえてくる。

「……あれ、玖珂さん忘れ物したのかな…？」

　インターホンを取りにいくと、モニター画面には南条さんが映っている。

　慌てて繫つないで、玖珂さんは今出かけたばかりだと伝えた。もしかしたら、まだ駐ちゆう車しや場じようにいるかもしれないと思ったのだが。

「あ、そう、いいよ。ちょっと一休みしたかっただけだから、お茶飲ませてくれない？」

　ここは喫きつ茶さ店てんじゃないのだから、一休みしてお茶を飲みたいだけなら五階の喫茶ルームにでも行ってくれ、と言いたかったけど、ご主人様の幼おさな馴な染じみだからそういうわけにもいかない。

　コーヒーメーカーにまだ残りがあったので、ちょっと苦いけどこれを出してしまおうかと考える。……いや、やっぱり淹れ直したほうがいいか。

　迷っているうちに南条さんは部屋の前に到とう着ちやくしてしまい、呼び鈴りんが鳴って慌てて玄関に向かう。

「お、元気そうじゃない」

　いつもと変わらない軽い口調に、「おかげさまで」と嫌いや味みでもなく答えた。

「いい匂においだなー。なに、わざわざコーヒー淹れてくれたの？」

「えーと……今、淹れ直そうと…」

「淹れ直す？　どうして？」

　止める間もなく、彼はキッチンに入っていく。

「いいよ、これで」

　なにか問題ある？　と重ねて問われ、渋しぶ々しぶ白状した。

「さっき、玖珂さんがゴルフから帰ってきたので出そうと思ったんですけど、すぐにまた出かけちゃって……で、自分で飲んだら苦かったから、出さなくてよかったって思ってたとこで…」

「ふうん、どれ…」

　勝手知ったるようすでキャビネットからカップを取り出し、南条さんはコーヒーを注そそぐと一口飲んで「大だい丈じよう夫ぶ」と言った。

「苦くないよ。これが苦いなんて、まだまだお子ちゃまだな～」

　失礼な、と内心憤ふん慨がいしてしまう。

「それにしても、コーヒー飲む暇ひまもなく出かけたのか？　忙いそがしいんだな、あいつ。どこ行くって？」

　冷蔵庫を開けてコーヒーミルクを出し、カップに入れながら、彼はリビングに向かった。なんだか彼のほうが、ここの正しい住人のような慣れようだ。

「……さあ、行き先は聞いてないです」

「フーン。俊哉くんも座りなよ。今の時間、暇だろ？」

「暇というわけじゃ…」

　家にいるからって暇を持て余しているわけじゃない。家の仕事は、手を抜ぬこうと思えばいくらでも抜けるけど、反対に、これで完かん璧ぺきだといえるところまではなかなか辿たどり着かないものだ。やることは、あとからあとから出てくる──と、言い返したかったけれど、なんだか専業主婦代表みたいな意見を俺が言うのも変な気がして、口には出せなかった。

「あいつ、どう？　あれから、なにもしてこない？」

　いきなり聞かれて、俺は黙だまって頷うなずいた。

「そりゃよかった。それなら安心だ。ねえ？」

　同意を求められ、もう一度頷こうとして少し躊躇ためらってしまう。

　──安心、なのか。今のこの状態は。

　胸の内を過よぎった疑問に気づいたように、南条さんは窺うかがうような目つきで俺を見る。

「なに、まだ不安？　君のご実家には変わりなく仕事を回しているし、由香里ちゃんもアメリカで楽しく生活してるみたいだし、君も身の安全を確保できているようだから、バンバンザイなんじゃないの？」

「……そう、ですね」

　彼の言うとおり、ウチの家族はなにもかも玖珂さんの世話になっているわけだ。

「南条さん、あの…」

「いつまでもそんなところに突つっ立ってないで、こっちにおいでって。あ、その前に、なにか食うものある？　やっぱ、このコーヒーちょっと苦いなあ。甘いものがあると嬉うれしいんだけど」

　遠えん慮りよのない口調に、「チーズケーキならありますけど」と言った。ほかにもいくつかケーキがあるけれど、どれも冷れい凍とう状態なので解凍しなければ食べられない。

「おお、いいねえ。チーズケーキって、スフレっぽいの？　レアチーズ？　俺、ベイクドチーズケーキが好きなんだよなあ」

　知らねえよ、と言いたいのを堪こらえて、冷蔵庫から持ってくる。

「お、やった。ベイクドだ。美味うまそう。これ、最初からカットしてあったの？　ホールだろ？　自分のぶんも切っておいでよ。一緒に食おう」

　やいやい急せかされ、仕方なくもう一切れ持ってきて、彼の向かいに腰こしを下ろした。

「んー……美味いなー。この家、食い物が充じゆう実じつしてていいね。つっても、圭一郎が独身のころは、冷蔵庫開けても酒しか入っていなくてねぇ。文句を言ったら、サラミとかチーズとか、摘つまみになりそうなものがいくつか用意されるようになったんだけど。やっぱり結けつ婚こんすると違ちがうなあ。食生活が豊かになる」

　──結婚してるわけじゃないですけど、とムッとする。口に出さずとも、彼も気づいたのか、わざとらしく「あっ」と声を上げて肩かたを竦すくめた。

「ごめんごめん、君は嫁よめに来たわけじゃなかったっけ。……ええと、それで、なんだっけ？」

「南条さんは、いつから、どこまで知ってるんですか？」

　直球勝負でズバッと聞いたら、さすがに彼もウーンと低く唸うなって黙り込んでしまった。

「……あの…」

　聞いちゃいけなかったんだろうかと、即そく座ざに後こう悔かいする。

「いや、いいんだけど。どこから話そうか考えていただけ。話すと長くなりそうだからね。でも、性格上ダラダラ話すのは好きじゃないんで、できるだけ簡潔にいきたいと思って」

　そう前置きして、彼はバクバクとチーズケーキの残りを食べ、コーヒーを飲んでからフウと息をついた。

「いつから知ってるかといえば、由香里ちゃんの忘れ物を届けに君が玖珂物産の受付にやってきて、圭一郎と会った日のことからだな」

「えっ」

「その日の夜に、たまたまあいつと一いつ緒しよに飲みにいってさ。……今日、可愛かわいい子が会社に来ていた、受付の鷹木さんの弟らしい、まだ高校生だった、……それから…ええと、なんだったかな。まあ嬉しそうに、酔よっ払ぱらってくりかえし言ってたよ。だから俺は、そりゃあ無理だろう、高校生に手を出したら捕つかまるぞって忠告してやったんだ」

　それ以前に俺は男なんだけど、と胸の内で反論する。

「それから一か月も経たたないうちに、圭一郎は由香里ちゃんと結婚すると言い出した。あいつの魂こん胆たんはわかっている。君の義兄あにになりたかっただけさ。そのあたりのことは、本人の口から聞いただろう？」

「……はい」

「俺だって反対した。そんな結婚をして幸せになれるわけがない。由香里ちゃんも可哀かわい相そうだってね。圭一郎も迷っていた。その直後、今度は由香里ちゃんに全部バレた、と電話がかかってきた。女性は、そういうとこ鋭するどいね。それでも由香里ちゃんが結婚願望が強くて、愛情なんかなくても裕ゆう福ふくな生活を保障してくれるなら結婚する、というような女性ならまた違う展開だったんだろうけど。打算的といえば打算的だったが、由香里ちゃんはそれほど結婚したいとも思ってなかったらしいな。そんなに好きなら、弟と暮らせるようにしてあげる、その代わり私をアメリカに行かせて、ときたもんだ」

　俺はそれを聞いた時も一応反対したよ、と言いわけがましく彼は言った。

　確かに今の話だけ聞くと、姉はべつの意味で打算的でしたたかな女性というイメージだ。そういう面がないとは言えないし、俺自身そう思って腹を立てたのも事実なのだが──。

「それ、違うと思う」

　なにが、と南条さんは首を傾かしげた。

「姉ちゃんは昔からアメリカ人になりたいって言ってたし、今度のことはいい機会チヤンスだと思って玖珂さんを利用したようなものかもしれないけど……それだけじゃないと思うんです。姉ちゃんは……姉ちゃんなりに玖珂さんのことを好きだったと…」

　自分の携けい帯たい電話を持ってきて、実家に戻もどった時に姉から貰もらったメールを表示して彼に見せる。彼は黙ってそれを読み、フウとため息をついた。

「なるほどな。……とすると、やっぱり悪いのは圭一郎か」

「えっ」

　なんでそうなるんだ？　と目を丸くする。

「だって、そうだろう？　由香里ちゃんは、自分の婚こん約やく者しやが弟に想おもいを寄せているのを知って、健けな気げにも協力したわけだ。ひとえに、好きな男に幸せになってもらいたいがため、だぞ？　いじらしいじゃないか。それもこれも、あのバカがこともあろうに高校生の男の子相手に血迷ったからであって…」

「玖珂さんは、今幸せなんでしょうか？」

　思わず、聞いてしまった。

　南条さんは、キョトンとして俺を見ている。

「……それは…どういう意味…？」

「俺がここで暮らしているからって、玖珂さんは幸せかどうかわからないって思うんです。あれから玖珂さん、ほとんど家にいないし、俺に対してもよそよそしい。そりゃ、寝しん室しつをべつにしてくれって言ったのは俺だけど……朝早く出かけて夜遅おそく帰ってきて……俺と顔をあわせる時間を合計しても、一日に三十分もないんじゃないかと…」

　彼は真面目まじめな顔をして腕うでを組み、黙り込んだ。

　気が重くなるような沈ちん黙もくが続いて、どうしようかと思った時、ようやく彼は口を開く。

「実際のところ、圭一郎は忙いそがしい男なんだよ」

「……はい…？」

　唐とう突とつに言われて、ちょっと面食らう。

　忙しい──のは、あたりまえだろう。次期社長だというし、それなりに大きな企き業ぎようだし。プライベートでも、なにかとつきあいがあるだろう。

「だから、朝早く出かけて夜遅く帰ってくるのは当然と言えば当然なわけだよ」

「でも…」

　俺が真実を知るまでの日々を思うと、今の状態はあまりにもわざとらしい。俺と顔をあわせたくないから、家にいる時間を減らしてるんじゃないかと思うのだ。

「俺から見ると、君との蜜みつ月げつはかなーり無理をして時間を作っていたんだよ。実際、あいつの秘書がぼやいていたからね。圭一郎のスケジュールがとんでもないことになってるって」

「とんでもないこと？」

「そう。君と一緒にいる時間を作るために、よほどの重要人物相手じゃなければ接待は断るし、仕事も勤務時間外はパスして、あちこちに支障が出ていた。まあ、そんなことを長く続けられるわけもないし、本人も二、三か月のつもりだったんじゃないの？　その間に、君があいつに惚ほれて、あいつナシではいられないように仕向けるつもりだったんだな、きっと」

「ええ!?」

　声を上げて、固まってしまう。

　──心当たりがないでもない。休きゆう暇かの最終日──あの、彼に抱だかれてどうしようもなく感じてしまった夜だ──彼は「間にあった」と言った。あれはもしかしたら、休暇中に俺の身体からだが陥かん落らくしたとわかって、ホッとしたんじゃないのか？　それこそ、玖珂さんナシではいられない身体に…。

　カーッと顔が火ほ照てって熱くなってきてしまい、慌あわてて頭を振ふって「落ち着け」と自分に言い聞かせる。幸い南条さんは気づいていないようで、平然と言葉を継ついだ。

「だから、今の状態は、ただもとに戻っただけなんだよ。早朝会議や残業、接待ゴルフは圭一郎にとっては日常茶さ飯はん事じだから。それでも……君がいる部屋に帰ってくることは、あいつにとって幸せなんだと思うよ」

「……だけど…」

「不本意だろうけど、もうちょっとつきあってやってもらえないかな。……圭一郎は一人息子むすこで、大事に大事に育てられたお坊ぼつちゃんでさ。小さいころから、なにをやらせてもソツがなかった。勉強もできるし、完かん璧ぺきな優等生だったよ。周囲にちやほやされたわりには、とくにワガママを言うでもない。与あたえられるものが多すぎて、自分から求めることもなかったんだな。なんでもできるけど、そのぶん執しゆう着ちやくもしない」

　それは、ある意味不幸なことだと思う。南条さんもそう思っていたのかもしれない。

「それが……俺はさ、忘れられないんだよ。君の話をした時のあいつを、ね。こう、子供みたいに目をキラキラさせて、〝可愛かったんだ、胸がドキドキするってああいうことなんだな〟って、今時中学生の初はつ恋こいじゃあるまいし、いい年をしてなにがトキメキだって呆あきれたけれど…──だから俺も協力したわけさ」

　君は許せないだろうけど、とつけ加えられる。

「どうしても嫌いやだったら、訴うつたえてくれていいよ。詐さ欺ぎまがいのことをしたのは事実だし、児童淫いん行こうも適用されるだろう」

「……協力者は実の姉だし、玖珂さんにはかなりお金を使わせてるうえ、家の仕事まで世話してもらってて、訴えられるわけないじゃないですか」

　開き直ったような南条さんの言葉に、俺も不ふ貞て腐くされて言い返した。

「だいたい……玖珂さんは、俺のどこがそんな…」

「恋なんてものは、いつも突とつ然ぜんだよ。映画の宣伝コピーにもあったじゃない？　恋はするものじゃなくて落ちるものだって。君の周囲にはかなり深い落とし穴があって、圭一郎はフラフラそこに落っこちたんだねえ、きっと」

　──冗じよう談だんを言ってる場合かよ、と思う。

「見た目が好みで、さらに由香里ちゃんからさりげなく君の話を聞くうちに、どんどん好きになったってところじゃない？」

　ムッとした俺に気づいたのか、彼はフォローめいたことを口にしたが、あまりフォローになってない。

「じゃあ、実際の俺と暮らしてみて幻げん滅めつしたんじゃないですか？」

「……うーん、それはどうだろう。俺は圭一郎じゃないから、わからない」

「姉ちゃんや南条さんが協力していろいろ画策したけど、俺には玖珂さんがこの状態で幸せになれるとは思えないし、家事だけなら専門の人のほうがずっとちゃんとできると思うし、いろんな面で世話になって俺のほうは助かってるけど……俺だって、今の状態がいいとは思えない」

　彼は虚きよを衝つかれたように、息を吞のんだ。再び重い沈黙が流れて、マズイことを言ってしまったかと臍ほぞを嚙かむ。

「俊哉くん」

　あらためて名前を呼ばれ、ちょっと身が竦すくんだ。

「君は、どうしたい？」

　咄とつ嗟さに答えられなかった。

　──俺？　俺がどうしたいかって？　なにを？　……ああ、この状態がマズイと思うのなら、よくするためにどうしたいと思っているかってことか？　……そうだよな。俺はどうしたいんだ？

　迷っている俺の答えを待たずに、彼はゆっくりと言葉を続ける。

「俺たちは、君よりもちょっと大人だ。そのぶんずるくて、計算高い。圭一郎だって、あきらめたわけじゃないだろう。君がここに住んでいるだけで満足してると言ってはいるが、下心がまったくないとも言いきれないだろう。一いつ緒しよにいるうちに君が絆ほだされてくれるんじゃないかと、期待するなというのは無理だろう」

「……俺が…」

「絶対に絆されない、可能性はゼロだと言うなら、ハッキリ言って出ていったほうが、あいつのためかもしれないな」

　冷たく吐はき捨てられ、それではまた俺のほうが悪者みたいだ、と思った。

　そんな言い方は、卑ひ怯きようだ。それとも、こういうところが大人ってことなのか？　俺には、ワガママな子供の言い分にしか聞こえないのに。

「だけど、冷静に考えてみてください。俺、男ですよ？　もし仮に絆されたとして、玖珂さんのご両親だって黙だまってないでしょ？　跡あと継つぎも必要だろうし、世せ間けん体ていも…」

「あれ？　言ってなかったっけ？　玖珂物産は世せ襲しゆう制せいに拘こだわってないよ。現社長の圭一郎の父親は入り婿むこで、母親は分家の出だしね。圭一郎が次期社長なのは、たまたまあいつが優ゆう秀しゆうだったから。同族でなきゃならない法はないが、もし拘るんなら、社内には玖珂一族がごろごろコネ入社していて、圭一郎の従兄弟いとこやハトコもいるし、圭一郎に子供ができなきゃできないで、跡継ぎ候補もたくさんいるわけさ。だから、君はなにも心配しなくていいよ。両親にも、いずれ圭一郎が言うだろう」

「で…」

　でも、と言いかけるのを、彼は手を上げて阻はばむ。

「君は、自分がどうしたいのか考えるだけでいいんじゃないか、いろんな情報に惑まどわされずに。簡単なことだよ。圭一郎が好きなのか、嫌きらいなのか。一緒に暮らしたいか、暮らしたくないか。それだけだろ？」

　──簡単に言ってくれる。

　その簡単な判断が一番難しいから、俺だって悩なやんでいるのだ。

　たとえば俺が……玖珂さんが好きだからここでずっと一緒に暮らす、と言ったら。それですべてはＯＫなのか？　なんの問題もないのか？

　違ちがうだろう？

　俺は頭が固いのか？　こんなふうに考える俺のほうがおかしいのか？　──ああ、考えれば考えるほど、わからなくなってくる。




　　　　■□■




　そういえば俺は子供のころから、自分でなにかを決める、というのが苦手だった。

　父は頑がん固こで言い出したら聞かないところがあったし、ああしろこうしろと、うるさかった。それに反はん抗こうできるだけの根こん性じようもなかった俺は、とりあえず言うことを聞いていた。よくいえば素す直なお、悪く言うなら自主性がないというところか。

　姉はそんな俺を見てイライラしていたようだ。「やりたいことがあるなら、自分でちゃんと言え」と何度も言われた。

　俺は、父に逆らってまでやりたいことがあるわけじゃなく、まあいいか、と流されてきていた。その結果が──これだ。ああ、でも……。

「……俺、ウチと両親のことは俺がなんとかしなきゃって思って、玖珂さんに土下座したんだよなあ」

　あの時の俺は、自分で言うのもなんだが──自分で言わないと誰だれも言ってくれないと思うし──けっこう格好よかったんじゃないのかな。姉が見ていたら、見直してくれたかも？

　それを口実にしたとはいえ、大学受験をやめたのは自分の意志だし、一度は出ていった玖珂さんのマンションに戻もどってきたのも自分で決めたことだ。玖珂さんに抱かれたことも、結局は自分で納なつ得とくして受け入れた。決して流されただけじゃないと思う。

　俺は流されているようなつもりで、実はその都度ちゃんと自分で決めて選んできたのだ。消極的な選せん択たくだったこともあるけど、それでもその選択を後こう悔かいするのは間ま違ちがっている。他人のせいにもしない。俺が自分で決めたんだ。

　それなら、今度はどうする？　俺は、どうしたい？

　南条さんは、簡単なことだと言った。

　──玖珂さんを、好きか嫌いか。

　二に者しや択たく一いつだというなら、好きなんだろう。嫌いではない。

　──玖珂さんと暮らしたいか、暮らしたくないか。

　これは難しい。暮らしたいと強く希望しているわけでもないし、暮らしたくないかと言われれば困ってしまう。……俺の中でもちょっぴりずるい計算があって、ここを出たらどうすればいいかわからないからだ。

　ただ、今の状態でこの家にいるのは少し息苦しい。

　玖珂さんがなかなか帰ってこないので、彼の寝室にそっと入ってみる。この前まで、一緒に寝ねていた部屋だ。

　今思い出すと、ムチャクチャだったな、と苦く笑しようするしかない。

　なにがなんだかわからないうちに、身体からだを繫つながれて──それも、毎日毎晩。玖珂さんのしたことは卑怯だったけれど、どうしてだか恨うらめない。……これが、南条さんの言う〝絆された〟ってことなんだろうか。

　きちんとベッドメイクしたスプレッドの上に、寝転んだ。その途と端たん、ふわっと玖珂さんの匂においがした。

　コロンを使っているのでもなく、男臭くさいというのでもない。具体的には説明できないけれど、これが玖珂さんの匂いだと思うのは、抱だかれて眠ねむったあの日々が俺に教えてくれたものだろうか。

「……ん…」

　──ヤバイ。変な気持ちになってきてしまった。

　どうしたっていうんだろう。覚えのある熱さが下腹に集まってきて、せつないようなもどかしいような思いが込こみ上げてくる。

　玖珂さんとは、もう半月寝ていない。だからといって、物足りないとも思わなかったし、身体も楽で正直ありがたかった。それなのに。

　ズボンの前を開けて、自分の指を滑すべらせる。

「う…──ん…っ」

　俺、欲求不満なのかな。毎日毎日彼に抱かれて、身体を変えられてしまったから、なにもない現在が耐たえられなくなってる？

　……そんなバカな。自分で言うのも変だけど、俺は淡たん白ぱくなほうだと思う。クラスのヤツらとそれなりにエロ話もしたけれど、みんなより自じ慰いの回数は少ないと思うし──女の子に対しても、ガツガツしてるとは思わなかったし……。

「……あ、あ…」

　でも、それはみんな昔の話だ。

　今は違う。玖珂さんに恥はずかしいことをいっぱいされて、もう戻れないところまで来てしまった。

　そう、知らなかったころには戻れない。

　彼の手が、俺になにをしたか。彼の指がどんなふうに絡からみつき、唇くちびるがどんなふうに触ふれたか。彼の舌も汗あせも匂いも──……なにもかもが俺に染しみついた。

　目を瞑つぶって、彼を思い出す。どんなふうにされたか、自分の痴ち態たいもついでに思い浮うかんで、羞しゆう恥ちがさらに興奮を煽あおった。

　彼はどう思っていたんだろう。

　俺を抱きながら、なにを考えていたのかな。なにも知らない俺を──あの時もう、玖珂さんは俺を好きだったのだ。

「う──……玖珂、さ…っ、あっ」

　緊きん張ちようが背筋を駆かけ抜ぬけ、息が詰つまる。自分のものを扱しごくスピードが速くなり、ドクンと大きく身体が震ふるえた。

　掌てのひらがじんわりと熱く濡ぬれて、一いつ瞬しゆんで汗が引いていく。身体中の関節から力が抜けて、ゆるゆると嫌けん悪お感かんにも似た後悔が湧わき起こってきた。

　それと同時に、突とつ然ぜん淋さびしさが込み上げる。

　今までなんにもなんとも思わなかったのに、急に覚えのない淋しさが溢あふれて止まらなくなった。

　自分が情けない。こんな真似まねをして、なんて浅ましい──。

　固く瞑った目め尻じりからじんわりと涙なみだが溢れて、こめかみを伝う。生暖かいそれが、スプレッドに吸い込まれていくのを感じて、ハッとした。

「……ヤバ…。俺、なにやってんだ…」

　ガバッと起き上がり、ベッドを汚よごしていないか確かめる。涙はともかく、もう一つの方はマズイ。

　スプレッドは無事だったが、ズボンが汚れてしまっていた。掌をティッシュで拭ふいて、ついでにハナもかんで、もう一度ベッドメイクをやり直す。それから空気清せい浄じよう機きのスイッチを入れて、匂いを隠いん蔽ぺいした。

　冷えていた身体は、また熱を持ったようにドキドキし始めていた。身体も気持ちも紛まぎらわせようと、俺は足速に彼の寝室を飛び出しズボンを穿はき替かえる。

　イク瞬間に思い浮かべたのは、玖珂さんの顔だった。

　玖珂さんのことばかり考えていたからなのか、どんどん深みに嵌はまっていきそうで怖こわい。このまま彼と暮らしていていいのか──わからなくなってきた。







　玖珂さんは、夜遅おそく帰ってきた。

「雨が降ってきたよ」

「そうなんですか？」

　全然気づかなかった。窓を閉めると外の音は遮しや断だんされるし、雨が降っていても部屋にいると気づかないことが多い。

　ゴルフ場で降っていた雨が、こちらに移動してきたのかもしれないと思った。

「お食事は？」

「ごめん、食べてきた」

　悪いね、と言いながら彼は俺のすぐそばを擦すり抜ける。その途端、ふっとまた彼の香かおりがして、胸がドキンと大きく跳はねた。

　だがその一瞬後には、彼の香りにべつの匂いが混ざっているのに気がついた。甘い──化け粧しよう品ひんの匂いだ。

　自分の中で、なにかがピシリと壊こわれたのがわかった。

「俊哉くん？」

　いつまでも玄げん関かんで佇たたずんでいる俺に気づいて、彼が不ふ審しんげに呼びかける。

「どうした？」

「……いえ、なんでもないです」

　慌あわてて玄関の照明を消した。

　彼はそのまま書しよ斎さいに入ってしまい、俺が起きている間は出てこようとしなかった。




　──玖珂さんと暮らしたいか、暮らしたくないか。




　こんな状態が続くのなら、一いつ緒しよに暮らしている意味がない。

　ベッドに仰あお向むけに転がって、真っ白な天てん井じようを見つめながら考えた。

　一方的に避さけられているなんて、嫌いやだ。もっとちゃんと話がしたい。騙だましていたという引け目から、玖珂さんが俺とまともに向きあえなくなっているのだとしても。いや、彼が話せないというのなら、俺が話せばいい。俺から──話せばいい。

　話すだけじゃ駄だ目めだ。彼に俺のことをわかってもらわなければ。それでも駄目なら、もう出ていくしかない。

　玖珂さんの身の回りの世話をするだけと割り切ってしまえば、今の状態に不満があるはずもない。だけど俺はもう──……。

　むくりと上半身を起こして、枕まくら元もとの時計を見る。彼が寝室に入って、一時間が過ぎていた。

　もう寝ているだろうなと思いながら、俺は自分の部屋を出た。足音を忍しのばせ、彼の寝室の前に立つ。

「……玖珂さん」

　小声で呼びかけてみた。

　もし彼が起きていてドアを開けてくれたら、話があると言えばいいと思っていた。だが、やはり眠っているようで返事はない。

　ドアのノブに手をかけ、そうっと回す。

　部屋は、ドア脇わきの足元の照明が一つついているだけで薄うす暗ぐらかった。

　玖珂さんはベッドに横たわって、すうすうと寝ね息いきを立てている。ゆっくり近づいて、枕元で足を止めた。

　少しすると暗くら闇やみに目が慣れてきて、彼の穏おだやかな寝ね顔がおがハッキリ見えてくる。

　綺き麗れいな鼻び梁りよう、頰ほおから顎あごにかけてのラインはシャープで、唇はきりりと清潔そうだ。長い睫まつげが頰に影かげを落としていて、眉まゆも凜り々りしく男らしい。整った容よう貌ぼうだと思う。

　身を屈かがめて手を伸のばし、そっと髪かみに触れた。

　少し硬かたい、しっかりした髪だ。

　寝込みを襲おそうつもりだった。驚おどろかれるかもしれないが──そうすることで、俺は彼に伝えたかった。

　布団ふとんを捲まくり、彼のパジャマの前をはだける。

　手を差し入れると、硬かたい筋肉の感かん触しよくがした。自分から積極的に触さわったことがないので、なんだか新しん鮮せんだ。

　触れている手を、下へと滑すべらせていく。下着の中に潜もぐり込もうとした時、いきなり彼の手が伸びて手首を囚とらわれた。

　ギョッとして、身体からだが竦すくむ。

　玖珂さんは、目を開けて俺を見ていた。

「……俊哉くん？」

　戸と惑まどうような声に呼びかけられたのを無視して、もう片方の手で手首から彼の手を引き剝はがし、かまわずに下着の中へ突つっ込んだ。

「俊哉くん、なにをしているんだ？」

「……俺が、貴方あなたにされたことを」

　そっと握にぎり込むと、それはどくんと大きく息いき衝づいたようだった。彼は息を吞のむ。

「俺を好きなんじゃなかったんですか」

　腰こしを下ろすと、ベッドが揺ゆれる。彼のものに触ふれながら、俺は上半身を屈めて彼に顔を近づけた。

「もう嫌になったんですか。……だから俺を放ほうって、誰だれかと会っていたんですか」

「俊哉」

「俺──貴方がわからない。最初からわからなかった。理由がわからないまま玖珂さんに抱だかれて、混乱しながら毎日を過ごしていた。……全部わかって、それなのに今のほうがあのころよりも、玖珂さんのことがわからない。身体を重ねていた時のほうが、近くにいられた」

「……っ…」

　玖珂さんの息が乱れ始める。手の中で、彼はずしりと質感を増し、激しく脈打ち出していた。

「──君は、私を恨うらんでいるだろう」

「騙したから？」

　そうだ、と彼は頷うなずく。

「恨んで……るし、怒おこってる。憎にくんでる。俺をこんなにして、勝手に作り替えて、今は知らん顔だ」

　言った途と端たん、玖珂さんは身を起こし、あっと思う間もなく体勢が入れ替わる。俺の手はあっさりと彼を離はなれ、天井がくるりと回って、ベッドに引き摺ずり上げられて仰向けにされた。その上から、彼が伸のしかかってくる。

「私を嫌きらいなんじゃないのか」

「……嫌い…？」

「嫌われて当然のことをしてきた。だが、もうこれ以上嫌われるのは辛つらい。だから、なんでも君の言う通りにすると約束しただろう。指一本、君には触れない。寝室もべつにした」

「一緒にいる時間を減らして……まともに口もきいてくれないのも？」

　つい皮肉混じりなことを言ってしまい、みっともなさに口を噤つぐむ。けれど彼は、生き真面目まじめにそれに答える。

「そうしなければ、また無理やりにでも抱いてしまう。私が平気だと思っているのか。なにも知らなかったころならまだ耐たえられる。だけど、一か月近く、毎日のように君を抱いたんだ。一度知ったものを我が慢まんするのは、知らなかった時よりずっと苦しい」

「女の人の匂においがした」

「ええ？」

「……今日、女の人と会ってきたんだ。俺を一人にして。俺は…」

　このベッドで、淋さびしくて泣いたのに──とは言えないから、口を噤む。

「俊哉」

　キスが降りてきた。

　唇くちびるがあわさった途端、なにかのスイッチが入った気がした。ジグソーパズルの最後のピースが嵌はまったような、欠けていたものを埋うめられたような、そんな感じだ。淋しくて堪たまらなかった心が満たされて、喜びがじわじわと広がっていく。

　俺は自分から口を開けて、彼の舌を誘さそった。口こう腔こうを貪むさぼられ、息と唾だ液えきが混ざる。口くち接づけは甘く、痺しびれるようだった。

　彼のキスはこんなだっただろうか。最初から、こうだったのだろうか。俺はどうして、気づかなかったのか。

「俊哉」

　唇を離し、狂くるおしく頰ほお擦ずりされて、耳元で「抱きたい」と囁ささやかれた。

　頷いて、俺は彼の首に両手を巻きつける。

　着ていたものを脱ぬがされ、俺たちは抱きあった。ずっとおあずけを食らっていた犬のように、彼は性急に俺を求める。乱暴ともいえる手つきで弄まさぐられ、息があがった。

「く、玖珂さ、……もっと、ゆっくり…──あ…」

　久しぶりの行こう為いで、彼のスピードについていけない。俺は受け止めるのがやっとだ。嵐あらしの中に放り出された小さな舟ふねみたいに、揺さぶられて翻ほん弄ろうされる。

「俊哉…」

　愛してる、と囁かれた。

「……どうして…」

　どこが、と聞いたけど、答える余よ裕ゆうはもう彼にはないみたいだった。俺も同じだ。

　ローションが施ほどこされ、すでに臨戦態勢に入っていた彼は、慣らすのもそこそこに身を沈しずめてきた。開かれる痛みと押し上げられる圧あつ迫ぱく感かんに身体が震ふるえたけれど、それはすぐにべつの感覚にすり替かえられてしまう。

　最初は嫌いやだったこの行為が、どうして今は嬉うれしいのか。

　無視されていた日々が悲しかったから？　どんな動物でも十日も飼えば情が湧わくから、俺もいつのまにか彼を想おもっていたのか？

　……違ちがう。これほどまでに激しく想われることが嬉しい。なりふり構わず求められるのが嬉しい。

　──自分の人生を突とつ然ぜん変えてしまう相手がいきなり現れる、といつだったか姉に言われた。

　あの時姉はすでに、玖珂さんの俺への想いを知っていたから、あてこするでもなくそう言ったのだろうけれど……。実際、玖珂さんに会って俺の人生は変わってしまった。本当に、根こそぎ。

　彼に会わなかったら、まさか同性とこんなことをするなんて夢にも思わなかったし。

「ん──……うっ、ん…──んん、…っ」

　がくがくと揺さぶられ、深く抱き込まれる。

　彼が離れていくたびに、俺は離すまいと絡からめた足に力を入れた。積極的にされるのは嫌だと彼は言っていたけれど、今日は怒らなかった。

　彼に求められる強さと同じくらい、俺も玖珂さんを求めているのだとわかってくれたのかもしれない。







　彼の腕うでの中で、治まらない息に胸を喘あえがせる。

　行為を終えてもずっとこうしてくっついているものだから、いつまでも動どう悸きが治まらないのだ。

　玖珂さんは、汗あせばんだ身体からだを拭ふいてくれたり、撫なでたり、軽いキスをくりかえしたりしている。照れてしまうほど、甘ったるい雰ふん囲い気きだ。

「……玖珂さん」

「うん？」

「俺の──どこがいいんですか」

　あらためて聞いた。

　恋こいに落ちるにしても、それなりの理由があるような気がするのだ。

「そうだな。……由香里さんがまるで女王様のように命令していたのに、君は口では文句を言いながらも言うことを聞いていて…」

　それは、初めて俺を見た時のことだろうか。覚えていないけれど、姉と俺は一事が万ばん事じそんな感じだったから、その時もそうだったんだろう。

「高校生の男の子なんて、もっと反はん抗こう的てきで手に負えないと思っていたから驚おどろいて……なんて素す直なおな子だろうかと好感を持った。顔も可愛かわいい、笑った顔が印象的で……私を見上げた目が澄すんでいてとても綺き麗れいで…」

　もういいです、と俯うつむいた。

　そうか、こういう理由は面と向かって言われると、ものすごく恥はずかしいものなのだな、と今さら気づく。

「君は？」

「え？」

「どうして、今夜この部屋に来たんだ？」

　それは…と口くち籠ごもる。

　昼間、ここでしたことは内ない緒しよだし、淋しくて泣いてしまったことも、口が裂さけても言えない。

「……あ、そうだ。南条さんが来たって、言うの忘れてました」

「杜和が？　なにしに？」

「えーと……喉のどが渇かわいたから、一休みしに…？」

　玖珂さんは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめ、「なんなんだ、あいつは」と呟つぶやく。

「でも、きっと心配してくれてたんですよね。俺、背中を押された感じ」

「なんて言われた？」

「自分がどうしたいのかを考えろって。……それで俺、考えて……でもよくわからなくて、ただ、玖珂さんとほとんど顔もあわせない状態で暮らしてるのはよくないって思った。玖珂さんだって、そんなんじゃ…」

　ふふ、と彼は小さく笑ったようだった。

「そうでもない」

　どうして、と信じられない思いで見返すと、玖珂さんはゆっくり俺を抱だきよせる。

「君にはわからないだろうな。……君が家にいると思うだけで、嬉しいんだ。最初はがむしゃらに自分のものにしたくて堪らなかったけれど、帰ってくると君が出で迎むかえてくれて、出かける時には見送ってくれる。君が作ってくれた料理を食べて、嬉しくて顔がニヤケそうになるのを堪こらえるのに必死だった。時々寝ね顔がおを見にいって…」

「ええ？」

　いつそんなことをしていたのだ、この人は。

「もちろんこんなふうに、身も心も私のものになってくれるのなら、それ以上の幸せはないけれどね。私には過ぎた夢だと、半ばあきらめていたんだ。……それから──今日会ってきたのは、両親だよ」

　唐とう突とつにつけ加えられて、目をぱちくりさせる。

「玖珂さんの？　じゃあ…」

　あの甘い化け粧しよう品ひんの匂においは…。

「母のコロンかな。香かおりが移るほど、近くにいたつもりもないんだけど」

「……なんだ」

　途と端たんに、恥ずかしくなってきた。

　俺ってば──まさか、玖珂さんのお母さんに嫉しつ妬としちゃったのか？　つーか、嫉妬するって……俺、もうとっくに玖珂さんのことを好きだってことじゃん？

「両親に、由香里さんのことを話してきた。世間的なカムフラージュのために結けつ婚こんするふりをしてもらったってね」

　驚いて、俺は声も出ない。

　なんて大だい胆たんなことを。そんなこと言ったら、ご両親は仰ぎよう天てんしたんじゃないか？

「びっくりしていたけれど、薄うす々うす感づいていたようだな。だから、最初から結婚に反対していたのかもしれない。……君のことも言った。私が一方的に想いを寄せていて、今一いつ緒しよに暮らしてもらっていると」

「ご両親、なんて…？」

「頭を抱かかえていた。さすがになにも言わなかったな」

　なにも言わなかったのではなく、言えなかったんじゃないのかなあと思った。どこまで詳くわしく話したかは知らないけれど、そりゃあ衝しよう撃げきの内容だろう。南条さんが、玖珂さんは子供のころからずっと完かん璧ぺきな優等生だった、と言っていた。そんな彼が、まさか偽ぎ装そう結けつ婚こんをしたうえ、年下の男と暮らしているだなんて。もしウチだったら、きっと勘かん当どうだ。

「私は、君のパトロンになると、両親に言ったんだ。君が大人になるまで、あらゆる意味で援えん助じよをする。君を幸せにしたい。なんの不自由もない暮らしをさせて、大切にしたい」

「玖珂さん…」

「なにをしたい？　君のご両親にも提案したが、大学受験して、ゆくゆくは玖珂物産に入ってくれないか？　私のそばで仕事をしてほしい。もちろん、ほかにやりたいことがあるというのなら、そのための援助を惜おしまない」

「玖珂さん、待って」

　むくりと起き上がり、間近から彼の顔を覗のぞき込む。

「……俺、ウチの仕事を手伝いたい」

「ウチの仕事──というと、鷹木印刷？」

　聞き返されて、頷うなずいた。

「この前帰った時、玖珂物産から仕事が貰もらえるおかげでフル回転でやってるって、父も母も嬉うれしそうだった。でも、俺は複雑だったよ。社員が増えて、バイトも雇やとって……俺だけがなにもしていない」

　もう一人バイトを雇いたい、と言っていた。その一人に、俺がなれるなら。

「俺、欲張りなんだろうか。……玖珂さんのそばにいたい。でも、ウチの仕事もしたい」

「それは…」

　玖珂さんは少し考え込んでしまった。

　ずいぶん調子のいいことを言う、と思っているのかもしれない。だが、しばらくして彼は優やさしい口調で言ってくれる。

「私が会社に行っている間、君がご実家で働くのはいいことだと思う。ただ…」

　そこまで言って、困ったようにまた口を噤つぐむ。

「玖珂さん？」

「君には、ここで暮らしてほしいんだ」

　もちろんだよ、と頷いた。

「俺、玖珂さんのそばにいたいって、言ってるじゃん」

「それならＯＫだ」

　言った途端、鼻の頭にキスされた。くすぐったくて、思わず笑ってしまう。

　積もり積もっていたわだかまりが、順番に溶とけていくようだ。複雑に縺もつれあっているようだった糸も、きっかけさえ摑つかめれば簡単に解ほどけていくのだろう。

　残る問題は、俺を大学に行かせたがっている頑がん固こ親おや父じをどう説得するかだけれど──なんとかしようと思った。少なくとも、玖珂さんに夜よ這ばいをかける勇気に比べれば、ずいぶん楽な気もするのだ。

　明後日あさつて、両親に会いにいこう。それから姉にメールしよう。

　──どうして明後日なのかというと、明日は、玖珂さんと一日一いつ緒しよに過ごしたいからだ。

　二人きりで、一日中。







　　　あとがき




　こんにちは。もしくは、はじめまして。ここまで読んでくださって、どうもありがとうございます。

　ルビー文庫からは、ほぼ一年半ぶり（！）の新刊です。ご無ぶ沙さ汰たしてしまいました。ごめんなさい。本当はこの間にいくつかお仕事を頂いていたのですが、思いがけず身体からだを壊こわしてしまったため、やむを得ずお休みすることになり、大変ご迷めい惑わくをおかけしてしまいました。本当にすみませんでした。

　そんなわけで久しぶりのこの『花嫁は奪われる』──いかがでしたか？　〝身代わり結けつ婚こん〟ネタ、実は一生に一度は書いてみたいと思っていたので（ほかにも、一生に一度は書きたいネタがあって、それは〝記き憶おく喪そう失しつ〟〝吸きゆう血けつ鬼き〟〝不治の病〟などなど。いや、世の中に名作が山ほどあるので私が今さら書いても……と思うんですが、一生に一度なら許されるかと……駄だ目め？／笑）、本当に楽しく書いてしまいました。もうベタベタのエピソードをこれでもかといわんばかりに詰つめ込みましたが、皆みな様さまにも楽しんで頂けるでしょうか……さすがにちょっと心配。よろしかったら、ぜひご感想などお聞かせくださいね。


　お手紙大だい歓かん迎げいですが、実はこのたび○年ねん越ごしの夢が叶かなって、ホームページを立ち上げました。ずっと作りたい～作りたい～と口ばかりだったのですが、ようやく…！　という感じです。サイト名は〝ROSE BANBI〟。お友達のサイトにもリンクして頂いているので、見かけたら宜よろしくお願い致いたします。こちらの掲けい示じ板ばんにも、どうぞ書き込んで下さいねー。






　今回の挿さし絵えは、憧あこがれの片岡ケイコさんでした。他社さんの表紙カラーの美しさに一ひと目め惚ぼれした直後に、挿絵をつけて頂けると聞いたので、本当に嬉うれしかったです。キャララフを頂いて、一人キャーキャー騒さわいでしまいました。本ができあがるのが、すごく楽しみです。どうもありがとうございました！

　今回から担当さまが変わりました。闘とう病びよう中、Ｋさんからのお電話やメールに本当に励はげまされました。元気になったらご恩返しをしようと思っていたのに、結局間にあわなくてごめんなさい。新しい部署でのご活かつ躍やくをお祈いのりしています。そして、Ｇさん、これから宜しくお願い致します。実はＧさんとは、もうずいぶん前に別のお仕事でお会いしたことがあって、思いがけないご縁に驚おどろいています。今後は体調と相談しながら、ぼちぼちと楽しく書いていけたらいいなあと思っています。読者の皆様にも楽しんで頂けたら嬉しいです。そして、また次の本でお目にかかれたら、とても幸せです。


二〇〇五年五月　鹿住　槇　拝
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